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日本建築協会会告一一一ー

住築) ，' ; i¥l; 法の Ifo . J ぷ設計法制定後約30年経過し、昨年の山城県沖地24までに数々の地山ヵ、名I也に大きな被害を与

えてきました 。 しかし、これらの地μ と並行し、各 }j [ 到の研究成果が発表され同時に設計法の見直しも論議さ

れてきました 。 そして、このたび建設省ならびに限l係有識者の手で 「新耐21設計法j が提案され、ご周知のと

おり、合ぷ改正および指導指針lニヲE りました 。

この新Ifu，j 法によりますと、かなリ構造の凶iでの制約が生じ、‘ I[ Lfii 計画および往築の予算にも大きなお響を生じ

ますので、構造設計- j ll 当者は云うに及はず、五十阿設計、施工日:i . f 1J ! . にたずさわる }j の々深い- J : 1IUW今が必要とされま

す。

そこで今回、京郊大ザ: の小堀先生をはじめとするエキスれートの }j 々をお招きし 、新耐EL設計法の主題と要点

についてわかりやすくご説明していただき、また、同時に「実例による解説」とハネルディスカ ッションを含

めた「計画屋さん j にも取りくみやすい研修会を附1mいたします 。

日頃の実務に南結したこの{ j '1111j に多数のご参加| をお待ちします。

日 時 9 月12 日体) 開場13 :  00 開会 13 :  30- →閉会 17 :  00 

. 6.  

: D;  場 大 同 ホ J レ

( 吹田市江坂 1- 23 ・大同生命ビル 1 階 ・T E L  06- 385- 1131)  

ただし 、大阪地下鉄 ・御堂筋線「江坂」駅前。

定 員 100名

参加会費 会 員 3，000円)

H資料代を含む・当日受付ーでいただきます)

会員外 4，000円j

プログラム及び講師

- 主 旨 と 経 緯 小 堀 鐸 二 氏( 京都大学工学部教授)

- 動機と考え万 久 徳 敏 治 氏 ( 竹 中 工 務J苫設計部副部長)

- 実 例 解 説 青 柳 司氏( 日建設計構造部長)

-ノ マネノレディスカッション

司
Jヱ3ス、

脇 山 広 三 氏( 大阪大学工学部助教授)

ハネフー 横 山 誠 一 氏( 安井建築設計事務所設計部長)

"  
能 勢 次 郎 氏 ( 能 勢 建 築 設 計 事 務 所 々 長 )

"  
他 講 師 同

申込方法 往復はがきに| 決ります 。はがきは 1 ?"，に l 枚| 浪リとし、氏名 ・勤務先名 jえ所属部課1 ' ，・述絡屯話番

号 ・ ｪＡｈｪ ｊｴ ｊ 宛名 ・ 垂 ｉｾ 似番号・会員会員外の楠別を記入し 「 建築計画と新耐法 ｾｊｦ 修会 ｊ と明記の上 Ｙ

月 6 日( 本) までに，建築協会事業課 ( 大阪市東区北浜3- 37 T  E  L06一 231- 9640) へお申込み下さい。

※ 参加者にはみ: 会よリ参加証をお送 1) ｾ、たしますが、当日欠席されても会日のごれ ｷ をぽ Ｑ ｾ、ますので

ご了ホ下さ L 、。 ( 欠席の場合は代人でも可 ・ただし ・jq'!i jに氏名を事業課までご連絡下さし、 。

※ 雑誌発行遅延のため、電話の予約を受けます。詳細は、事業課へお問い合わせ願います。

咽・・ｾ二九〆， '  .  I  /  11μ1 
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一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 大和銀行久太郎町ビル新築工事の見学会

大阪の歴史と共に歩んできた｜｜ｾＨｾ場。の中で、中央大通りに面し

た繊維問屋街にリブ付 P C板による重厚な外観の新しいオフィスピ

ルが11 月末に誕生いたします。

この大和銀行久太郎町ビルは 1 階を銀行支 j市が使用され、あとは

すべて貸事務所としてテナント募集中で、そのうち、故上階 2 府を吹

抜けとして使用する合同商品取引所は、大きなかけ声の飛びかう活

発な商品取引が行われる三 I品取引所をはじめとした砂糖、化織の伝

統的な三ツの取引所カ、同一空間のもとに集まるという、全国でも例

のない初めての計画で、| 切行を始めとする種々の配慮がなされてお

ります。また、外r . ; t リブ付 P C 板I次付タイル仕上げのデザインの ill

厚さが、近代性とマッチしてユニークな船場の顔が創り出されてお

ります。

今回は、大和銀行の特別のご厚意と笹川設計事務所、大成建設株

式会社のこ。協力により繊維街、ビジネス街の中心に怨つ、どっしり

と落ちついた大和銀行久太郎町ビルを見学いたします。

多数ご参加下さい。

日 時 9月29 日L上) 集合 13 ・3 0→解散16 :  0 0  

集合場所 向上ビル正面玄関前 ・目標会旗

た だ し 、 大 阪 、 地 下 鉄 御 堂 筋 線 「 本 町J 駅下市→一番街寄り( 健波 )jilii) の改札から I也

J:. へ出て中央大i国リを庄( 点) へ約 200mの布個11 ( 南11111) ーーセンパセンターピ

ｊ レ Ｖ 号館内 ｉｈ 入口の ￬ｩｾ 付近

定 員 3 0名

参加会費 会 員 4 0 0円 1

ｾ＠ ( 当日受付で徴収)

会員外 6 0 0 円 j

申 込 往復はがき l 名に 1枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・役職

建築彼要

部課名 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、

「大和銀行久太郎町ビルの見学J と明記の上 9 月2 0 日( 村

まて‘ に建築協会事業課へ。

所 在 地 大 阪 市 点 区 北 久 太 郎 町 3 了目 32番 地

建 築 主 側 大 和 銀 行 、 恒 和 興 業 ー 株 式 会 社

設 計 監 理 附 笹 川 ス エ ヲ 設 計 '1:>務 所

施 工大成主主設抹式会社

規 模 地 下 3 階、池上 12階、時雄 3 階

fi'1l l t i . . t 也下 R C造、地1 - . 1 1滑 - 21堵S R  Ci 立、 31暗以上 Si 立

主I ! 築面積 1. 701. 520m 

延床而俄 22，679. 790町

敷地面続 1. 972. 344m 

段尚軒点 45. 000m 

紋日間さ 55. 440m 

最高深さ 15. 000m 

外 装 外 壁 P Cf/;( 吹イ「タイル{ 士 k

m 途 地 下 3 階 駐 車 場 ( 38台)

地 下 2 階 11 (20; ' ; )  

地下 1 階 庖宮市、機械室

l 階 大 和 銀 行 久 太 郎 町

支出( 1 台)

21帯- 9 階 l'1 ' lq主主

10附 - 12階 取 引 所

三 品 ( 綿 糸 綿 花 綿 布 )

砂柏、化繊

際 係 機 械 主

主 要 設 備 衛 生・給排水、給湯、ガス

ｾ＠ 調。ガス吸収式、冷溢水機によるさE謝

'i lL ｾＨ＠ 受変' i l i 、自家発' . l L 、幹線! f ! } J 力、照明 ; Wii; 用 'i t ，: 様、非常用照明

エレベーター 来用エレベーター 180弘 20人乗 4  Ｉ，ｾ＠

非常用エレベータ - 9 0弘 17人乗 l 庄

工 期 昭和53年 3 月 1 日か句昭和54年 11月30 日まで

) L?U与の状況 内自仕→内装1 ' . '1> ・設備1正気 1 いl'

外部→ P Cfti ネジシーリング1 ' . い l'

一一予告・ 1 0 月 初 旬 の 企 画

‘ キャンパスを訪ねて

一大阪芸術大学一

日 時 10 月13 日出集合13 : 3 0→解散 17 : 0 0  ， 

ゲ ス ト if'Ji t，f f ，，"J i I : 一氏( 大阪ぷ大教J:i • ｾ［Ｍ r. i) j ft J.<) 

参 加 会 賛 会 員 600問、会員外 900円

定 員 3 0名 ・申込〆切 10月5 日幽

L-L 目にア… ー は 明 へ

詳細は 9 月号に 1& します。 ( T E  L 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 0 )  

4建築士事務所の開設者がその業務に

関して請求することのできる報酬の基準

付録資料として本号に添付しました 。 ( /品'J i ! l i 記事6 2頁参! !(¥)

- 日本建築協会の展示窓ご紹介 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

第4 4回展示写真

「街を緑に・第 9 回J

( 昭和 5 4年 度 大 阪 市 の 緑 化 表 彰 建 築 物 )

- 阪和記念会館・

エバーグリーン第 2 住吉一

砂展示期間

昭和5 4 1手7 月31 日→ 9 月3 0 日 ( 2 ヵ月間・予定)

砂展示場所

京阪電鉄地下通路( 北浜寄り南側ショーケース)

2  

建築物の緑化が都市美を増進し、市街地の環境改善に貢献するものとして、大阪市では昭和4 5年から毎

年〈建築物に附属する緑化地設の表彰〉がおこなわれていますが、本年度はｉｲＺｾ己のとおり「阪和記念会

館J ( 住吉区苅田町 7 ー 731 ) と「エパーグリ ーン第 2 住吉J ( 住之江区東加賀屋町 1 - 8 0 ) の 2 ｽＮｬｾＺ が

優究焔設として表彰されました。いずれの作品も緑化の規模は大きく、 「阪平日記念会館J ではさっきな

どが植えられた前庭をはじめ 31塔屋上にも広大な庭園が設けられています。また、 「エパーグリーン第

2 住脅J では単なる建築物の附属庭園としてではなく、住宅地にふさわしく、オープンスペースとして

形成されておりイ供たちのよき遊び場にもなっています。

J  
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表示デザイン 永田祐三 (竹中工務庖)

私の好きな景色 B

チビチヤルツンはメリダの東北20

kmにあります。初期マヤ文明の遺

跡 (500A . 0 .) “ T empl e 01 t he 

S e v e n 0 0115" てr す。

この真正面に 日時計があります。

今日でも時闘を読み取ることがで

きま す。

特集予告

・9 月号 / 庄内のまちづくり

・10月号 / 建設業の労務事情と 省力化

/ インテリア (予定)

・11 月号 / 第26固青年技術者

. 12月号 / 今後の省エネルギの趨勢

編集委員会( 昭和54年度)

編集委員長 t事柳 他

前 川 陽 一 中 村 正三

編 集 理 事 - 地工付科骨F桧

ii iJ 川 随一 荒 川 治 徳

対J : }見 岡田 聖子守L

今凶祥O l S * 高 木 細 目1¥

FE凹 祐 村上 元彦

小林 - 法令分科会

下 山 丈 彦 * 岡 田 七 日1¥

松村 t:r 三 隠 岐 一三

竹 中 鎌一 - 府議制委貝全

前野慶太郎 l悶 野 洋三

菅 谷 健 児 r尺凹 1申

松 本 必二 高 崎 尚 H召

渡辺 .8 問中 f;:i 重

編集委員 O寺 井 信 夫

。片 倉 健 雄 京 良 銭 ー

- 計画分科会 恨 来 淳一

池端 猛 山口 祥悟

稲垣 雅 彦 - 投稿欄4委貝全

河 自 治 吉 0 木 村 康 彦

I孟 谷 舟 翁 田中 直人

谷 口 康 彦 竹中 啓介

キ ￭Ｎ ｾ 僅 'i Ji 橋 本 態 夫

中林 法 - 広告企画'J 鎖全

西村f正一郎 安 芸 洋 一

山 元 弘 和 岩橋 Ｍ ｾ

. f再造分科会 岡 本 弘 之

井 上 ー即l 収 啓栢'

ホ北村 i貴兇 嶋 昭夫

坂 好二 島問 民彦一

棚 備 秀 光 西田 品't

谷尾 l堂ij L 平松 平IJ ー

術 井 元l沼 絵 本 記二

- 設備分科会 三原 i1! f敬

ｦｊ ｾ 井 宏宣 山 田 雄 村;

日百阻 リL 吉田 正三

* 河w 除之 0 1置辺 +  】也、

佐 藤 隆二

。印刷委rt l壬 本印幹事

編 集 人 松 井 目白 光

印刷 ｉｉ ｾ 布 ｊ 54 年 8 月 20 l:l 

発 行 昭 和 54 年 8 月 25 日

発 行 人 吉 田 悦 二

発行所 ( 社) 日 本 建 築 協 会

大阪市東区北浜 3 - 37 

'..11 06- 231- 9648 

振仔口 座 大阪 39975

印刷 所 株式 会 社 研 文 社

t立 06- 314- 0151

大 信 印 刷 株 式 会 社

，11 06- 451ー 7631(fり

臼本写嫡印刷株式会社

屯 06ー ω 6ー 1111問

先 滴 6 5  0  ｉ ｾ Ａ＠ (送料)j llJ

8  

. 6. 丘K

-"， . ヨ

作 品 作 風

スケッ チブック

法令コーナ ー 139

新建材紹介コーナ ー

シリー ス

読者の頁

建築 と社会ニュース

建築の限

特集 ・

清澄の頁 61

設備の頁 6 0

施工材料の頁 60

中国を訪ねて ( 6  )  

日影図演習 シリース 2・

若い会員の集いレポート

月報

C ONT E NT S  

-..J OURNAL  OF  T HE  A RCHIT ECT URAL  ASSOCI ATI ON OF  -..J APAN 

A R C HI T E C T UR E  A N D  S OC I E T Y  

特 集 ・ 建 物 の 終 局 強 度 の 検 討

建築計画と新耐震設計法についての研修会一新耐法により建築計画はこんなに変る 。 大

和銀行久太郎!II T ビル新築工事の見学会。 建築士事務所の開設者がその業務に関 して 請求す

ることのできる報酬の基準。 日本建築協会の展示窓ご紹介・ l  

甲 南 女 子 大 学 学 生 寮 設計胞工 : 大林組・・……・・・…・・…. . . . . . .......・・・ 4

山 本 ビ ル 設 計 胞 工 大 成 建 設・・…・・…・・…・・・… ・・・ ・・・ ・・ ・6

河 内 長 野 市 立 IJfI中 子:校 屋 内 運 動Jお 設計 . 設計事務所ゲンプラン

胞工 ・大共、フドウ建liJ f.... ・・・ ・・・・・・・・ 8

最近竣工した新建築 9 点 (No.l 405- 1413 ) ... 1  0  

総合設計 ilil l度の取り扱い去1綱の改正 ( その 1 )  / 足立幸一… J J  

f*載 します。

歴史的集落と街路景観 11 道景観その 5 ・・ ・12

マイ ・フォト 兵庫県多紀郡篠山町 / 1坂本 章。マイ ・フォトーギラデリー ・スクウェア

ーの中庭l噴水 / もりたしげお。書評「日本の建築一明治 - 大正 .11部[ J J 第 3 巻「国家のデ

ザイン」を読んで / 福田崎皮 ー14

「住宅 ・建築省エネルギ一機織」設立発起人総会開催、 設立代表者に太田和夫氏。

新刊紹介「デザインの鍵」一人 間 ・建築・方法。ポー トピア' 81 トピックス ( その 1 ) 博覧会

の概要 / 堀 J}J 郎・・・ 1 7

ガウデ イの図面/ 古川 修。 自然との対応 / 一 ノ瀬周太郎。

村里子藤吾; 先生と“ きれいさび" / 浦辺3良太郎。地下街礼賛 / 福嶋孝之 18  

建 物 の 終 局 強 度 の 検 討

R C  造からみて

耐 震 力 学 特 性 ( 一 方 向 荷 重 ・変 形 関 係 ) の 定 式化 - …. . . 一 河 村 成 ・・ ・2 0

S R C 造からみて

S R C 造 の 許 容 強 度 と 終 局 強 度 . . ...... . . . . . . . . . . . . . .... . . ...... 南 宏 一 ... 2 5

S 造からみてー

許 容 応 力度 設 計 さ れ た 鋼 構 造 骨 組 の 終 局 強 度・・・・ ・一・…・…ー井上一 朗・ ー. 33

座談会一

建 物 の 終 局 強 度 の 検 討 ・ー…ー…・・ ー…・ ー・・ー ・ー…・ ・・ー・・ー ・・・ー編 集 幹 事 会 ... 3 9

才 Ｇ Ｉ ｌ の水平抵抗 ＯｾＢｦＳＮ 天義久 ・ 福井 I i ・5 1

ii lf新の防犯装置 / 中井手i J i台一' 5 3

フォー ムポリスチレンを用いた施工例 / 中里子英治・・・ 54

北京回想 / 王柏群・・・5 5

検討点 (格子点) における 日影時間の求め方 / 伊藤克三 ・佐藤隆二・ 5 6

建築家のための“ みどり" 学習会( 第 7 回) 奈良万葉植物園と春日奥山原始林を歩く / 岩本

良 ・山本耕一自1I ・宮崎良彦 ・亀山弘美十西村裕子+ 大西古争代・・ 5 9

日本建築↑ Z!) 会月間の動き (昭和154年 6 月分) ー・ 6 1

3  



甲南女子大学学生寮

設 計 施 工 大 林 組

仁平山

1 .  ｾｴｬＯｇ よりみる

2.  ｉ 栢側よりＧｦＮｾ五 ｈ ｬｉｩをみる

3  食堂

4. 玄関ホール

船 影 1  .  4  . 点. ' I ' dl'fj ま

2 .  3  ナ ト リ 工 房



Ji i  1ニ}頼， ;1川、大| 以 ー.，1'1' ，; 泌 を守J む j引五

山 の干の ｊ 急な斜 而 に、月下 Ｇ Ｑ ニ ｾＱ ｪＺ ｧ ｊ 也 する 。

Hi ii o  'V、 穏 ｉｾＧ ， Ｇｪ J.ぇイ行:主による l!n，fJ，'{、，:':j

さ、壁而後退、 I1 ［ｪ［Ｍ ｾ 胤［Ｑ ［ＱＱ なとのさまざま

な ;1;11阪 を 受 け な が ら も 、 こ れ ら を 逆 T' に

とって 地 域 環 lJt に ふ さ わ し い 形 に 佐川1 し

て 、 伝 統 ある k イ 大の ';': '1二宮ぞという 'l' 1: f告

から 、泣 か な (1 然と J広 ま れ た 住 環 境 の '1'

で Ｉν Ａ その 他令 な寮 Ｇ Ｑ 二 Ｑ 吊の ｉＮ ￯ｲｴ￬ｾ な、，悦千 ｦ［ｊぷ

の '::1いきi:: 1/1J を柿 l戊す る こ と を μ|自 の テ ー

マ と し た 。

約 Ｑ Ｘ ＭＪ の ， ＺＧ［ｩ￭ｊ 民 主主をもって ｲｾｩ に傾斜する政

地 中央 部の 作地 に 1て附をとり 、 j t: 1日トボ ー

j レ、 食堂、約四室を" 生けた 。寮 生 は こ の

肝＿から Ｑ Ｚ 件ｾ，ニ Ｒ Ｏ ，村、 ド円寺 に 2 /0: ，;: 1ニセ y 卜

された れ (1 の1 ，' 号室へアプローチする 。 let

( f - の附木の献を" 立大阪残し、地形になじ

ませながら i判而 す る 察械 の 中111 を七 y トパ

ックさせ 5 1i1 にffi ね、 '-1' 央 :il lに絞: 1' : f/IJ と

しての けリ必 ・II}¥-I)，( を挑み 、 食堂 ・，*j 毛筆

浴 室 な ど の空 11:1 と士、tdl 年させて 刷新: ・作

ｦｾｬＡ＠ Ｑ ＺＰ コ企 Ｇｽｊ Ｇ， 十 ｴ イヒ を ，ｩｊ った。 ｬ 口 ｊｉｉ ， ｜ Ｇｉ こ Ｉ｟ｪ ｗｾ σＩ Ｏｦ ｾ＠

や似 の 中IIIMJ l を処J'nすることにより、 ll!!(!

;m/".¥ '  Iリ円J な ど の 良 好 な /， 'ifl 二、近隣環

境 を 隊 保 す る こ と に 努 め た 。設備 機 械室 、

水仰などはｾｾＺｊｬ ｮ ｾ 主のド ｊｾＱ に枕めながら ｊ 也

j形に合せてス ペ ー ス を 臨似し、 I也終に対

する ［ｪｩｾｾ ， ｾＪｾを ｩｩｫ 少 ｉｉｈ にとどめた 。

"-.... 

1. 1:ぞ可J

2 洗 Ifli 笠

3.  7 イロン笠

4.  f9.! li Jr 

5  脱衣室

6  浴室

Ｈ Ｑ，ｾ＠ � ミ ｦｾ ' i U ;': 司，lij !'i /  ).、 1't 利l)

叩ー一一一ー一一一寸

，- l  

¥ 

7.  ｾｊｪ 火本憎

8.  mi 百機械室Jc 剖l

9. 1l l 気玄 l一部 地下 ! 階 平面図

1.  玄関

2  玄関ホール

3  守 ＧＨｊｾｬｈ 務室

管理人室

両iiS.'，J .j[

τ桂

アイロン室

lII ift 笠

電画邑 ....... 

ｾ＠

9  洗面笠

10. f'!! r.叶

11 岡山室

12. rJ 'lf玉

13  食堂

14. Ijl 厨

15  食品川『

16 駐車場 1階 平面図 1 :  1200 

施 工 大 林 組

中 央電 気 工業 (電 気)

カ ンダン (空 調 衛 生)

所 在 地 芦 屋 市 三 条 町240ー 1

敷 地 面 積 2 ，499 .43ni' 

建 築 面 積 895. 03ni' 

延 床 面 積 1.989 ，32ni' 

構 造 規 模 R C 、 5 F

工 期 昭 和52年 9 月~昭 和53年 8 月

⑧ 

宮守護

ｦＢＧｾ Ｚｩￍ￴＠
洗而室

4.  f出所

5  玄関ホール I:fflll 次抜 2 階 平面図



山本ビル

設 計 施 工 大 成 建 按



山 本 ピ J レの建 っている神戸、 );nUJ の ビ ジ ネ ス の 街 | 海 岸 通 り か ら 山 の 手 へ 、 ぶIUTの 街 並 み は 、 古 い 花 1 _婆訂i もあ って、赤練瓦に近い; 焼成色の妬捺 i't タイ

としての歴史は、 ill< 徳 川H寺(' ( の末期より始まる 。11;対石のピルと新しいタイルの外装のピルが並び、 いレを使う 。 そして単完去を自己したシンプルな椛成で

当 ｈ 寺は 居留 地、 主主人 ｉｕｔ として練瓦造の館が車 ｆ をつ ｬ いつ‘れも地味な色調と単窓を自己したが縦であるが、ｼあるが、貿易会社のピルとして、日 ｾｎ￬ 商な表情と耐

らねていたという 。 京 を 中 心 に 束iJ!l J は江戸、点、 1
1
笠牢さと貿易をビ ジネスとした街の当日寺からの自(1 1 用似をそなえたものでありたい 。 まずは 、 街 並 に

加 納 町 とあり、凶 iJ!l Jは 江戸に 対 して浪花 、帰倍、 ｼ米のイメージが 、而 Ｉ［ｴ ｾ として感じられる 。 Ｑ うまく納 っ てくれればと思う 。

西 IUT とある 。現在も卒中戸のビ ジネスの中心地区で | 新 し い 山 本 ピ J レの外装は、この地で明治のおIJ業い 1 ( 美波 吉H召/ 大成 建 設)

ある 。 らい七十年をうけついでおられるピルオーナーの

|  守 一 一 九. ぷ

設 計 大 成 建 設

久米建築事務所 (銀行部分内装設計)

施 工 大 成 建設

所 在 地 神 戸 市 生田区 京 町71

敷 地 面 積 776rrf 

建 築 面 積 716rrf 

延 床 面 積 6，068rrf 

構 造 規 模 S R C、 8 1 、 8 F 、 P l

工 期 昭 和53年 6 月~昭 和54年 7 月

空 調 東 洋 熱 工 業 f r r t mrA日l ー27

3: 以 西 谷 陶 業 Pff 句i S22231

U4r 福 島 タ イ ル frt 惚 忠 誠一6

サ y シ 住友ウオールシステム k 阪 市 似I榊 附 14

r E L  06- ，担ー1881

内 装 陸 屋 f rrtE12%dM柑 ピル)

内 装 高 野 商 庖 frrt 誌rlJ;12

日ョ日間二I 陪)

いらっし。い彦経 こ朱底. . - ，リかとうこさいます

1階平面図 1  :  500 

民一....c:;;;; 圃 圃 圃 二 調 園 ・ ーー ー ー ー

' " 白色オーヒス岨・ ，."・ ・・2 ・・

r '  •• -E 

個 • • 
貸 室

rrて豆、..... .  .1 

廊 下 J  

ι _.j  

基準階平面図



河内長野市立西中学校屋内運動場

雪岳 圭+
P X . ロ ，

シルJ 可ークール

設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラン

フドウ建研

.・4匹

. .  ....... _. 

施 工 大 共 株 式 会 社

所 在 地 河 内 長 野 市 下 里 町340番 地

敷 地 面 積 31 ，000 .Om'  

建 築 面 積 1，025. 8ni' 

E正床面積 949. 1 ni' 

構 造 規 模 R C、2 F 、(屋 椴 = シルパークール)

工 期 昭 和53年 10月~昭 和54年 6 月

喧



当主 ｉｦｾ勿 は 、河 ｬλｬ 長里子ｲｉ， の 凶南部、 天野 山地域 にあｼ 要求床市有 ｩ をカバーするには 、 シルパークールのｼこの場合 、内 包された空 間 ヴォリューム 、 そのも

る、 IJy 小学校の屋外J A'frjμIJ である 。 I :11ft 大 スパン 2 4 m1ま少し短かく 、 こ の た め シ ル バ ー | の の 表 現 に 、 設計の芯図を集約 している 。

河 内 長 野 市 で は 、 体 育 胞 設 の 屋 根 に 、 統ー して γ | クールを受ける両{J!l Jの壁を Y 型断面とした 。 ｉ 外 Ｚｾ ｉｓ では 、外ｻｊＡｬ ｊ に傾斜した壁面と 、 それをささえ

ルパークー l レが使用 されている 。 I これは 、 |士郎で 、室 内{!! l J に 傾 斜 し た 壁 而 が 、 シ ル | る j拶の T 字 監 が、 そのまま 椛 而 をなし 、安定 した

シJレパ ー クー Jレのモチーフを生かしてデザ イ ンす | パークー ル を受けるもので 、 (1 立したi i . i ーから大ス | デザインとな っている 。

ること 、徹底 したローコストで健 康 な R C 造 を 実 | パンの 曲 面 板へとつながる 而に よる 桝成が、 その I nO雪さで は あ る が、体育の坊 としてふさわしい 、力

引 することが 泌姐 であ っ た 。 当屋 内ｭｋＡｬＧ山 ｪｊ Ｏｾ の場合、ｼまま内部を決定づけている 。 ｉ ｾｲｴｩ さで 、 その 世 Ａｉｊ￯ｦｦｩ は ｪｪｩ Ｇｦ ｲｪｽ ｊＭｊ［ ｬ へ Ｏｩト ｬ かれている 。

r  ，wl  

正而

I  H3 ン

一一

2  全長

4.  7 リーナ

t!iH怯 つねな りすたじお

{沙山知f，- / 品生，i lτJq'奇 fifr ゲ ンフ。ラン

断面図



1405 立 山 国 際 ホ テ ル (第 3 期)

設計 : 大 林組 本J苫

施 工 ・大 林 組 北陸 支 庖

a  宮 111以上新) I 11tll 火山 111]

b.  40 ，630m' 

c.  849 m' 

d.  2 ，774m'  

e .  R  C 、 4 F 、 P 1  

f  . 昭和53年 9 月一昭和54年 3 月

1408 パレス東灘

設 計 : 長谷 川 工務 庖

施 工 : 長谷 川工 務 庖

a  やl

'

戸市 東 灘 区 本 庄 11f T 3  - 57他

b.  2，167. 15 巾f

c.  737. 85 m'  

d .  4 ，249. 72 m'  

e .  S  H  C 、 8 F 、 P 2  

f . 昭和53年 5 rJ - J1({利54{ド2 rJ

1411 医 仁 会 武 田 総 合 病 院

設 計 : 吉村 建 築 事 務 所

施 工 : 熊谷組

a  京都市伏見IR石田森南町28の l

b.  4 ，658. 71m'  

c .  2 ，107. 09 m'  

d.  9 ，016.  19 m' 

e.  H  C 、 B 1 、 5 F

f . 昭 和53年 5 月- J1i4;f1l 54年 3 月

1406 コープ野村夙川

設 計 ・大 林 組本 庖

施 工 : 大林組本庖

a.  j) lj'i士; 市般行Ilf Tl 27 得寸也

b.  3，890. 04 m'  

c. 1，455. 71m'  

d.  4. 477 . 35m'  

e .  H  C 、 3 F

f  昭和53年 5 月一昭和54年 3 月

1409 シャルム堺

設 計 長 谷川工 務 后

施 工 長 谷川 工 務 庖

a .  J: W r! i 大浜- I tlilT 2  - 1 他

b.  11 ，310. 15 m'  

c .  3，137. 65 m' 

d.  33 ，359 .11 m' 

e.  S  H  C 、14 F 、 P 2  

f  昭和53
i
ド12 JI - J1({利54年 2 月

1412 武 田 病 院

設 計 吉 村 建 築 事 務 所

施 工 大 林組

a  京 都 市 下 広 区三笠 通 商 i!ii J院 *

入 Jレ東塩小路町 841- 5  

b. 1，287 .48m'  c . 8 31. 47m'  

d.  3. 979 .15m'  

e.  H  C 、 B 1 、 6 F

f .  J1T-{和153 ir 8  J  J  - II T{利154 if.・4 月

1407 三 星 堂 兵 庫 物 流 セ ン タ ー

設 計 大林組 本庖

施 工 : 大林 組 本庖

a  神 戸市垂水区玉津町丸塚字竹末

b .  9. 000. 76 m'  

c.  4 ，391. 05m'  

eI. 8 ，167 . 30m'  

e.  H  C 、 2 F 、 P 1  

f .  JI 召相]53壬l三6 月一H白羽154' . ド6 JJ 

1410 王 子 動 物 園 太 陽 の 動 物 舎

設 計 . 東畑建 築 事 務 所

施 工 : 山田工務 底

a  神戸市灘区王手 Iilf 3  1'1 1  1 詐地

b.  65 ，000 m'  

b  .  985 .  011 m'  

d .  930 . 467 m'  

e.  H  C 、 B 1 、 1 F  

f .  11召和53年 5 FJ - 1I({_f 1154 if  2  n  

1413 ユ ー ス イ ン 京 都 四 条

設 計 吉村建 築 事 務 所

施 工 . 鹿島 建 設 大 阪 支 庖

a  京 都 市 下 京 区 内 洞 院i昼間条下

ル 妙 伝 寺 町686

b  ， 202. 40 m'  c.  138 .14 m'  

d.  l. 326. 85 m'  

e .  R  C 、 B 2 、 8 F  ( 熔1:1:11寸)

f .  JI 召和52年 11 月一II({ 平1l 5411' . 3 J  J  



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投悩をお待ちしておリます.

1 3 9  

「総合設計制度の取扱い要綱」の改正( その 1 )  

第 1 章 総 合 設 計 許 可 基 準

第 1 基 本 方 針

総合設計制度の施行にあたって、本市1] 度の積極的

な運用を図り、市街地の環境整備に資するため、

建設省住宅局長通達「総合設計に係る許可準日I]J

( 昭和46年 9 月 1 日付住街発第48号 ) 及ひ沼1設省

住宅局市街地建築課長通達「総合設計許可準HI] に

関する技術基準J ( 昭和53年 4 月 1 日付住街発第

14号。以下「技術基準」という) の規定によるほ

か、大阪市の取扱い基準を定めるものとする 。

なお、本基準の適用に関しては、総合設計l I ，iJ l.慌の

趣旨にl I l] り、常に総合的に判断するものとする 。

第 2 運 用 方 針

1 . 敷地及び配置計画

(1) 敷地の集約及び整形化

建築敷地は共同化等により集約を図り、できる| 浪

り重苦形のものとすること。

(2) 道路境界線からの建築物の後退

以上ある場合はこの限りでない。( 技術基準第 1

( 2Xイ) の附1J 日)

隔 地 境 抗L 締

隣「ー 土
地 f

ａ ｻ Ｚｾ 一 一 ｟ｪ ｬ 引 にＺく Ｑ Ｐｭ
線I A  I  I  

道 路

(4) 公関空地の有効百li ;fi '1

のとき ｾ を公関空地と

みなす.

下記の公開空地については 、それぞれに定められ

た有効系数を当該空地の面積に釆じて得たものを

有効商品1とする 。 ( 技術基準第 1 (2)( 吋の附加及び

緩和)

①道路に核するもので、その単位面積が 500m'以

上の良好な公関空地一一一一一一1. 5

②ピロティ状の公|計12E 地

0. 8 

敷地が幅 A 2 0 m以上の道路に接する場合、建築物 上記以外のもの 0.6 

( 地盤面下の部分を除く ) は道路境界線から、原

日IJ として 5 m以上後退すること 。 (5) 公関空地範囲の明示

(3) 隣地境界線からの建築物の後退 公 ｝ｪｦｊｾ 地と他の部分との境界は、棚、敷石等によ

建築物の高さ 12 m以上の部分については、隣地境 り明石在に区分すること 。

界線から建築物の各部分まて酬の水平距離を、当該 3  . 容積の割増

部分の高さの平方根のうイ以上とすること 。 ただし (1) 共同住宅の有効公関空地主容の下限

落下物による危険防止の措置を講じたものについ 第 2 穏住居専用地域、住居地域又は準工業地域内

てはこの限りではない。 において、共同住宅 ( 紬設併存共同住宅を含む。

(4) 歩道の確保 ただし、施設部分の容積率はその敷地の基準容積

歩車道の区別のない前面道路には、歩道を設ける 率のM以下のものに限る 。以下同じ ) を建築する

よう努めること 。 場合、有効公関空地寧は、次式の値以上とする 。

2 . 公関空地の基準 ( 技術基準第 1( 2片す 2 の緩和 )

(1) 公関空地の定義 1  0 .2+  ( 1 ー C ) X 告 X 0 .31 - 0. 1  

公関空地とは、技術基準によるほか、次の各号に C : 基準主主ぺい率

該当するものをいう 。( 技術基準第 1(2)(イ) 1 の附加 ) (2) 共同住宅の容積の割地t

①できるだけ集約化 されていること 。

②原則として、終日一般に開放できるものである

こと 。

③通常自動車が出入りする敷地内の通路、駐車場

の用に供する部分及び庖舗等への出入口に通ずる

通路の苦11分は、公関空地から除くこと 。

④営業を目的とする 常設の築造物を設けていない

こと 。

(2) 幅員

最小幅員は 4 m とする 。ただし、前面道路に接す

る部分の全てにわたって歩道が設けられる場合で，

幅貝 2.5 m以上の歩道は公関空地とみなすことが

できる 。 ( 技術基準第 1 ( 2Kイ) 2 の緩和 )

(3) 袋路状の公関空地

隣地境界線と建築物又は建築物相互間に設けられ

た袋路状の公関空地は、その幅と同じ長さの奥行

について有効とみなす。 ただし、その ltffi f. lが10 rn 

第2 tili 住居専用地域又は住居地域内に共同住宅を

建築する場合および近隣商業地域、商業地域又は

機工業地域内で土地利用上共同住宅が立地するこ

とが望ましいと認められる場合の容積割増は、次

式の値以下とする 。( 技術基準第 1 ＨＲ 片ｾ i の緩和 )

① 敷地面積 2 ，000 rn'以上て¥かつ前街道路幅員 8

m 以上の場合

V = A X v x l l + ( 喜一0. 1 ) X K i X 2 ]  

② ①に該当しない敷地の場合

V = A X v X  1 1 +  ( * - 0. 1 )  X Ki x 1. 5 I  

※  

A : 敷地面桜 ( ただし，公共空地がある場合はそ

の荷積を含むものとする)

S  公関空地の面積

V : 吉IJ t; t J 後の延べ面積

v  : 基準答桜率

ki ・; 則的系数 ( 下表による )

H下年、建設省通達の「総合設計許可準HI J に関す

る技術基準」の改正に伴い、大阪市における「総

合設計制度の取扱い要綱j を改正いたしましたの

で、 3 回にわたり、本コーナーで紹介いたします。

本l]，I]I支の主旨をご理解の上、市街地の環境の整

備、改善にひろくご活用下さるよう、お願いいた

します。 ( 大阪市建築指導部指噂楳 足立幸一 )

ｴＮ ｾ ｩ ｾ ｜ 符 ｦｩＧｬ Ｊｶ

90/ 10未 満

90/ 10以上

省IJ �ｾＺ 係数 ｫ ｩ

ｾＫＨＹＭｶＩｘＡＮＨｘｾ＠

Lイ

ｲＮ ｾ 技術ＡＢｩｪＧ ｜ ｴｩｉ 1  (2Xイ) 5 に組定された公共空地をいう.

(3) 住宅を含む建築物の谷村tのi1Il J増

商業地域で国鉄環状線の内側又はその周辺( 本市

が指定する区域に| 浪る ) の基準容積率が% または

% である区域において、住宅を含み下記の事項に

該当する建築物を建築する場合の容殺割増は 、次

式の値以下とする 。

v = A X v x I 1 + ( 昔- 0 .1) X ki X  31 

※ A .  S .  V . v .  ki は、前(2) による 。

①有効公関空地率が、 2 0 %以上であること 。

②住宅部分の床部新が、容秘書IJ i ¥" : 分以上であること 。

③ 各住戸は、台所 ・浴室 ・洗面設備 ・水洗便所等

を専有すること。なお、住宅部分については、将

来にわた って 引き続き住宅として使用することが

必要であり、竣工後、 2 年毎に管理状況等につい

て届出をしなければならない。( 技術基準第 1 (2) 

け 1 の緩和)

4  . 斜線制限の緩和

斜線制限の緩和を受ける場合の有効公関空地率は、

次式の値以上とする 。 ( 技術基準第 3 の附1J 日)

10 

10. 2+ ( l - C )  X 一一 X O.31 X τ  
4. 5 " - ' - '  .. 2  

C : 基準建ぺい率

5  . 日 影時間

Ｈ Ｑ Ｉ 日 Ｉｩｾ Ｑｉ寺間

日ｾＡ ｾ 規制 ｬ 区域以外で必要と認められる地域におい

ては、冬至自の其太陽 l時による午前 8 P寺から午後

4 時までの間において、敷地境界からの水平距離

が 5r n をこえて 10 rn 以内の範聞においては 5 時間、

10 rn をこえる範囲においては 3 時間以上の日影を

生じさせてはならない。

ただし、 iJll J定而は平均地盤面上 4r n の位置とする。

(2) 終日日彩

基準容積率が% 以下の地域内 ( (1) の適用を受ける

場合は除く) に、冬至自の; u 太陽H寺による午前 8

H寺からL p 後 4 11寺までの聞において隣1也に d冬日日 ;μ

を生じさせてはならない。ただし、 iJll J定置iは平均

地主主前とする 。

6  . 共同住宅の駐車場等

駐車場等の配置、 ;ti Yi 造及び形態に ついては、公開

空地との関連に留意して計画すること 。

(1)  駐車台数

共同住宅には原則として住宅の戸数の30% 以上の

台数を収容する駐車場を同一敷地内に靴保すること 。

(2) 自転車置場

住宅の規模により適正な台数を収容するスペース

を硲保すること 。

7  . 公的融資を受ける場合の適用除外

住宅金融公庫又は日本開発銀行の総合設計建築物

建設卒業再開発融資を受ける場合には、本許可基

準中第 2 の 3 の(1) ・(2) 及び(3) の規定は適用しない。

住築と札全/ 1979年 8 月号 11 



歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 11-

紙野桂人 ( 大阪大学助教授 )

長瀬信義( 大阪大学大学院卒)

波辺豪秀( 大阪大学大学院生)

三木 亨 ( 大阪大学学生)
道 景 観 そ の 5

山鑑、谷沿い、丘陵地などにある集落には坂道が多い。等高線に沿 ってi曲る平坦な道を舶

にしている集落では坂道は目立たないが、傾斜地を上へ上へと延びている集落では坂道が

軸とな って市街地殻観を特徴づける 。

坂ill は進む方 IIIJ によ って上りと下りにそれぞれ眺めがl展開する 。 多くの場合下り坂は村を

出て行〈視点であり、上り坂は村に帰 って行〈視点て'ある . 前者一は開放的であると同時に、

若干の不安感をともな って いる 。し かし、多くの場合下り JJ j を見下して展望の聞けた1;t 観

5 Uー 1

村に入 って行〈坂道の例.

片側に下りの眺めが展開

し片側に」ニりの視線がi ' M

1;1:れる

5 U - 3  

deが変ると

掛Lが未知! の空

間とな って 、かえ って 迫

るものがある

上 り 坂

5 0 ー 1 下り坂

開放的な下り坂町長主見。

下界に広がるMl 端的家並

みがＭｾ型できる

5 0 - 3  

i且の印象はうすい. 階段

そのものとな って いる

12 他 染 と社会 19附 ド 8 JJ ，; 

階 段

を限にすると、それが「良い眺め」の場所として印象づけられる 。逆に上り JJ j の眺めは閉

鎖的であると同時に、坂の上にある親しみ深〈、安定した空間! に包み込まれて行〈期待感

を泌さたたせる. 村にあるいは家に帰 ってきたという安心感がきざすのは、その瞬間である 。

附段は、そのあり方によ って、坂道の印象をやや強めながらそ町まま受けついでみせる場

合と、機能的な装置としての印象をさらけ出す場合とがある 。人聞の歩く道としては liii 者

の可能性を活かしたいものである.

5 U - 2  



ストリートウオールの構成材料

i且の放置J I . は、家並み ( ストリート ・ウ方ール). 天雌 ( スカイライン ) 、足姐り ( グランド

ライン ) などの形態上の諸条件によ って印象が変わると同時に、家並みを偶成する材料に

よって も受ける感じは変 ってくる .

8li 史的柴崎では、 一般に木質系のものか、石質系のものまたは土! 笠系統の材料が多いが、

M肢が胤成材料に i向い比重を占めることもある . また最近の動l白! としては、コン 7 リート

1m裕千、白壁、杉桜など

の典則的な4 例. 逃が土

又は砂であれば完全であ

る

T - 3  

:<iJll の支配的なもの

T - 5  

諸材料の混材と対比

生虚と出絡子による対比

プロ ｹ ＿ 系統のむのや、鉄ｬｊＱ［などが入り悦 って 、 ｪｩｬ 観的統 一Ｏ ｜長をｾーする傾向が Ｑ［ ｩＱ ｬ ま っ て

いる .

ここでは、木質系、T ! 1' i 系などの伝統的な統一! 必ある荻観と、コンクリ ー ト プロックの

支配(I'J な場合とを掲示する . また、 1m材料が多般に入 1) 泌 って 、変化ある );lllloIJ 象を巡り

出している場合についてむ例として市し てお く.

白壁が支配的であるが、足元町ｔＡ秘と板張との対比の効Ｊ］がす ｾｬ い

よ場と綴* による対比
生 垣 制 裁 と 板 張 土 壁 に よ って構成された調和のある街並み 石垣・生垣とモルタル塀 ・鉄絡子との新I n の対比

13 



* 兵庫県多紀郡篠山町か

阪 本 章 / 神戸市住宅局営繕課

西 新町 ( 御 徒 士 町 ) 砂

古 く は 、 御 従l町 と呼ばれた 町 並は、

泣 か な 自 然 環 境 に 閣 ま れ た 篠 山域

外 滅 菌1l!1J に 位 出 し 、 築地 塀と1 tY. IX

の 門 の つ ら な り は 、人 気 の 少 な い

こ と も あ り 時 代 劇 の シ ー ン を 思 わ

せるような伝統的な建物が多〈、

今 な お 封 怨 時 代 の 雰 囲 気 を か も し

だしている 。

河 原町 妻 入 商 家 群 砂

街道に沿う、エlミ西約 60 0 mにおよ

ぶ 姿 入 間 家 制 は 、 しとみ ・裕子: 容

をもち、多くはr . 1" 2 11皆建の中小規

桜 の 商君主からなり、そのむかし、

京 へ の 往 時 、 泣 か な 地 方 商 業 活 動

を も の が た る 伝 統 的 な l町並は、同

じ篠山城下の御徒町とｾ立んで今な

お 地 方 文 化 の 色 ど り を今 日 に つ た

え、 ｉｉ ｲｲｾｅ は生々と活討 を 呈してい

る。

14  挫換と 社会/ 1979年 8 I1号

読者の頁

マイ・フォト

* ギラデリー・スクウエアーの

中庭噴水砂

もりたしげお/ 柴田石本建築事務所

サ ン フ ラ ン シ ス コ の 街 は 日 本 人 好 み の 風 五l が 多 い 。

坂 道 、 総 の 丘 、 港 、 ヨ ッ ト ハ ー パ 一 、 木 造 の 住 宅

等々。 同 じカ リフオノレニアでも ロス アンジェノレ

ス の 方 は 車 社 会 の 大都 会 で あ る の に 比べ 、 サ ン フ

ラ ン ン ス コ は 人 が 歩 け る 街 で あ る 。 そ ん な と こ ろ

が 息 を つ け る 、 ほ っ とできるという街並になり 、

「 ア メ リ カ 」 と 府 を は ら ず と も そ こ に お れ る と い

う 感 じ な の で あ る 。 そ れ に こ こ に 訪 れ る 人 は ほ と

ん ど 観 光 客 の 様 で あ る 。 そ の 観 光 コ ー ス の 1 つに、

フイ ッシャ- ' 7 ンズ ・ワーフがある 。 ケーブノレカ

ー の 終 点 て ¥ 自 の 前 が 海。 速 く に 金 門 紙 を臨み 、

通りに聞して魚、貝料理l の庖がずらーと並んでいる。

こ こ の胞は ほ と ん ど イ タ リア系。 自の I狗で ゆ で あ

げ る エ ビ や カ ニ の l床は た ま ら な い 。 し か も 他 段 は

日 本 の そ れ よ り も か な り 安 い 。 そ し て 腹 ご し ら え

が お わ る と 通 り を へ だ てた 丘の上側にチョコレート

で 有 名 だ った ギ ラ デ リ ー の 工 場 を 内 部 改 装 し て 席

指Ii にな った ギ ラ デ リ ー ス ク ウ エ ア ー へ シ ョ ッ ピ ン

グということになる 。 ここの入口 11付近にいる県人

の ギ タ リ ス ト と い う か 街 道 芸 人 と い う か 、 こ の 人

がおもしろい人で、日本人が通りかかると「パラが

l咲 い た パ ラ がl咲 い た 」 と や り だ す の だ。 通 り が か

り の 人 が ギ タ ー ケ ー ス に コ イ ン を い れ て い く 、 こ

んな瓜L主t もここだからできるのだろう 。 控! りには

ただ見( 聴 ) 答 が と り か こ ん で 芝 生 に し ゃ が ん だ り

している 。 ギ ラ デ リ ー ス ク ウ ェ ア の 中 に 入 る と 手

作 り の 作 品 等 を な ら べ た 皮 製 品 の1苫や、陶様、向仙!

なものでは宝石、ブティ ッ ク 等 か な り の 数 の 庖 が

粁( ?  ) を並べている 。 こ こ を ま わ る だ け で も か な

り楽しい 。 外 装 は レ ン ガ 迭 の 工 場 そ の も の の 建 物

だ が一 歩 中 に 入 る と あ き る こ と な < 11寺をすごせる

機 だ。 建 物 の 1-1¥1にひと 忠、つける噴水がある 。 そ れ

に 回 し て カ フ ェテラス等ーがありゆ っ くりと 休日 を

楽しんでいる 。 建物の写 ｊｾ なんぞわすれてヤジ嶋

中 ＧｎＧｾｴ まる ｦ ごしで、ひ ｊ やカミしてまわることにしよう 。



書評

「日本の建築一明治・大正・昭和」

第 3 巻「国家のデザインJ を 読 ん で

福田 fl j'r 度

三宅i ::hl: の「日本の建築一一ー明治 大正・ IIs ;frリ が

好評l ' をもってむかえられているという 。 全 10巻に

も お よ ぶ こ の 豪 華 な シ リ ー ズ が 人 気 を H乎ぶという

の は 、 日 本 の 近 代 建 築 研 究 が よ う や く ひ ろ く 一 般

の 人 び と に も う け 入 れ ら れ る よ う に な っ た こ と を

示すものとして、 fo.iH<: の い た り で あ る 。 企 画 ・制

J I . S の村松山次郎教授をはじめ、幸λtli'距ILはいずれも

幻自な研究帯河 ｩｾ￪ を有する専門家指摘い であり、これ

に加 え て 紫IWj " し い 写 其 ( ほ と ん ど が刷凹彰 久 氏 の

搬; ; 診になる) と磁りに凝った進本( 杉浦成平氏)

が 、 こ の シ リ ー ズ を き わ め て ぜ い た く な も の と し

ている。

こ の シ リ ー ズ の 特 色 は 、 私 の 見 る と こ ろ 、 従 米 は

学 術 論 文 に せ よ あ る い は 一 般 向 け の も の に せ よ 建

物 組 別 で 扱 わ れ る こ と の 多 か った 日 本 の 近 代 建 築

が 、 は じ め て そ れ ら の 創 作 主 体 と な っ た と 目 さ れ

る 「 建 築 家J 遠の系諾' を如I i として従示されている

点 に あ る と い え る 。 こ の こ と は 、 ま ず ど ん な 建 物

が そ の 時 代 に あ っ た の か を 知 る た め の や み く も の

訓 査 に 終 始 し て い た 日 本 の 近 代 述 築 研 究 が 、 ょ う

や く そ の よ う な 「 考 古 学J 的 手 さ ぐ り 状 態 を 脱 し

て、それらの主tt 築群を巡らしめた主ttUHI'-J J.m念 を 符

桃 成 すべ き 「 歴 史 学J の 段 階 に 到 達 し た こ と を 示

すものであり、このシリーズの鈴々たる執1 ' 1 i ' 時liに

代 表 さ れ る 多 く の 研 究 者 逮 の 地 道 な 努 力 が そ れ を

可 能 に し た の で あ っ た 。 今 や 私 達 は 、 い な が ら に

し て 日 本 近 代 の 「 か た ち J を 、 世 界 の そ れ と 見 比

べ、 「かたち J の 背後 に 在 る 型 念の差以ーやキIITI の

Ｉｩｾ 寺中を ｊ 命ずることカぜて砕きるようにな っ たわけでヤあ

る。

こ の お 詩 文 に と り か か ろ う と す る う ち 、 す で に 3

つ の 巻 が 矢 つ ぎ ぱ ゃ に 刊 行 さ れ て お り (til 1 巻、

越 針 武 氏 若 「 開 化 の か た ち J :  m 2 巻 、 小 野 木 霊

i脇 氏 若 「 綴 式 の 礎J 第 3 巻、藤滋! ! ( I { ;} 氏新「匡l

家 の デ ザ イ ン J ) ， ほ ぽ 今 年 内 に は 全 巻 が 山 揃 う も

の と み ら れ る 。 全 巻 に 対 す る 完 備 し た 作 詞l は い ず

れ そ の 11寺山でしかるべき方がなされるであろうし、

私はよ うやく第 1 回配 本 ( 第 3 巻 ) を 説 み お え た

ば か り の と こ ろ な の で 、 と り あ え ず そ の 巻 に つ い

て だ け 、 批 評 と い う よ り は や や 私 的 な 感似 を述べ

させていただくこととする。

H事森氏省fの白i ' ; 3 巻 は 、 辰 野 金 吾 を 中 心 と し て 、 お

西 万 司 、 片 岡 安 、 長 野 字 平 治 ら の い わ ば 「 辰 野 ス

クーノレ」の建築家逮をとりあげている 。 必 森 氏 は

数 年nij か ら 辰 野 金 吾 の 研 究 を 中 心 テ ー ? と し て 進

ん で こ ら れ た 俊 秀 で あ り 、 そ の 鐙 力 は す で に 定 評

が あ る 。 ま こ と に 当 を 待 た 人 選 と い う べ き で あ ろ

つ。

f止 も 大 き く あ っ か わ れ て い る の は 、 当 然 の こ と な

がら辰野金吾て¥次いで長野手ニ平治に |射する世話い

がしかし適悌な記述が自己され、必君主氏はこの 2 人

を あ た か も 対 比 さ せ る か の 如 く に 、 つ ま り 、 す さ

まじいとしかいいようのない災Ｇ ， ｩￎｾＧ な 執念によって

明 治 の 建 築 界 の 支 配 者 の 地 位 に の し あ が った 無 税 ま い か ね な い 。 事 実 、 藤 森 氏 も こ の 本 の 中 で 彼 を

用 な 巨 人 辰 野 と 、 あ く ま で も 知 的 に 西 欧 的 「 古 典 は っき り と 「 下 手 な 建 築 家 」 で あ る と 断 言 せ ざ る

主 義J の 道 に 殉 じ た 長 野 、 と い う か た ち で 論 じ て を仰なか った。そしてこれは大変に失礼な古川、方

おられる 。 こ う し た と ら え 方 は こ れ ま で の 私 達 の に な る か も し れ な い が 、 こ の 「 下 予 な 挫 築 家 」 に

漠 然 と し た 一 般 的 印 象 と も 合 致 す る も の で あ る が 、 ついて一延々と跨ることを余儀なくされた新名ーにと

そ れ が 多 く の 史 料 を 駆 使 す る こ と に よ り 見 事 に 尖 って 、 最 後の長野宇平治に| 刻する惣が、その W("Hj

証されていることは、浩一者の大きな功紋としなけ 如! とな ったのではあるまいかとすら，似われるので

れ ば な ら な い 。 そ し て こ れ は 辰野 単 独 ではなしに、 ある 。 それにもかかわらず、反型f' の必!t告のなかに

長 野 と 対 比 し な が ら 論 ず る と い う こ と で 更 に - 1f1

は っ き り と あ ら わ れ る こ と と な っ た と 思 わ れ 、 こ

れも藤森氏の: r }J の ひ と つ と い っ て よ い で あ ろ う 。

おそらく、辰野金者という人物は、その伝記｛下 ｾ ｚ ｆ

ｬＧｪ ＧＱ に ｚ ｊ ｾ 欠くことはないが、ただその無数の建築作

品 を 叙 述 の 対 象 と す る 途 端 に 、 言 葉 で は 名 状 し が

た い 不 思 議 な も の に つ き あ た って しまい、非常に

昔ffi 解 な も の と な っ て し ま う と い う 、 日 本 の 近 代 主tt

築 家 の 中 で も 最 も 扱 い に く い ひ と り で は あ る ま い

か。尼i:r- Itr協の最下層士族の次! J j :Jj j であった彼には、

た だ ひ た す ら JI !!. 汁 質 の 努 力 が あ る の み で あ り 、 ア

ポ ロ ン 的 な あ か る い オ 能 の ひ ら め き は ど こ に も み

られなかった。彼が明治の主主築研Lに 「法王J とし

て君臨するまでに至る経過は、耳晶君長氏の創! : " I i ' があ

ざ や か に 悩 き 切 っ て い る 如 〈 、 決 し て 建 築 設 計 に

お け る オ 能 の 顕 現 と い う よ う な も の で は な く 、 む

し ろ 東 京 大 学 と い う ア カ デ ミ ー を 司 る こ と に よ り

建 築 界 の 人 脈 を 一 手 に 似 る と い う 、 は な は だ 生 尖 ，

い 政 治 力 学 的 な そ れ で あ った。

辰 野 は し か し 、H乍今のボス的存在とは鈴なり、 -JI止

後 ま で 鉛tl i ' を手から高lt す こ と が な か っ た よ う に 比

える 。 あるいは少なくとも、彼の名のもとにi ! J : に

送 り だ さ れ る 建 築 に 、そ の 独 特 の 晦 渋 ・怪 奇 な 味

わ い を の こ す こ と な し に 済 ま す こ と は な か った。

彼 は 胡 坐 を か い て 誠 に も 楽 に も な ら ぬ 作 品 を 版 を

つむって通過させるどころか、 「辰野式」と; f {J;す

る 強 烈 な 蒜 を 日 本 建 築 の 中 に 注 ぎ こ む こ と に 努 め

ていたのである。

こ う し た 辰 野 金 吾 の 内 な る 身 拡 を 、 伊 東 f心太は

「悲惨なる煩悶 J ( 東 京 駅 に つ い て の 謂t 語 ) と 言

い 表 わ し た と い う が 、 そ の 「 必 惨 」 さ が 辰 野 の 明

治 建 築 界 に お け る 椛 力 的 立 場 と そ の 作 品 の 内尖と

の阿部において| 申:1 1Y' 1さ れ る の で な い か ぎ り 、 辰 野

金 吾 論 は 意 味 を な さ な い こ と と な る だ ろ う 。 藤 本

氏 は 、 辰 野 の な か に 、 社 会 の 下 層 か ら 身 を お こ し

英 国 留 学 に よ ってシヴィ リアンの理念l を休科した

こ と か ら す る 「 民 」 へ の JtJ H寺と、アカデミィの長

と し て ま た 日 銀 の 建 築 家 と し て の 「 国 家 」 へ の 志

向 という、 「宿命的行 反」 が あ っ た こ と を 指摘し

て お ら れ る 。 そ の よ う な 背 反 す る 志 向 は そ の 建 築

に お い て は 、 「民J = フ リー ・スタイル、 「凶 %'<J

= ク ラ シ ッ ク ・スタイノレという} 杉でレあらわれ、こ

の こ 要 素 は 後JtJ lに 至 っ て 「 辰 野 式J という「フリ

ー ・ク ラ シ ン ク 」 の 様 式 に よ っ て 結 び あ わ さ れ よ

う と し た が 、 最 終的 に は そ れ は 体 大 な る 失敗作、

来 京 駅 で そ の 歩 み を と め て し ま った、 と い う の で

ある。 1民 」 と 「 国 家J との相克! ! という図式は、

実 は 明 治 と い う l時代そ の も の の 宿 命 で も あ っ た 符

で あ り 、 と す れ ば 辰 野 と い う 建 築 家 は 、 ま さ に l時

代 の 体 税 者 で あ っ た と い う こ と に な ろ う か 。

このきわめて説伴ブJ の あ る 解 釈 も 、 し か し 辰 野 を

と り ま く 「 明 治J と い う コ ン テ ク ス 卜 を 度 外 枕 す

れば、その建築に対する平均一似の灯' : t f . 的解釈であ

る か も 知 れ ず 、 そ の 視 点 を 外 す な ら 辰 野 は た ち ま

ち に し て 単 な る 「 下 手 な 桜 築 家 」 に な り 下 っ て し

は、辛ｾ Ｚ 者をしてこれほどの傍カを賀して知らしめ

ず に は い ら れ な い あ る 種 の 腿 力 が ひ そ ん で い る の

で あ ろ う 。 そ し て そ の J鐙カは、 1t..:J と 1["1家」とい

うような高度に 1J l J 象的な観念 (I(J 次 JCに 至 る ま え の 、

き わ め て 具 体 的 な 建 築 技 術 の あ リ ) j か ら す で に 発

し て い る よ う に も 私 に は 感 ぜ ら れ る の で あ る 。

私ＱＢ Ｑ 身、白状するなら辰肝の主｝Ａ［ｾはどうしても好

きになれない苦11類の人t Hl である。 j長 引 の あ の 執 念

の1 J I ! . のようなものよりは、同じくヘテロジニアス

であ って も伊東忠太の }' j が少しは分かり」めし、と! 感

じてしまう。彩、の日本近代 ｩｬｬｾ に対する税 ＮＮＮＮ ＮＱＺ は、

も し か す る と 辰 野 に 対 す る 侃 凡 を 111主ー の拠 り ど こ

ろとしているのではないかとも感ぜられるわ: なの

だ。 そ れ で も な お か つ 、 池 築 家 反 貯 金 吾 を 符 定 し

切 れ な い の は な ぜ で あ る か。

どこの凶にも 、辰 野 の 場 令 と 同 じ よ う に 、 そ の 作

品 の 扱 い に 困 る 往 築 家 と い う の は j川るもののよう

で あ る 。 た と え ば 、 今 で こ そ 椛JtJ Iヴ ィ ク ト リ ア IUJ

の 代 表 的 作 家 の ひ と りに 数 え ら れ る ウ ィ リ ア ム ・

パタフィーノレドは、かつてサマーソン卿の「飢さ

の 栄 光 」 と い う よ う な 苦 し ま ぎ れ の ，;;F ;l lf に よ っ て

j q評価の途をよ止さなければならなかったし、 j氏野

と同 H寺代のフィラデルフィアの処築家フランク・

フ ァ ー ネ ス も 、 前 衛 建 築 家 ヴ ェ ン チ ュ ー リ の 以 而

13 と も か ら か い と も つ か ぬ 「牙' J行にみちた佳築」

というおさ位十l きによって、ょうふやく lllii市した。も

っと さ か の ぼってみ れば、イ ングラン ド ・ノ〈ンク

の 池 築 家 ジ ョ ン ・ソーン 9f'Dも そ の ひ と り で あ っ た

ろうし、 19世 紀 ト リ ノ の 建 築 家 ア レ ッ サ ン ド ロ ・

アントネ y リ も 問 機 な 手 合 い で あ っ た か も 知 れ な

い。 ヴ ェ ン チ ュ ー リ は こ の よ う な ゲ テ モ ノ を 比 出

すのが大変に科訟であるらしいが、わが! 長引' には

さ す が に 気 が つ か な か ったと比える 。 彼 を 日 本 に

i 1 ! れてきて辰野の建築を μ せ て や り た い も の だ。

こ の 本 を 読 ま せ て 頂 き な が ら 、 私 は し き り に 辰 野

の 建 築 と フ ラ ン ク ・フ ァ ー ネ ス の そ れ と を 比 較 し

て み た い 欲 求 に か ら れ た 。 フ ァ ー ネ ス の 皮 外 れ た

ク ロ マ テ イ ズ ム や 本 来 出 会 う 符 の な い エ レ メ ン ト

|吋志のきわどいおさまり、 子丹後な装飾モチーフな

どは、やや街肢に差はあるものの、 Ih.i. 野 式 」 と

よく f以ていはしないだろうか。

も と よ り 、 フ ァ ー ネ ス は 立 場 、 性 I1. J ともに浜野と

は 対 照 的 な 建 築 家 で あ っ たらしいし、反出1・の場合

の よ う に 「 国 家 j と 「 民 」 と の あ い だ で ひ き さ か

れる 「悲 惨 な 似 悶 J とは1終結であ ったろう から、

両者の相 l似は全くの偶然にすぎなし、 。 し か し 反 針

の主主築の腿力がまさに共休的な主 ｴｴｾ 技術の次元に

あ る の だ と し た ら 、 か え っ て 純 然 た る 仙 然の 桝|似

が 、 こ れ ら の 作 品 の 秘 密 を 解 き 明 か す こ と に つ な

が り は し な い だ ろ う か 。 そ し て そ こ か ら 処 築 技 術

そ の も の の な か に こ め ら れ た l辰野のメ y セ ー ジ を

説みとることができれば、はじめて私は反' l l f ' の建

築を好きになることができるように，思われるのだ

が、これはとうてい無理主な相談とい う ものであろ

う か 。 ( 大 阪 市 立 大 学 説 附J ・ill 築JI 阿および主J l 築史)
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「建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

パ y ク ナ ン ハ ー が そ ろ っ て お り ます 。 勝 入 ご荷 主t の 方 は 日 本建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 231 - 9648) わ・巾 し込 み F さし、

な お 、 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ます 。 年 間 購 読 ( 12冊￥ 7，800 ・送 料 当 方 負 担) の お申 し込みも比、じま 1 。
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ま ち づ く り 関 す る 12 :;;t 建 築 の 問 題 点

- 昭和54年 l 月号 「転換期! の再開発J 特集、 2 月号「大阪南港ポートタウン j 特集、 3 月号「蹴業空間l J 特集、 4 月号 「コンク リー トのυ ぴわれ」特集、 5 月号「日影規制j 特集、

6  )( {)' rホテルill 築と情報 y ステムJ 特集、 7 川号「脇村組j ，設の変貌J 特集むそろ ってい ます.

ｾｓｾ＠
中l好 評 発 売

まちづくり

計画的小集団開発

- これからのいえづくり

新 版 ・

山 イ云

Z和ま

!室i
5 、 持 意

主 定 要

。一 ν j

n ，J.海士 集

貢 I t- 大

台集 阪

i成

山建Z
片 し

言築会

四 る

2徒2

8 寒

空然6

o  __ 

自草

著西 山 知 三 序 延藤・鮫島・立成・杉本

8 5判 . 284頁・ケース入 . 2 9 0 0 円 (干 200)

[ 住宅で くまち 〉 を つ く る I

いえ・にわ型都市住宅の提案 I

克 明 な 調 査 に よ っ て ， ミニ Ｏｬ ｦ ｊ 発の発生ｾ区ｼを

究 明 し ， 日 本 人 の 住 居Wl や わ が 国 の 住 宅 生 産

椛 造 に み あ っ た 〈計| 面的小集卜tj1m発 〉 の 望 ま

し い あ り 方 に つ い て ， モ デ ル ・ケ ー ス ス タ デ

イ ー を 行 な い ， 共 体 的 ・実 践的 な挺 案 を し た .

4Y. d%、.-!'-l-

， 一寸話・ J ‘  

ミ ニ 開 発 を 考 え る

計 画 的 小 集 団 開 発 の 提 案

1 部

2 部

〈すいせん)

日 笠 端 ・ 入 津 恒・内井昭蔵

ト

ト

m

l

600 京 都 市 下 京 区 木 津 屋 橋 通 西 洞 院 東 入

T  E  L .  075 (343)  0811 振 替 京 都 26789
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建 築 と 社 会

二L

ニュース 1(，¥ｬ｜ ｾＺｪ をお送りください 。

「住 宅 ・建 築 省 エ ネ ルギ一

機 構」

設立発起人総会開催

設立代表者 に太田和夫氏

住 宅 や 建 築 物 の ぞfエネノレギー を . i i 主める i( ｮｾ Ｇ Ｑ 司法人 Ｉ

住 宅 ・建 築 省 エ ネ ノ レ ギ 一 機 榊 」 の 設 立 発 起 人 総 会

が 、 こ の ほ ど 来 京 千 代 l王! 区 の 竹 総 会館 で 1.)，JfIii され、

設 立 発 起 人 代 表 に は 太 印 私l夫 氏 ( ｅｉ ＮＭｪ｜Ｚ建築 Ｍ ｉ ｾ Ｎｩｩｬｩ合

会 会 長 ) が 選 出 さ れ た 。 また |百l機榔の設立趣行、

目 的 、 事 業 内 容 な ど も 決 定 さ れ た 。 こ れ は 、 先 ご

ろ 成 立 し た 「 エ ネ ノ レ ギ ー の 使 用 の 合 理 化 に 関 す る

法 律J ( 省エネ法) など国のエネノレギ一政策に呼

応 し て 、 民 1:1] レベ j レでの公放機l弘! として、住宅、

建築物の分野における符エネノレギーを判定進するた

め に 発 足 し た も の で 、 従 来 、 こ の 分 担f で 同 じ 目 的

のために活動を続けてきた「行エネノレギ- ( 主主主

建築推進: i ! J f 絡会議J ( 会長 ー市i f I i怨・住宅部品| 井l

発 セ ン タ 一 理 事 長 ) が 組 織 償 え し 、 機 能 強 化 が 図

られたものである。

来Ir 機 仰の 'J o ; a ; としては、( ｩ ｾ 毛 ｗＺ 処築物における符

エネノレギ一対策を {ii: 巡 す る た め 、 行 エ ネ l レギー技

術の開発 ・ 設計脇工上の技術 ｊ ，ｾ iVIの策定、' ( i エネ

ノレギー技術の具体的な，H'1iUi 指 導 ・ コ ンサノレティ

海のまち新しい世界一一

ｦＭｾ ｴＺ ＱＷＸＱ＠
1981年春開催符戸ポ+;'1ラJF情覧会

ト ピ ッ ク ス そ の 1 博 覧 会 の 概 要

本U; ' .1979年 2 fl.1j に一部記帳

持l fJ J fl lV ( 財) 神戸ポートアイランド帥覧会協会事務局

神 戸 は 北 に 六 1[ 1 山系、南に瀬戸内海と 111 と 似 の 1'1

然正 ｾＱ ｊＩｾに， ｉ ｊＡＺまれた有 ｉｉｔｉ ，であり、そ の ｩ 往は ￬ｦＧｊ 外に ｉｊ ， ｊ

<  ) 容として多様な外 13i 仁立; 化を h't似 (I() に 吸 収 し て き

た。 ま ち に は エ キ ゾ チ ッ クなう芋 |川 会i が t俗オL 、 米 米

へ 向 け て さ ら に 大 き く 発 展 し よ う と し て い る が 、

そ の た め の 基 本 的 な 目 燃 と し て 神 戸 市 は 情 総 と 、

心のふれあいと、生きがし、のまち一一一 人 11¥1 r.J ITli 前

をぬげ、 71'(i 々 と 尖 JJL化 を l到り つつある。

海 上 都 市 ポ ー トアイ ラ ン ド ( 文 末 に 概 要 ) は 、 そ

の ｵ 体的成ｾｾの ｊｊ ｬＡ｣ Ｇ｜Ｇｕ ｉＨＩ な ー っといえよう 。つ まリ、

これまでのし、わゆる J' I l め立て J也には、! j 1に 工 場 だ

け と か 住 宅 だ け と か がill 設 さ れ が ち で あ っ たが、

それでは布IITI，とはいえない 。 r.J lili というものには、

会社や工場など人H r J がい働く輸機能、 ti'. 毛 や シ ョ

ッ ピング施設、あるいは病院など、、H: むい機能、

学校など、、学 ... ｾＮＺ、、機能、さらには公園、プロムナ

ー ド な ど や 氾1う 治 機 能 の す べ て が そ ろ っ て い な け

れ ば な ら な い 。 こ の 鋭f 油、ら、ポートアイランド

は ま さ に 世 界 的 に も 岡 則 的 な M J:.nlldi そ の も の で

ある 。 な お 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に お け る こ れ ら 括11

市 機 能 の ほ と ん ど す べ て が 、 きたる 昭 和 56年 春 ま

で に 完 成 す る 予 定 で あ る 。

こ の よ う な ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 完 成 を 記 念 し 、 さ

ら に は や21 世 紀 の 都 市 の あ る べ き 姿 蜘 を |止に問う

ン グ な ど 、 広 報 作 及 活 動 も 総 合 的 に き め 細 か く 実

地してし、〈予定。

園田園図

「デザインの鍵」一人間・建築・方法一

汗者 i弘法比

発行 Jぃ，tl- 株式会fJ

1本政 A 5 相1) 268 l't 

定 価 干 2，200

ここに 96の「デザインの担s J がある 。 こ れ は 、 デ

ザインと. f ! lU，命を倣令した放池j金1場 先 生 の 似 1'1 の 活

動の Ｑｉ ｩｍ から ｾ ｉ 三 まれたものである 。 人 ｉｈｊ と ，辿築と

の 添 い 結 び つ き を と ら え 、 そ れ を デ ザ イ ン と し て

笑現してし、くために、新たな処築のことばが次々

にっくり: J J さ れ 、 そ れ が テYサ' インの問題をf i J l f . <担h

にまとゲコ 卜(f らI' L; た 。

先生が1 i 止もよく追究されたことばのひとつに「モ

テＧュＭＩレ ｊ がある 。 鈍 ｨ の数としてｾび ｦｂ された ＹＶ

と い う 数 は 、 モ デ ュ ー ル の j 円 訴 で は 「 ラ ウ ン ド ナ

ンバー」と 呼 ば れ 、 多 く の 約 数 を 持 ち 、 そ の '1' に

様々 の分' ，lflJ と 組 合 せ が 含 ま れ て い る 。 i 96は 100

に 比 べ て は る か に ク レ ー ド のrμ 、数だ」という先

生 の 発 言 の rl' に 、 デ ザ イ ン の 担hの こ と ば と し て の

: l i 一味と、それを机み令わせて所用する可能性とが

ために、 昭 和 56年 3 月 20日か ら 9 月 15 日 ま で の 18日

日問 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド l付 の 南 部 約53ha を会場と

して、 博 覧 会 「 ポ ー トピア ，81j が 開 催 さ れ る 。 こ

れ は 、 万 1"1 時 以 後 の|見11mで 初 の 大 プ ロ ジ ェ ク ト で

あり、視} ，'人を' f f i . えて' Z e i : E 成長経済への移行後でい

え ば 、 か つ てない大・j ¥業だといえよう 。

つ い て は 、 今 l司 を プ ロ ロ ー グ に 、 次 回 か ら は ポ ー

ト ア イ ラ ン ド あ る い は 「ポ ー ト ピ ア ' 81J に|品lす る

話 題 な ど を 111([ 次 ご 初 介 し た い 。

ポ ー トアイ ラ ン ド の 概 要

〔位 置 〕 三 'r;' ;か ら 1椅へ約 3 krno  r市l打7庁 令 lil

一ロ一ドを ｬ市Ｋ特 Ｑ 一 ｦ ，で人、忠瀞新 Ａ庁 ｲ ｩＮ泌 Ｔ必 ｅｴ 釘 ｆ口ｾ 4 突従、 ポ ー ト タ ー ミ ナ

ノレを総て 神 戸 大 怖 を波る。 JJ UI ーは 神 戸 市 j 三IIr 区 に

ポー卜アイランドと博覧会場予定図

示 唆 さ れ て いる 。 デ ザ イ ン の 鎚 を 3?? と す れ ば 、 そ

れ が い く つ か シ リ ー ズ と な っ て 熟 知 や 文 が 形 成 さ

れ 、 そ れ ら が お 互 い に 科 き 令 って、読む人の，し、に

浮 か び 上 が っ て く る 。

それぞれの鎚を梢成する、 ｾｴ 体 ＨｉＨｊ な必 ｬ ｗｩや家ＡＭｬＮの

作品、 プ ロジ ェク ト 、 ダ イ ア グ ラ ム 、 数 表 な ど は 、

すべて、池泌先生と池治研究室に| 比J ' J された多く

の メ ン バ ー の 共 同 の 討 論 や ワ ー キ ン グ の 産物 で あ

る。 デ ザ イ ン の 鎚 は 、 こ う し た 実 際 の ク リ エ ー シ

ョ ン の 結t111 で あ り 、 し た が っ て 収 実 に l肋 き か け る

ブJ を 持 つ 生 き た こ と ば で あ る 。

利ｾ ＺＧｦＺと技 術と主芸術を総令して、 ｊｊｌ 代の Ａ て 業化 Ｑ Ｑ 会

の '1' に新たな人J l -¥J 的 環 境 を つ く り Jれ そ う と す る 先

生の( 1)1"先や tilJ 作が，動は、デザイ ンのこと( ; 1: ' <7' 限り

な さ 探 究 に つ な が る も の で あ った 。 そ こ で 利 ら れ

た様々のことばが、姐ｾｾ語学を ｬＩｦｊ かれたものとし、

人 |il 日二' 下、システム工学、" i ':ui 工' 下、工業デザイ

ン な ど のill 築 以外の分型f の 人 々 や 多 く の 一 般 の 人

却が、 ｩｬｬｾ について語ることのできる ｉ 也、 Ｑ ＱＮを 切り

1) f. J い て き た 。

本 ｉｉｾ は ｊｆ き始められてからすでに Ｑ Ｐ 年近くの政 ｊｊ

が た つ。 そのJ l ¥] 、少しずつ成長を続けてきた「デ

ザ イ ン の 鎚J が l 附 の 本 に 統 介 さ れ る 段 1; 符てl I i '

年 の 秋 、 先 生 は 病 に 仰lれ ら れ 、 こ の 2 月 10 日 に 逝

か れ る 1([ 前 ま で 、 本 計 の 完 成 に ブJ をすiミがれた 。

た、| 宝l としては、デザインの鉛! の付体とな って

い る ク リ エ ー シ ョ ン が 幅 広 く l!l! JTJ され、その車内来、

一 巡の( .1 : 定作品こそ含まれていないが、本， 1ｾ は先

生 の デ ザ イ ン と 旦ι ;命 の 集 大 成 の ひ と つ と な っ た 。

( あ と が さ よ り 抜 す い )

h.J!，す .

〔 交通 〕三 Ｑ 江から徒歩約 ＴＵ 分。三 ｉｾ Ｇ， 駅から ｲｬｔ Ｂ " ス

@ 系 統 で 「三 JI 般 的 」 下 'Ii. ， 徒 歩 約 15分 。 II{{ 和156

年存 Ｑ Ｉ ｦＮ ｊ ｩｬＱｩ の車 ｬ￭ 交Ｎￌｬ主 ｹ ステムでは、 三 ＧＱＱｾ ｟ｴ ［ ｾｊｻ から約 Ｑ Ｐ

分 で (，¥'1' ( OJ' 公 開 駅 )。

〔規 模) 1由ITh' 1，f，") 436ha ( '1' (-1羽球場 の 120( ; ';) 。周 l剤

約 14kmで 南 北 2. l km、 求 問 3 kmo また 'Jc:!l':; ' i ' (は、

J 'Il.>L Ｇｊ ｯ［［ｲｾや他物税制ｩｊなど含め約 ＵＰＰＰ ｦＺｩｬＧ 1吋を越える。

有〔工 事 ) 1I{{f 1141年に成立工・J'; に l i r" 、阜机Lイ代l仁: で は l南

I1L'刈I

f石砂i)ゆヨ予Pは Jが約1心)8ω0∞0∞0万 m、z で、 北11' 0衿の 山 々 (  ，'，':j fi 、断! 毛 )

をIJ f.J Ｉｴ［、ベノレトコンベヤーて、 ｾｦ ｩｊ ｪ 判所仰の伐約まで

辺l び 、 そ こ か ら 抑 し 船 ( プッンャーノ〈ージ) に 似

み か え て ihJ 上 運 搬 し た 。
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ガ ウ デ ィ の 図 面

先 頃 A ・ ガ ウ デ ィ の 図 面 の 展 覧 会 が あ っ た 。 そ れ を み て 「 あ あ や っ ぱ り な J と 思 っ た こ と が あ り 、 そ の

! 時速い学生時代を想い出した 。 i カタロニア広場の噴水」だったのではなかったかと思うのだが、簡単に

い え ば 同 心 円 が 3 つ ば か り 描 い て あ る 平 面 図 が あ り 、 そ れ か ら は 到 底 想 像 出 来 な い 装 飾 的 な 立 而 図 が 並

ん で い た 。 ガ ウ デ ィ で あ り 、 物 が 物 で あ る か ら 、 別 に 珍 し く も な い こ と な の で あ ろ う 。

私達が ＳＰ 年前学校で習った設計論は、 ｦｭ ｾ Ｑ 告にいえば、 「建築設計で lb i : も基本的なのは平面設計であり、

プ ラ ン が { 迎 会 で あ れ ば エ レ ベ ー シ ョ ン も お の ず と 健 全 で あ る 」 で あ っ た 。 こ れ は こ の 限 り で は ウ ソ で は

な か ろ う が 、 い わ ば 機 能 主 義 的 な 建 築 観 を 底 流 と し た 、 こ れ も や や fi 削除にいえばプラン至上主義だった

のだろう 。 どうもこれだけでは建築設計になりそうもないことはうすうす感づ「いていたような気もする。

し か し 若 気 の 未 熟 、 生 硬 こ れ ら の こ と が あ る 程 度 見 え て 来 る の に は 時 間 が か か っ た 。 そ れ ま で は 設 計 の

少 く と も 「 基 本 」 は 理 つ め で い いー ー と 単 純 に 考 え て い た の も 事 実 で あ る 。 こ れ は 私 の 「 建 築 体 験J の

一 つ で あ る 。 ど う も 教 育 と い う も の は む つ か し い も の で あ る よ う だ。 ( F 0 )  

自 然 と の 対 応

水* 京サミット机でもとりあげられた 、省 資 源 、 省 エ ネ ル ギ ー の 問題は資源のとぽしい日本にとっては、

|刻心の強い問題である。

わ が 兵 崎 県 庁 で は 、 数 年 前 か ら 自 動 車 の 使 用 制 限 、 エ レ ベ ー タ ー の 述 転 台 数 の 削 減 、 休 疋!U寺の消灯など、

色々省エネルギーにつとめてきていたが、本年より庁舎の冷房・期間の 1 ヶ 月 短 縮 の ほ か 、 夏 季 に お け る

ノ ー 上 衣 、 ノ ー ネ ク タ イ 、 を 知 事 が 卒 先 し て 励 行 し て い る 。

初 め の 頃 は 、 県 庁 外 の 人 と の 会 議 、 日 ' あ の 来 客 と の 応 接 な ど で 、 相 手 方 の 正 装 に 対 し て 、 礼 を 失 し て い

る よ う な 気 が し て い た が 、 な れ る に 従 う て 気 に な ら な く な り 、 逆 に 相 手 の 方 か ら 「 涼 し そ う で よ ろ し い

で す ね 」 の 声 も か か る よ う に な って 来 た 。

と こ ろ が 、 屯111の中、イ昔上げ会議室など 利用するとき冷房がききすぎて開襟シャツでは、ヨ奈さを感じる

ときもある 。

あ る 組j立 の 機 械 的 調 節 は 必 要 て ・ あ っ て 向 、 健 康 な 人 に と っ て は 、 自 然 め 環 境 を す こ し で も 取 戻 す 必 要 が

あ る の で は な い だ ろ う か 。

住 宅 や ビ ル を 計 画 す る 場 合 、 そ の 目 的 に よ っ て 、採 光 、 通 風 、 断 熱・・・・・色々の面から、省資源、省エネ

ル ギ 一 対 策 を 検 討 し て い る が 、 こ れ か ら は 社 会 慣 習 、 ま た 、 個 人 の 日 常 生 活 の 面 か ら 省 資 源 、 省 エ ネ ル

ギ ー を 考 え 直 す 努 力 が 大 切 な と き に き て い る の で は な か ろ う か。 ( 1  S  )  

‘ 村野藤吾先生とホきれいさび、p

竹 j院 先 生 の 著 作 に な る 四 位l諮 出 版 お 祝 の J市上、著者自ら、私の人生は失敗でした砂と語られた時、村里子

先 生 が ツ ト 立 っ て い 失 敗 と は と ん で も な い 。 と 語 気 を 強 め て 、 否 定 さ れ た こ と が あ っ た 。今 日 隆 々 た る

住 友 商 事 の 創 設 者 で あ り 、 そ の 所 為 で 公 職 追 放 さ れ た 竹 腰 先 生 と 、 日 頃 巷 の仙 人 を 以 て 自 認 さ れ る 村 野

先 生 と 、 同 巨 峰 の ご 生 涯 の 対 照 的 な 一 場 面。 }I頃境の人生にふさわしく向し、志を賞〈人は、公職追放に至

る経緯を許し世iい、失敗と見る 。一 方 、 必 ず し も 逆 境 と ま で は 言 え な い と し て も 戦 前 ま で 色 波 〈 残 っ た 官

学 私 学 の 問 に 存 在 す る 壁 を 、 ひ た す ら の 修 練 に よ って克服し、最高の国家的栄誉である文化勲章受賞ーに

ま で 到 達 さ れ た 村 野 先 生。

筆 者 は 同 じ 受 賞 者 で あ る 作 家 井 上 閉 が 「 村 野 藤 吾 和 風 建 築 築 」 の 序 を 引 受 け ら れ た と 承 ったH寺、文学と

建 築 が ど ん な 調 和 を も た ら す か と 期 待 し て い た 。 長 い 時 間 を か け 練 り に 練 っ た 末 、 き れ い さ ぴ 。 と な っ

た。他にこ孔ほどドンピシリの言またはないと思わせる茶人用語である 。不 断 の 修 練 の 極 数 が 、 こ の 、 き

れ い さ び 。 と な っ て 笑 を 結 ん だ わ け で あ ろ う 。 だ が 村 野 先 生 は 、 木 造 は 楽 し い で す ネ 。 と だ け仰 言 っ て

いる 。 ( U S  )  

地 下 街 礼 賛

京 都 駅 前 地 下 街 の 青 写 真 が 出 来 上 り 、 工 事 が 順 調 に 進 ん で い る 。地 下 街 と い え ば 、 地 上 が 卓 の 供 水 と 化

し 、 歩 行 者 が 地 下 に 追 い や ら れ た と し か 思 え な い も の を 想 像 し て い た の だ が 、 地 上 と 地 下 街 が つ な が り

を 持 った 計 画 を 見 て 竣 工 が 楽 し み に な っ て き た 。 地 上 か ら み て 、 そ こ に 地 下 街 が あ る 、 誘 わ れ る よ う に

地 下 街 に 吸 い 込 ま れ て い く と い う 計 画 が 怠 図 さ れ て い る の だ と 思 う 。数 年 前 、視 察 旅 行 で ス ト ッ ク ホ ル

ム のold t ownに 竣 工 し た 地 下 街 を 見 学 し た 事 が あ る 。 地 上 は 歩 行 者 専 用 道 路 て ¥ 地 上 か ら 地 下 街 が 見 通

せ る よ う 工 夫 さ れ て お り 、 地 下 街 と 地 上 と が う ま く 立 体 化 さ れ て い た 。特に地上のし、こいの場に設けら

れた 1IJ ' t 水の底が、 地 下 街 の ド ー ム 天 井 と な り 地 下 街 か ら 噴水 へ lil J って J! 賢 明 が な さ れ て い た の が 印 象 に 残

っている 。大 阪 駅 前 ビ ル の 一 区 間 に も 地 下 街 の 案 が 計 画 さ れ て い る よ う だ が 、 駅 前 第 1 ビ ル ー 第 4 ビル、

マ ル ビ ル を 含 む 区 画 か ら 車 綱 を 追 放 し 、 地 上 を 歩 行 者 に 開 放 し そ の 中 で 地 上 と の 対 話 の あ る 地 下 街 作 り が

計 画 さ れ る と い い と 思 う 。 都 市 の 立 体 化 が 専 の た め に だ け で な く 、 都 心 に オ ア シ ス を 作 る な 図 を も 持 っ

て い る の だ と い う 事 が 、 一 目 で 分 か る 計 画 で あ っ て ほ し い と 思 う 。 ( F T )  
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建物の終局強度の検討 一一一 R C造からみて

耐震力学特性〈一方

向荷重・変形関係〉

の 定 式 化

河 村 麗

20  也換と社会/ 1979年 8 JJ 号

1. 序

許容応力度設計法は、構造物の挙動をすべて弾性範囲内に収めよ

うとするもので、それなりに首尾一貫した論理性を有している 。 し

かし、構造物の全体もしくは一部に塑性変形や崩壊現象を許容し得

る場合は、終局強度の観点から設計する方が、より合理的となる。

とくに地震カのごとく不確定性の強い外力に対しては、構造物の終

局的な強度や変形性状の検討が不可欠となる 。

本稿は、このような観点から、 R C建物が地震時に水平カを受け

る場合を想定し、その終局状態に至る挙動について述べようとする

ものである 。 筆者個人としては 、地震時の入力を単なる水モセ? 行

としてではなく 、 もう少し別の次元から捉えるべきだと考えている 。

しかし、本稿では、紙数に制限もあり、ごく基本的な力学的特性の

記述に止め、 R C構造要素と、建物の一方向載荷 i侍の荷重( 水平力、

層努断力 ) と変形 ( 水平変位、層間変位) の関係を明らかにするこ

とを目的とする 。

荷重一変形関係の誘導に際しては、以下の基本方針に依った。

(1)単純明快であること

(2) 記述は数式によること

(3) 仮定やモデルは大胆であっても、式の運用は理論的に一貫して

いること

(4) 補足的な説明は( 註) 記すること

対 象 R C建物としては、整形ラーメン構造に限定し、 2 主主で素

材の応力 一歪関係を仮定し、 3 章 で 耐震構造要素 ( 柱 材 、 耐 震 壁 )

の 、 4 章で建物としての荷重一変形関係を定式化してゆく 。

2  . 素 材 の 力 学 的 特 性 の 仮 定

2  - 1  コンクリート

図ー 1 のごとき直応力 σ を受け直歪 E を生じるコンクリー トの

σ 一 ε 関係を 図 - 2  ( 実線 ) の ごとく、 図 - 3 のごとき明断応力

てを受け努断歪 γ を生じるコ ンク リートの τ - '1 関 係 を 図 - 4 の ご

とく仮定する 。 いずれも脆性的性質を有するものとする 。 ここに 、

L l  

σ  

K[/久、JTE

L口
万 ノL、

C むm
E  

( 引張)

図ー l 直応力一直歪状態 図- 2 コンク リー 卜のσ 一ε 関係

.l.. ・・ー

口i
- C"Yrrr / l "  - C 'Ym 7  

4 ・ーr

図- 3 明断応力一期断歪状態 図- 4 コンク リート のr - y 関係

Eτ 血 血

張ヨ|  U  f  l  ， 

、 圧

c  Oi  

縮

0.1¥。 1.0  C( J m 

Fc 

図- 5 複合応力 (σ ，r ) 状態

図- 6 複合応力下のコンク リー卜 の

崩壊条件

註 1 ) 実際の コンク リート のσーε 関係は、図 - 2 中破線のごとく得ら れ、また、引張

強度も若干存在する . しかし、 ここ では簡単のため、引張強度を無視し、原点と圧

縮強度を示す頂点とを結ぶ線分のみて1 ーε特性を代表させた 。したがって、 Ec は

頂点割線係数であり、初期接線係数の約Lイ〈らいの値になっている 。



Fcは標準コンクリートシリングーの 4 週圧縮強度 ( kgjcnr) である 。

図 2 の σ- E 関係における c Emは Fc に無関係に、

cEm= 2.0 X l Q- 3  - ( 1)  

註 1 )  

で与えられるものとし、したがってEc は次式で表される。

E c =F c/ 2. 0X l Q- 3  - ( 2)  

また、図 - 4 の て- y 関係において、 G d立、弾性域にあることと、

Fc が 200kg/ cnr 前後にあることを条件に、

Gc=2.1X 105 • Fc . 一一 1 一 一 一(3)

200 2  ( 1  + ν)  

で与えられるものとする。ただし、 ν はポアソン比てすとする。し

たがって、 cYml ま次式で表される 。

Y m=土Fc/ Gc =一 1ー ァ

10- -， - - 4. 5X 10'  

一(4)

以上、 σ- E、τ - Y 特性の臨界点は、すべて Fcの関数または定数で与

えられるものとする。

さらに、 図 - 5 のごとき σ一ての複合応力下においては、 σ- E，

r - Y 関係の臨界点応力度を cσ 問、 c r m とするとき、

学 =j - 0. 1  Ｈ ｣ｾｭ ｲ＠ + 0 .09 (盟 1+0. 01 - ( 5) 

r  c '  ¥ r  c  }  ¥ r c  }  

で条件付けられるものとする。これを図示すれば、 図 - 6 のごとき

註 2 )  

楕円形( 実線) となる 。 この際、図ー 2 、 4 の Ec 、Gc は不変と考

える。

2  - 2  鉄 筋

鉄筋については、 図 ー ? のごとく直応力一歪状態のみを考え 、現

断の影響は 無視する。 σ - ε 関係 は 、図 - 8  ( 笑線) のごとく 、圧

住 3 )  

紛 ・引張ともに完全弾塑性型を仮定する。 sσy、sEy は降伏点強度と

そのときの歪度である 。 ot j_ 。↑ (ヲ|張L

ヤンク喰係数 Es I 立、 T R  ε  E  

E s = 2 .1 X 10

6

kg/ cnr I  11  

ー (6) :  11  

で、 sσ y とは独立の定 L 1  2 '  

数として与えられる。 寸 ( 庄縮)

図- 7 直応力一 図- 8 鉄筋のσ ーε 関係

3  . 耐震 機 造要 素 直歪状態

3- 1  柱 材

3- 1 ー1 荷 重一変形状態

耐震構造要素としての柱材の荷重一変形状態を、 図 - 9 のごとく

軸 圧 N が一定で柱頭柱脚水平ローラ一対回転固定の複曲率曲げ努断

を受ける状態に理想化する。したがって、柱頭柱仰には曲げモーメ

ント ( M) と勢断力 ( Q) が作用することになり、変形は柱頭柱例l相

対水平変位 S または変位角 R ( = o/ H) を生じるものとする 。H は 柱

材の内法高さ、 Dは曲げ材としての断面の全成を示す。

さらに変形S 、R については、同図のごとく霊登の原理が成立する

会 N =const. 

Q-さ正登型 →8"t- →o""r-

1  1  J /  }  r !  I  ｾ＠ ， I  

J R片/ = 明 / +  ｒ イ ｾ ｉ
(¥j ( ハI I  ｾ＠ I 図 - 9

ｍ ψ ｾ ｑ＠ 柱材の荷量

変形状態

明断変形成分=consl. 幽げ変形成分

トD-j

註 2 ) 図 - 6の複合応力下の破壊条件は、実験的に は、破線のごとくヲ| 張側にも存在

するし、さらに 、多少右上、下方に はらみ出すような傾向を有する 。しカ、 L 、ここ

では簡単のため摘円形に近似した.

E王3 ) 実際の鉄筋は、破線のごとく引張側では歪硬化を、圧縮慣1) では細長比によって

歪硬化型ヵ、ら座屈型までの現象を示すが、ここでは簡単のため完全弾塑性型とする .

ものとする。すなわち F 、R

8

およびゲ、 R

S

をおのおの曲げと抑断に

よる独立の変形成分として、同ーの Qにおいて、

0 = 0
8

+ グ or R =R
8

+ R
s  

が成立するものとする 。

3  - 1  - 2  断面とモデル化

一(7)

質 J点、モデJ レ

化 断面

ｾ断抵抗有

効 断面

位断面を 図ー 10のごとく b X Dの長方形に仮定し、 αs を圧縮、引

張1ftlJ の各鉄筋断面桜とし、鉄筋の重心位置までのかぶりを圧縮、引

張1ftlJ ともに O. l D とする 。 引張および圧縮の鉄筋比は、

p=as/ bD - ( 8)  

で与えられる。このような断面が、曲げのみを受けると考えられる

場合は、 図ー 11 のごとくコンクリート 3 質点、鉄筋 2 質点に分割集

中モデル化を行う 。圧紛側、引張恨I j のコンクリート質点断面梢は、

かぶりの 2 倍厚部分として0. 2 bD、したが って 図心{ 立置コ ンク リー

ト質点断面積を 0 .6 bDとする 。 また、野断のみを考える場合は、 図

- 1 2の斜線部分のごとき野断抵抗有効断面積 As を考える。

C'  .4'  H'  

古 「 ーγ ::zq;-守J

一(9) .: I  I九

As は、 したカず って 、

As =0 .8 bD  

となる。

卜一一τe 一- - ( j ) D  

3 - 1 - 3  荷重一 変形関係

( 1  ) 曲げ成分

E - 位4ーム里 ムH

(引張lt... I  I  ( 圧縮)

sεy  0  S f: y  E  

( =  cf:明 )

(1) N - M 一φ 関 係 図ー 13 歪 度境 界点

明断の影響を無視し、 l曲げ変形に対し断面の平面保持を仮定すれ

ば、図一 11のモデル化断面に対し図 - 2 、 8 のコンクリートと欽筋

の σ - E 関係を適用することにより、断面の剥i圧 N，曲 げ モ ーメン

トM および l泊率 φ のI nt eract i  onを求めることができる 。

まず、モデル化質点位置において、 σーε 関 係 の 臨 界 点 の 歪l支を

とると 図 - 13 を得る 。 ただし、簡単のため c Emは s ε g に等しいも

のとした 。 各点の名称は、以下の物理的意味を有する 。 ここでは盃

1】φ

C' 

N  

H  

G  S( Jy  M 

0. 2+一一- p _ _  " -' 一一-

:--C ， Ｚｾ， ＧＢ＠ F， • 0. 4Fc bD
2  

scIy 1¥" ( A )  ' ;  Sd y  

一一一一 1' 1 、sσy  _  "  r 士 p  

Fc  .  ＱＭＲ ーご ｾｰ 、、 r ，

r c  /  '，;JIII'" 

.， ， 

一」ι =0. 2に お け る ¥

F cbD ｾ Ｂ，Ｂ Ｇ ＭＧ＠ :_':_ ｾ＠ "、 ( C. C.  H' )  

(  2  S e' y) ト Mー φ 関係 、

( Dφ )  

図- 14 N- Mー φ Inter act ion

:( C )  

+  
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度境界点と呼ぶこととする 。

A:  引張側質点コ ンクリート引張E皮断

A'  :  圧縮似IJ ' i ' i点コ ンクリート引張破断

H :  引張側質点コ ンクリート ( 鉄筋 ) 圧縮崩壊 ( 降伏)

H' :  圧縮側質点コ ンクリ ー ト ( 鉄筋 ) 圧縮崩壊 ( 降伏)

G :  引張倒IJ 1'i 点鉄筋引張降伏

G'  圧縮倣1J 1 ' i 点鉄筋引張降伏

C :  図心質点コ ンクリート引張破断

D  図心質点コ ンクリート圧縮崩壊

上記各点を回転中心とする 歪分布の回転軌跡、としてのN - Mーφ

関係を 図ー 14の ごとく得る 。各線分の名称、が上記歪度境界点に対応

する 。

本図を用いれば、任意の定車血圧下における断面の M 一 φ 関係を

容易に求めることができる 。たと えば、 d f = 0 2の 場 合 は 一 点

鎖線のごとく軸圧レベルが示され、それと各線分との交点を求めて

一一」ι ーァー Dφ 関{ 玄とし て pl ot すれば、破線のごとき M ーφ 関係
0. 4FcbD'  - ， ＢｾＢ Ｎ Ｇ＠ - - - ｾ＠

を得る 。

また、 N- Mーφ関係より、曲げ降伏型が以下の ごと く分 類 さ れ

る。

sσy_ _ _  N  

- 2  -_  - p豆一一一孟 0. 2の場合 : 曲げ引 張降伏型

Fc'  FcbD 

N も

一一一一三0.2の場合: 曲げ圧縮降伏型

FcbD 

( 2 ) Q - R
s

( 8
/1

) 関係

図 - 9の柱材の曲げによる Q- R
8

(8
8

)  I羽係を求めるには、定軸

圧下 での M 一φ 関係を前述のごとく描き、各折点 ( すなわち歪度境

界点に対応 ) での ( M、φ ) を下式により変換すれば よい 。

Q=t  M - 0 0  

ベ φ  (  8
8

=子φ) 一川

上記変換式は、 pt::" 効果を無視し簡単に得られるも のであるが、

曲げ引娠降伏型を示す場合は、降伏後血性変形が大となり、 p t::" 効

果 を無視で きな くなる恐れがあ る

ので、雌lげ降伏後 Q を一定 とする

よりも、負 勾配に す る方が無難で

あ る。 その勾配は以下の ごとく し

て得 られる 。

M y を曲げ降伏モーメ ン トとし
Q  

て、 図ー 15より、 My ψ¥戸 ス チ ック

. 巳/ ' ; /

N  

H  _  .. fjB 

τ ｑ Ｋ ｎｾ ］ ｍｹ ー ＰＲＩ 図ー15 2gE鍔2態

が 成 立 するが、 ｦｬｬｬ げ降伏後、柱 ｾ ｊｬ柱脚に プ ラ ス チ ッ ク ・ ヒ ンジ が発

生し、 My が一定値に保たれるも の とする 。

また 、N も一定であ るこ とか ら結局、

dQ N  

da
8  

H  
(誌= - N)

一03)

となる 。

上 記 より、たとえ は 、図 ー Ｑ Ｔ て Ｂｾ Ａ ￯ Ｇ た Ｍｊ ｌ ］ Ｐ Ｎ Ｒ 時 の ｍ ー φ 関係
Fc bD 

(l 波紋 ) を Q- R

s

(15

8

) 関係に変換すると、 図ー 16のごとく、ほぽ

M - φ|掲係と類似の闘係を得ることになる 。以後の説明のため、曲

Z主4 ) 他に PO 効果を無視できない場合として、 H/ Dが10-15にも達する長柱や、

H/ D が小でも淵庄の大なる柱材もある . しかし、ここでは、 H/ Dがごく一般的

な 5 - 6前後で、かつ、曲げ引張降伏型を示すイ民事由圧の場合を想定している .

22 

l  dQ  

-一τ = - 0.2  F cbD 

dR "  

d Q 

(一一一= - 0.2 FcbD':"')
dl5" ｾＮ Ｂ Ｇ＠ . . "  H  

Q  

11" ( ゲ }R: ( o'j. ) 昨 ( 8" )

図ー 16 柱 材 の Q - R8 ( O
8
) 関 係 図ー 17 柱 材 の Q _ R

S

( o') 関係

げ引減降伏時( G点 ) の層明断力を Q旬、変位角 ( 変位) を R 句 ( fjBy)  

とする 。

( II ) 苦手断成分

l泊げと の I nt eract i on を無視し、 明断のみ考えるならば、 Q- R

S

(85) 関係は、仮定図 - 4  ( r - y 関係 ) と図 ー12 ( 明断抵抗有効断

面積 ) とより求まる 。概形は基本的には図 - 4 と同形であり、 図 -

17の ごとく ι ; Qm 、R S m ( 8  m ) は 刑I崩壊時の層明断力と変

位角 ( 変 位) であり、次式で与えられる 。

QSm =  As '  cTm 

R Sm =  c"(:畑 、 ( fJ' m =  R Sm ・H)

しMか、tし、 c川 £悦仮慌定獄制式到郎(何ω 5

一04)

ー 05)

に許評'1価面するカか‘ という問題が残る 。 したが ってここでは、簡単のため、

与h 柱材の定軸圧比とを等い、ものとし、

r c  

cσ 叩 N

一06)

Fc No  

とおく 。 ただし、 N
oは柱材の中心圧縮強度で、図 ー14における Nの

上界値として、

N o =  ( 1  +  2与J!. .  P )  Fc '  bD 

r c  

で与え られる 。

( II1 ) 曲げ ・勢断成分の合成

一07)

曲げと努断の変形成分を用いて、単一柱材の Q - R (8) 関係は重

立 の 原理により求まる 。 方法としては、図ー 16の Q- R 8  ( 0' 8) 関

係と、図ー 17の Q _ R
5

( 85) 関係から、同ーの Q における R

8

( 8
8
)  

とR
5

( 0' 5) の和をとり R ( 0' ) とすればよい。 しかし QBy とQ5yの

大小関係により、変形能と崩壊モードが以下のごとく大きく変わる

ことになる 。

QB y > QSm: 明断崩壊型 ( 図 - 1 8参照 )

Q8y >  Q5
m 

: 曲げ降伏型 ( 図一 19参照 )

図ー 18、19において破線が努断成分、 一点鎖線が曲げ成分、実線

が合成の Q - R  ( 0' ) 関係を示す。

3  - 1 ー4 臨界勢断スパン比

ここで、単一柱材が曲げ降伏型か明断崩壊型か、どちらのモード

を示すかが、そしてその臨界条件はいかに与えられるかが、興味あ

R (  a )  1 }  R (  a )  

図ー 18 現 断 崩 壊 型 柱 材 の Q - R  ( O) 関係 図 - 19 幽 げ 降 状 型 柱 材 の

Q- R  ( o ) 関係

る問題となろう 。 理論的には、

Q5制 = QBy ー 08)

とおくことにより臨界条件が得られる。一応ここでは 、柱軸圧が

位 5) Hoop筋量を増せば、耐力上昇や、塑性変形能会曽大に寄与し得るが、帯筋比にし

て 1%未満の場合は、その効果も僅少で、定量化するに足勺ない . したがって、ご

〈一般的な R C 柱を対象とする本稿においては、 Hoop 筋の存在を無視することと

した .



一立 ー 孟 0. 2の曲げ引張降伏型を与える低軸圧レベルの場合につい

F c b D 

て考えてみる。図ー 14の N- MInt eracti on上、曲げ引張降伏 G点

に対応する線分は、

1  M N  _  .<σ v  

Ｍ一 一一一一］一一一一一 ＫＲｾ ど ｌ ｰ ー(1由

0 .4  Fc bD2 F c bD - F c  

で与えられることから、最終的に、臨界勢断スノ マン 比 ( H/ D)  cr 

として、

H

一
D

一(20)

N  .  S σY  _  nn 

の ご と く 、 一 一 ー と 一 一 一- p の 閑

F c bD - F c  .  .-_  

数で与えられる。参考のため、上

式を図示したのが図 - 20である 。

右上がりの直線より下部が努断崩

壊を、上部が曲げ降伏を示すこと

.11 6  )  

になる 。

3  - 2  耐震壁

3- 2ー1 荷重一変形状態

( H/  D)c r  

10r一一「

。
。

ここでは図ー 21 のごとく単イ立耐 図 - 20 簸界明断スパン比 ( H/ D )c r  

震壁が層努断力 Q を受け、層間変

位 o ( 変位角 R ) を生じるものと

する そして、曲げおよび鉛直荷

目 7 )  

重の影響i は無視するものとする。

H は| 清高を、 L はスパン長を表す。

t は壁厚である 。

(J - ー 咽F

11 

L  

図 - 21 耐 震 壁 の 荷 重 ・変 形 状 態

3  - 2 - 2  断面とモデル化

わが国では、両 ［ ｴ￭ｾ 壁は 図 ＭＲＲ Ｈ｡Ｉ のごとく周辺を柱梁で拘束される

のが一般的である 。 しかし、柱幅に比し厚い耐震壁とか、間仕切り

的な壁になると、 図 - 23のごとき単なる一枚板となる場合もある 。

図一 22(a) の場合、努断亀裂が発生するまでは弾性的な板として、亀

裂発生以後は対角線方向置換コンクリート圧縮プレースとして理想

J主8 )  

化されるも のとする。その際壁筋の効果は僅少なため無視する。図

- 23の柱梁のない場合は、単なる弾性的な板としての挙動のみ示す

と考える 。 ｾｾ￭ 性板として抵抗する板の幅は図 Ｍ ＲＲ 、 Ｒ Ｓ ともに ｌ とす

る。圧縮コンクリートプレースの有効幅は 、おおよそ、

ト l;4  一寸
「

上 d  守ＺＰ そちｾＮ旨 ｨ ι 刊

ミ 干正A ※ ::.主巴χ日ι:::::: :....山 T  

下 r主 勾 ; ミ ;

ｼ叫 ｌ主 ｩ主ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺｾ託］ Ｏｉ ＺＺＺｅ ｪ

図 22

柱 梁 拘 束 耐 震

墜 と そ の モ デ

ル化

/1 

L  

ｺｾ ヨ
ド← 一一ー 1.  - - - ｾ＠

'a時主梁拘束耐震壁 Ibl圧 縮 プ レ ー ス 置 換 モ デ J レ

註 6 ) 一般的な R C 2 - 3階建の 1，皆柱の主主L p は0. 1- 0. 2 であるが、その場合、 図

Fc  

- 2  

例においても、そのような傾向が多〈見られた 。

註 7 ) ここでは、比較的低層の R C 建物で、耐震壁に作用する鉛直荷重が僅少カ、つ、

耐震壁の絹 ( L ) が階高 ( H) の約 2 倍ほどある明断卓越型の場合を想定している。

註 8 ) 関断型柱材と同様、耐震壁にても壁筋の効果を無視した 。 しか し、こ ニで注意

意すべきことは、関断補強筋が、柱、壁ともに無用ということではないことである 。

R C 構造物として、施工性を損わない限り多量に配筋することは、むしろ t必要であ

る. ただ、比率にして% オ ー ダー を切るような鉄筋量では、明断の耐力や変形勾性

を云々するに足る第一義的因子とはならないことを、ここではより極端屯: 形で明記

しているに過ぎない。

Be=? Lω →1) 

にとる 。 ただし、 8 はプレースの角

度である。

( 図一 22( b  )参照 )

3  - 2  - 3  荷重一変形関係

「
l - L 一一」

図- 2 3 柱 梁 無 拘 束 耐 震 壁

前節の仮定と、コンクリート素材の σ - E; 、て- Y 関 係 の 仮 定 図

- 2 、 4 に従えば、図 -22(a) 柱梁拘束耐震壁の Q - R ( o ) 関係は

図ー 24のごとく得 られ る。 C 点は勢断亀裂発生点、 M 点は図 -22( b)

の圧縮コンクリートプレースの圧壌による耐震壁としての拘断崩壊

点を示す。おのおのに対応する Qc 、R c (o c ) 、 Q m、R m ( o m)  

は次式で与えられる 。

Q c =
土

F c L t -(22) 

Q+  M 

ｾＭ

10 

Q.，η
ト A

I  / "¥.  1 _  1  

I  / '  '¥.. R c = c
γ

m=-: : - : F c一 一 、 ( oc = Hc Y m) ー側

Q+，{

、 10-
-

Gc  

01 n.  Q1戸主F 山 si nθcos8 - ( 24) 

O Rc  R "， .K .  3  

( oc )  ( "， )  ( o )

ー

R m 
=

一一三三竺一一、 ((j m= H R m)  

si n8cos8 

一(25)
図 - 2 4 耐 震 壁 の Q- R

( 8  ) 関係

図 - 23の柱梁拘束のない耐震壁の場合は C 点で崩壊すると考える。

4 . 建物

4 - 1  荷重 一変形状態

ここでは、 図 - 25の ごとき、比較的低層で層努断変形卓越型の整

形ラーメン形式 R C建物を対象としている 。さらに 、剛床を仮定し、

水平復りも生じないものとすれば、ある考えている層についての層

努断力と層間変位の関係は、各耐震要素 ( 柱、耐震壁 ) の前章で得

た Q- R (o ) 関係について、同 μ。々/ /wシククシつ

ーの層間変位に o ( 各要素の| 渚高

Q( = k
巴ι 杉ララづクシクジララl

健主持Ｃ主主亙ｾ蒋ぜＯ
が同じ場合は変位角R も可) 時の Q ｾト

図 25 低層・層勢断変形
S  

卓 越 型 R C 建物

の手口をとれば得ることができる 。

4 ー 2 荷重一変形関係

今、ある層において、曲げ降伏型柱材、勇断崩壊型柱材、耐震壁

の耐震要素が各 α、β、何回ずつあり、おのおのが図ー 26(aXbXc) のご

とく理想化された Q- o 特性を有しているものとする 。(
QBy

、OBy)
、

( Q旬、 a S m)、( Q' 旬、 OWm) は各要素の臨界点を 示す。

ここで¥

ￒ ｓ ｭ く ￲Ｂｾ く ￴ ｂ 百 一包。

を仮定すれ目、その層全体の Q- o 関係は図 - 27 (J) ごとく得られる 。

σ、
QB

、
Q W

はゲ m、OBy、O

l V

m
の変位に対応する臨界層努断力で、

以下のごとく与えられる。

QS =寸 α Q
的

B

当Uλ立手与ト
+β Q仇弘い+灯y ' Q'に与 :詐子 G  

u  y  V  m 

ｑ￟］ α Ｇ ｑｾ＠ Ｍ ｾ＠

.s;- W 

QI V=α .  QU
y 壬n:':' .+ Y  

.  
Q

l V

m
側

(a )曲げ降伏型柱

Ｈｾ Ｍ ￴ 関係
(c)耐震壁

Q - 8 関係

Q- 8関併E

(b)明断崩1裏型柱

( J - o 関係

註 9 ) 一般的な R C 建物では、曲げ降伏型柱材が最も多〈存在し、 その問に壁 板 が 挿

入されて耐震壁に、あるいは、垂壁・腰壁により短栓となって釘断崩壊型柱材とな

る場合が最も普通である の 式(16) の仮定は、そのような状態で構成される耐震要素を

)  . )  

想定し たものである .
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QH 

Q'  

s  

，1  ， 

( 柱明断腸 ll ! 型)

Ｈｾｾ＠ (8'/  IJ'm ｾ＠ ¥ 

ｑ 品ｾｾ Ｍ ￴ｾ＠ ￴ｾ ｊ＠

ｾ＠ Ｎ ｾ＠
3・ 〆

￴ｾ＠ I  ( 耐震壁崩犠主)

( 殿山

( )  "竺

QA-u ハ同

a  1  

0 ，"  ¥c( m 

図 - 27 R C  建 物 の あ る 層 に お け る

Q  - o 関係

ωldI  l - 5 1 QF{ l - j  

図 - 28 R  C 建 物 崩 壊 型 の 介 類

Ｈ仮定斜 く ￲ｾ く ￲ｚＩ
4  - 3  崩壊型の分類

前節で得た R C建物のある層における Q - 8関係について 、さら

に考察を進めると、その層の崩壊型の分類を行うことができる。崩

壊型としては以下の 3 種が考えられる。すなわち、図 - 2 7における

Q のピーク値がと' の崩壊型の耐震要素に対応するかによるわけであ

る。

柱明断崩壊型 QS 注 Q8、QIV ー(30)

柱雌lげ降伏型 Q8孟Q 、 QS - ( 31) 

耐浜壁崩壊型 ｑＢｾｑｓ 、 ｑＸ 一問

式(30)-(32) に、式( 27)- 側を代入すると、各種崩壊型を 図 - 28のごと

く、日/ y - β/ y平面上に区分することができる。本図において、

R C建物の標準的なサイズの柱、耐渓壁等の昔日材を設定すれば、一

般 的 官)C 建物の崩壊型とその制御因子の効果を鳥敵することがで

きょう。

5  . 結

本析では、整形ラーメン形式 R C建物を対象として 、素材の応力

一歪関係を仮定し( 2章) 、耐艮椛進要素( 柱、耐震壁) 、および

建物の荷重( / 哲男断力) 一変形( 層間変位) 関係を、種々の力学モ

テ' ルの設定のもとに終局状態に至る過程として、理論的、数式的に

求 め た ( 3 、 4 章) 。

仮定やモテ併ルの設定が大胆て、あったり、また大きな飛躍があった

ことは認めるが、式の展開や誘導には ＭＱｾＮ 性を持たせた。したがっ

て、ー読されて、考え方の大筋についてはご理解いただけたことと

思う。問題は、その内容の実証性、妥当性にあるが、紙面の都合で

深〈考察、検討を加えることができなかった。より興味のある方は、

1 )  4 )  

関連文献をご参照いただければと思う。しかし、最も大切なことは、

読者諸兄がご自身のお考えのもとに批判的に本稿を読まれることで

ある。記述を、論理的に、単純明快に、そして表現を数式的にした

のは、そのような意図に基づくものである。質疑その他については 、

筆者の方へご連絡いただき、活発な議論が以後展開されることを切

に希望する。

最後に、本稿は y 神戸大学山田研究室における R C構造に関する

)  4 )  

研究成果のー音11 を要約、短縮してまとめられたものであ ることを付

記しなければならない。ご指導に当たられた教授 ・山田 稔博士と、

ご協力いただいたスタッフの皆様方に、厚〈御礼申し上げます。

註 10) 文 献 ( 4  ) では、曲げ降伏型の柱材( 長柱要素) の変形成分を梁の変形を考f f .

に入れて 2 倍とした場合について、 y = 1に対する e ーβ 平面特性を求めた。同文

献では、崩壊型のみむらず、固有周期、入力震度 1 に対する限界層数、壁率等も。

ーβ 平面上に併況できることを示した.
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建物の終局強度の検討一 一 S R C造からみて

S R C構造の許容強度

と終局強度

南 宏 一

G  

1  . 序

図ー 1 は、先般の宮城県沖地震によ って生じた、ある 9 階建の専

用共同住宅である S R C建物の開放廊下側 の桁行骨組の被害状況を

示したものである 。 この建物の 5 層までの柱は、 H 形鋼を用いた充

腹形の S R C 柱で、それ以上の層では、 R C柱とな っている 。 この

建物の被害状況において、特色的なことは、 ③ ~ ⑪ の 奇 数 位 置

の l 層から 5 層の柱には、典型的な X 字状の斜張力ひび割れが観察

さ れ る の に 対 し て 、 @ - ③ の偶数位置の柱には、 曲げお よびせん

断のひび割れが、ほとんど見受けられないことである 。奇数{ 立置の

柱にのみ被害が集中したのは、その柱の両側I j に設けられた腰壁によ

って、その柱のクリヤー高さが、偶数位置の柱に比して、きわめて

小 さくな ったことによると推定される 。面白I渓計算て"非構造壁として

取り扱われた壁が、主架構 ( とくに柱材) におよぽす彬響について

は、 1968年の十勝沖地譲による R C造の建物の被害で指摘されてい

たものであ ったが、 S R C造の建物においても、場合によ っては同

様の影響をあたえることを検証した最初の建物とな った。

しかしながら、 R C 造の建物では、先般の宮械県沖地震において、

いくつかの建物に同様の被害が見受けられ、その中には、改築を余

儀な くされた建物もあり、被害 を受けた建物の打W}j J支はかなり大 き

いも のであ ったが、それに比べて、こ の S R C建物の1f i 似度は、 幸

いにも、軽微なも のであり、そ の意味において、従来より指摘され

ていた S R C椛造の有する耐民性を笑証したも の と考えられる 。

しかし、この建物の損傷が、柱材に斜張力ひび割れが生ずる程度

におさま ったのは、いかなる理由によるのかとか、また、この建物

は、一体、どの程度の地震に耐えられるものであるかとい った設問

に対して、定量的な解答をあたえることは、現在、なお、容易なこ

とではない。 この建物に作用した地震力が、それほど大きくなか っ

たことによるのか、あるいは、 H 形鋼が用いられていたことによっ

て柱材の保有強度とかねばりが大きかったことによるのか、今後、

*  1  

検討すべき課題は、いろいろと残されている 。

日本建築学会において、鉄骨鉄筋 コンク リート構造計算規準( 以

下 S R C規準と称する ) が制定されたのは、 1958年で、 S R C建物

の設計規準として、 20年の経過をみた 。その問、 1963年に 1 次の改

. j この建物のIJl f晶に l刻する解析については 、別の機会に発表する予定である .

θ θ  

図 - 1

也弛と社全 197卯例}ηm削7戸刊9似叫}μI



定が、さらに、 1971年に鉄筋コンクリート構造計算規準( 以下 R C

規準と称する) が、部材のせん断設計法に関して、改定がなされた

ことに関連して、 1975年に S R C規準も、昔日材のせん断設計法に関

して改定がなされた。しかし、いずれの改定においても、震度法に

よって地震力を評価し、かつ、許容応力度法によって部材強度を評

価することを基本的な考え方として、設計規準は体系づけられてい

る。したがって、この S R C規準に準拠して設計された S R C建 物

が、ある想定された地震外乱に対して、どの程度の耐震安全性を有

するかといった 問題を検討するためには、 (1)震度法によって算定さ

れた地震カの値は、実際に作用する 地震力の値に対して適正なもの

であるかとい ったいわゆる「地震力の特性j と、 (2)許容応力度法に

よって設計された部材あるいは骨組は終局強度に対して、どの程度

の安全率を、および、どの程度のねばり強さをも っているかとい っ

た「構造の特性J の両面の問題を、有機的に結びつけて 考 えること

が必要であるが、本論では、後者の「構造の特性j に問題を限定し、

かつ強度に関する基本的な 二、三の問題点について考察 し、 S R C

建物の耐震設計のー 資料としたい 。

なお、 S R C建物の耐震安全性に関する総括的な内容については、

S R C規準の付15 ｉ 鉄骨鉄筋コンクリ ー ト ｦｩｙ ｩＮ造物の而 ｮ ｾ 性 ｊ ，1  )地 誌

荷重と建築構造の耐・ｪＢ ￭｝ ｾＧ Ｑ 生ＨＱ ＹＷＶ Ｉ の ｉｉ 編 3 1立 「鉄骨鉄筋コ ン クリ ー

ト構造J2L よび、建築構造のIm:t震性の「鉄骨鉄筋J コン クリ ート 構造

の 力 学 的特性 ｊ ｌ と ｒ を参ＡＡｾしていただ き たい 。

2. 現 行 規 準 に お け る 「 累 加 強 度 式J

S R C規準において採用される実用設計式は、規準制定以来一貫

して、 S R C 断面および部材の許容強度を、許容応力度法によ って

算定された R C部分および S 部分の許容強度の累加によって算定す

る「累加強度方式j によって体系づけられてきたが、この「許容強

度にもとづく累加」という設計方式に対して、制定当時に示された

考え方を、まず、紹介することにする 。

S R C規準が制定される以前の S R C構造の設計式として、鉄骨

を鉄筋と同等とみなして設計するいわゆる R C式計算法、逆に鉄筋

を鉄骨とみなし、コンクリートを鋼材の座屈止めとする S 式計算法、

材を R C部分と S 部分に分けて、それぞれの強度の和とし て算定す

る累加強度式計算法の 3 種が主として慣用されて きた。 これ らの )J

法は、実験の裏づけのないまま習慣的に用いられて きたも のであ る

が、当時の多くの笑験的研究によ って、 S R C部材の終局強さは、

これと等量配筋の R C苦11材とほぼ等しく、しかも、補強鋼材の うち

鉄骨が多くなると、最終破壊に対してねは・り強きが増し、 R C部材

に比して有利な性質をもつことが明らかにされてきた 。 したが って 、

S R C部材の設計方式の基本概念として、終局強度に対して R C部

材と同じ安全率をとる必要はなく、鋼材の うち鉄骨の占める割合に

応じ て、安全Z字を変動させることが原則的に許されるはずであり、

また、最も合理的な方式と考えられていた。

しかしながら、当時 ( また、現在も ) の R C部材の設計方式は、

存在応力を計算してこれを許容応力度以内におさめる材料安全率方

式であり、終局強度に対する安全率の考慮がなされていないために、

鉄骨の影響を導入する方法がみいだせなか った。

そこで、部材が鉄骨 止コン クリートだけで構成される場合に、実

質上終局強度方式に近い強度が得られるように設計式を調整し、ま

た鉄筋とコンクリートだけで構成される場合には、 R C規準をそ の

のまま適用することとして、これらの中間にある 一般 の S R C部材

については累加強度式を採用することにしたものである 。 この方式

には、. f ! IL i 命的な根拠はなく便宜的なものであるが、鉄骨が多くなる
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と終局強度方式に近づき、少なくなると R C規準方式に近づくから、

鉄骨による安全率の変動は自動的に計算され、かつ、許容応力度は、

従来の値をそのまま用いるので、当時の R C規準の体系をくずすこ

とはないとされていた 。

このように、累加強度式は、 R C構造計算規準が、依然として許

容応力度式によ っている現状では、きわめて、巧妙な実用設計式で

あり、形式上は許容応力度式にな っているが、許容応力 j支下におけ

るR C部分や S 部分の応力度分布を問題としているのではなくて、 2

終局強度に対してある一定の安全率をあたえること lこ主眼がおかれ

ているのである 。

いま、中心圧縮力を 受ける鉄骨コ ンクリート 短柱の強度について

考えてみる 。

この柱の短期許容圧縮強度，NA をR C規準の許容応力度式によ って

求めると、

川一 J  cJ  C  1 "  _  ¥ s1c ( 1 ， _  ¥ I  

と二一 = MI N ｾ 包ｾ Ｈ 1 + η・Ps ) とよ ー Ｑ ｟Ｚ｟Ｋｐｳ ｬｾ (1) 
cA .  F c  - --_. I  Fc ，.  ， ，. J  ｾＮ＠ I  ， Fc 1η )  I  

ここに、 cA コンクリートの断面積

Ps =s A/ cA : 鉄骨比

sA :  鉄骨の断面積

C! C  :  コンクリートの短期許容圧縮応力度

sん: 鉄骨の短期許容圧縮応力度 ( ただし、降伏圧縮応

カ度sσ g と同じとする )

Fc :  コンクリートの基準圧縮強度

π:  ヤ ンク係数比

とあたえられる 。 また、この柱の短期許容圧縮強度 2 NA を S R  C 規

準の累加強度式によ って求めると、

2NA  Cん sん

一一一 = 一一一+ 一一一 . p_， 

cA .  F c  F c  Fc - U  

とあたえられる 。 また、中心圧縮の終局強度N。を求めると、

ｾ ］ ｫＳＫ 主 と • P
S  

cA .F c  F c  

(2) 

(3) 

ここに、ん : 終局時の柱材のコンクリートの圧縮強度とコ ンクリ

ート の基準圧縮強度との比

S の : 鉄骨の降伏圧縮応力度

とあたえられる 。

そこで、 Fc =  210kg/  cm'の コンクリート とS M 50 の鉄骨，F c =  

300 kg/ cm' のコンク リー トと S S 41の鉄骨と二通りの材料強度の組

み合 わせ ( ただし P，= 4  % とす る) に対して、上述の ，NA，2NA およ

びNoの、それぞれの値を計算してみると、その結果は、 図 - 2 のよ

うに示 される 。縦軸は圧縮強度に比例する無次元最 ( N /  cA .  F c)  

を、横軸はヤング係数比をそれぞれ表す。

R C規準の許容応力度式によ って求め られた短期許容圧縮強度，N
A

は、ヤ ング係数比の値によ って変動し 、 コン クリ ー トと 鉄 骨 が 同

時に許容応力度に達する つ り合いヤ ング係数 η 8
に対して最大の圧

縮強度を与えるが、それ以上のヤ ング係数比に対しては、圧縮強度

は減少する結果となり、かつ、終局強度に対する安全率は、ヤング

係数比によって変動する 。 それに比して、 S R C規準による累加強

度式による短期許容圧縮強度 2NA は、ヤング係数比の値のいかんに

かかわらず一定の許容強度を与え、かっ その強度は、つり合いヤン

Ｊ Ｒ したがって、 以 ｉｊｊｉ 強度式は、 Ｇ［ｾｕ 主だけを ｾｈ ，Ｉ ーする場令にのみ適用できるむので、作 ｭ

応力 Ji1の解折には適用できないものである.

ホ Ｓ 図ー Ｒ は ｣ｊ｣］ｾ ｆ ｣ Ｎ ｋＳ］ Ｑ として、鋼材などによるコンクリート強皮肉 ｩ 酬を巧胤

せずに示されたむのである .

中 4 パラド y クス f内に見られるこの結栄については、文献 5) に詳細に論じられているので

Ｍｾ，えされたいＮ
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グ係数比九B に対する l N A による圧縮強度と一致することになる。ま

た、 2 NA
による短期許容圧縮強度は、終局強度に対して、一定の安

全率を 有することが示される 。

このよ うに S R C規準の累加強度式は、上述した ように、許容応

力度下における S R C部材の強度に注目しているのではなく、あく

までも、終局強度に対して、ある安全率を確保することを目的とし

ており、その意味において、 S R C規準は、終局強度設計法の設計

体系を採用していると考えることができるので、将来、わが国の建

築構造物全般の設計体系が、許容応力度設計法から終局強度設計法、

さらに、 限界状態設計法 と移行する場合には、 S R C規準は、 容易

に、それらの設計体系 を移行することが可能であ り、また、そのよ

うな設計体系になってこそ、 S R C規準の累加強度式による設計方

式は 、はじめて、本来の意味を持つことになるのである。

なお、土木学会のコンクリート標準示方書における、中心圧縮を

受ける R C柱の長期許容圧縮荷重は、終局強度に対して安全率 3 を

あたえる形で示されており、その理由のーっとして、コンク リート

のように塑性性質をもっ材料の材料安全率の意味はきわめて不明確

であることが、あげられているが、コンクリートにおける許容応力

度と、ヤング係数比に対する詳細な検討は文献 6) に示されているの

で、一読されたい。

3 .  S  R C部 材 の 終 局 強 度 に 対 す る 安 全率

前述した理由により、 S R C規準では、現在の R C構造計算規準

および S 構造設計規準、あるいはそれぞれの材料に対する許容応力

度の体系をくずきないために、 S R C部材の許容強度 SAは、

S A= γ SA+sSA 

ここに、 rSA R  C 部分の許容強度

SSA' :  S 部分の許容強度

によってあたえられる。一方、 S R C部材 の終局 強度 S 。は、 R C部

分の終局強度 rS。、 S 音11分の終局強度sS。に対して、

So=r So+s S。

とあたえられ、 R C 部分および S 部分の許容強度が有する終局強度

に対する安全率を、それぞれ ψ 、ψ とすると、

r So=r ν .  rSA 1  

ｾ＠ (6) 

s So=s ν .  sSA J  

とあらわされるから、 (4) ー(6) 式より、 S R C部材としての許容強度

の終局強度に対する安全率 ν は、
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(7) 

とあたえられる 。 したがって 、 S R C規準にもとづいて算定された

S R C部材の終局強度に対する安全率ν は、 rSA / S SA 、Tν 、およ

びs 川こよって規定され、その関係の数例を図 - 3 に示す。縦軸は、

安全率 ν を、横軸

は R C部分と S 部

分における許容強

度の比 rSA/ s  む

をそれぞれ表す。

いま、 R C部分の

安全率， νを 1. 5， 

S 部分の安全率s ).l

を 1. 0とすると、

とS R C部材の安 1.11

全率 ν は 1. 0( TSA

= 0 のとき) から、

1. 38 ( TSA/ SSA 

=  3. 0のとき) と

変動し、 TSA/ SSA 

が 1. 0の場合には

ν = 1. 25となる 。

sν =  2.  rl l =  2  

2. 0し
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このよ うに 、 S R  0  図 - 3

C 部材の安全率は、 R C音11分および S 部分の安全率のほかに、前述

したようにその S R C部材が R C的であるのか、 S 的であるのかと

いった断面構成の状況に左右される 。

4  Ｎ 安全率 ｲν およひ ｾ s).l 

(4) 

S R C規準によって算定された S R C部材の終局強度に対する安

全率は(7) 式であたえられるが、本節では、 R C部分および S 部分の

短期許容強度が、終局強度に対して、どの程度の安全率を有 してい

るか、 二、三の点について考察する。

それぞれの安全率は、一義的に規定できるものではなく、はり、

柱、あるいは柱はり接合部なと' の構造物を構成する部材要素とか、

また、その部材要素の破壊モードによ って 、そ の安全率は、著しく

左右される 。

また、単に終局強度といっても、どのように定義された終局強度

を対象とするかによ って 、そ の安全率も著しく異なってくるが、本

論では、ある仮定された 、断面形状と規定された材料強度によ って

算定される理想、強度を、考慮すべき終局強度として、以下の議論を

進めることにする 。

4  .  1  曲げを受ける R C部分 の 安 全率

図 - 4 に、 F c = 210kg/ cm' の コンク リートと S D  30の主筋の材料

強度の組み合わせに対する単筋ばりの短期許容 stl げモーメントと終

局 曲 げモーメントの関係を示す 。 品 ｩｪ￉ｾＡｬｨ は ｬ 甘 ｬ げモーメントに比例する

無次元量 r M/ b' d Ｒ Ｎ ｽＧｃ を、横軸はｾ 11長鉄筋比 γ Pt をそれぞれ表す。

終局曲げモーメントは、文献 8) などを参照して、

引張破壊できる場合、

(5) 

f L = q ( l ー ム ー )

b.  d2 • Fc  ，.  K l .  K3  '  

(  8  a )  

圧縮破壊でさまる場合、
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ここに、 b、d; はりの幅および有効せい

q = 4 T L  ，引張鉄筋係数

β = r 4 2  

K
1 、 K2、 K3 応力塊ノ f ラ メ ー タ -

Fc  ; コンクリートの基準圧縮強度

y σ ν ; 引張鉄筋の降伏応カ度( 短期許容引張応力度と同じ)

，E  ; 引張鉄筋のヤング係数

c e U ; コンクリートの圧壊ひずみ皮

とあたえられ、 K 1 =0. 85， K3 = 0. 85， K2 = K ，/ 2、rE = 2.1 X  10.  

kg/ cm'， cε u  = 4%，。 として計算されたものである 。なお、 S R C規

準に 示 される引 ｾｌ ｾ 鉄筋比がつり合い鉄筋比以下 の とき の許 容 ｬ 曲げモ

ーメ ン トをあたえる略算式、

__r Mムーーヱ 相 川

b. a ' F
c
- 8  ' r l ' t'T  (9) 

を比較のために示す。

許容応力度法によるつり合い鉄筋比rPtbl ( =0. 96%) 以下の引張

鉄筋比の場合には、短期許容的げモーメ ン 卜と、終局曲げモーメン

トは、ほぽ等しい値をとり、安全率，1I は、ほぽ l であり、強度的に

は、余裕のない状態である 。 しかし、市山以上の引張鉄筋比に対し

ては、終局 RAげモーメ ン トと 短期許容曲げモーメ ン トとの差は大き

くなり、終局強度に対するつり合い鉄筋比 rPt b2( = 0. 37%) における

安全率は、ほぽ 2 とな っている 。 この ように許容応力度法では、つ

り合い欽筋比は、終局強度の場合に比して、きわめて小さくおさえ

られている 。そのために、 S R C椛迭では、通常、鋼材量が多いの

で、すべての鋼材を鉄筋に芭換して許容応力度法を適用すると、つ

り合い欽筋比以上にな ってしまう場合があり、 S R C構造としての

28 

有利性を設計に反映できない結果となる。この点を改善するために、

前述の累加強度式が考案されたのである 。以上の議論は、絞筋ばり

に対してもあてはまるものであるが、いずれの場合でも、 許容応力

度法によるつり合い鉄筋比以上の引張鉄筋比を有する R C ばりの、

終局強度に対する安全率は、大きい値を 示 していることに留意すべ

きである 。

なお 、図 - 4 において 、rP t  bl 以上の号、|張鉄筋比に対しても (9) j]

による略算式は、終局曲げモーメ ン 卜の算定に対しても、ほぽ適用

できることを示している 。

4.  2  圧縮と曲げを受ける R C部 分 の 安 全 率

R C部材を許容応力度法によって検討することの不合理さは、 R

C ばりに対するよりも、 R C 柱に対してより指摘される 。許容応力

度法の長所は、終局強度に対する安全性の検討よりも、むしろ、ひび

割れ幅の制限とか、たわみの制限などの構造物としての使用性 ( Ser -

v i ceabi l i ty) を検討できることにある。しかしながら、 R C柱では、

これらの使用性に対して不都合なことが生ずることは、ほとんどな

く、許容応力度下において、主筋とかコンクリートの応力度を調整

することは、 コンクリートのクリープとか収縮などを考えると、き

わめて困難である 。

R C柱の力学的挙動に対して、その構成要素である無筋コンクリ

ート部分の力学的挙動は、きわめて大きい影響を与える 。すなわち、

無筋コンクリートは、純曲げの状態に対しては、ほとんど構造的意

味をもたないが、圧縮カが負荷されるにしたがって 曲げ強度を発現

し、ある圧縮カに対する最大曲げ強度は、ある引張鉄筋量の場合に

は、鉄筋部分による曲げ強度と同程度の値を示すので、 R C柱の終

局強度に対する安全率を考える場合には、無筋コンクリー卜部分の

安全率が、どのようにな っているかを留意することが必要でレある 。

図 - 5 に、無筋コンクリート の短期許答強度および終局強度に対

する圧縮カと曲げモーメ ン トとに関する相関曲線を示す。縦軸は、

無次元化圧縮力 ( cN/  b.  D'  Fc) を、検軸は、無次元化曲げモーメン

ト (c M/ b' D

2

・Fc ) をそれぞれ表す。終局強度は、文献 8) などを

参照して 、

c N 

cn = ーーーーーー-

b. /) .  F c  

1. 0  

cM 

N  

終局強度

同=___f 丘一

b. D.  F c  

0. 601  

C m A  

図 - 5

短期許容強度

0. 40  0. 4刷

0 .21 

0 10 - 0  

。201

cM 

c m=ーー『ーーーー一ーーー

b. D' ・F c

山

一

向
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図 - 6
o  60 70 

cM cN  I  1 れ N ¥ 

一 一ι ー = 一 一 一一 / 一 ー ニ一 一 一 一 一 I (10)  

b  .  D'  .  F c  b  .  D  .  Fc ¥ 2  Kl .  K3 b .  D .  F c}  

ここに、 Kい ん、 K3 ;  応力 塊ノf ラメーターで Kl = 0. 85， K3 =0. 85， 

K，= 爪/ 2 とした 。

Fc ;  コンクリートの基準圧縮強度

によって算定したものである。

ある圧縮カに対する終局曲げ強度 C 7 n u と、短期許容曲げ強度C 1 nA

との比率g ( =c 1nu/  C1nA) は、圧縮カの増加にともなって大きい値

を示し、強度的には、高い安全率をあたえることになり、 R C柱と

しても、作用圧縮力が大きいほど、終局曲げ強度に対して高い安全

率を与える基本的な要因となる。

コンクリート強度F c = 210kg/ cm' ，主筋 S D30の組み合わせに対

する R C柱の短期許容強度と、累加強度式による終局強度との関係

を図 - 6 に示す。縦相hは、圧品1(1カに比例する量 ( γN/ b ' D) を、検

制lは、 fHI げ強度に比例する品 ( r M/ b ' D' )  をそれぞれ表す。参考ー

のために、主筋のみの短期許容強度あるいは終局強度と、主筋を鉄

骨とみなした鉄骨コンクリート柱の累加強度式による短期許容強度

をそれぞれ示す。また、 R C規準による曲げ変形能力のための限界

圧縮応力度 ( Fc/ 3 ) を示す。

許容応力度法において、引張破壊を生ずる領域においては、短期

許容強度と終局強度とは、ほぽ等しく、その安全率は、ほぽ 1 であ

るのに対して、圧縮破壊の領域では、きわめて大きい安全率を有し、

限界圧縮応力度の近傍では、その安全率は、引張鉄筋比によってl . 5

- 2. 0 と変動している 。 また、限界圧縮応力度以下では作用圧縮力

の増加に対して、引張鉄筋比が大きい場合の短期許容l鈎げ強度は、

単調に減少するのに対して、終局曲げ強度は、逆に一様に増加し、

相反する結果を与えている 。

このように、 R C柱の短期許容強度の、終局強度に対する安全率

は、 R C ばりに比して、不揃いとなり、その値は、作用圧縮力、コン

クリート強度、鉄筋強度、および引張鉄筋比の値によって著しく左

右される 。

なお、比較のために示した、主筋を鉄骨とみなした、鉄骨コンク

リート柱の累加強度式による短期許容強度と終局強度との差違は、

鋼材比のいかんにかかわらず一定であり、したがって、その安全率

の評価も、前述の許容応力度法に 比して、簡便に、かつ的碓に行 う

ことができる 。

4.  3  圧縮と曲げを受ける S 部分の安全率

ｾｉｬ げ のみを受ける ｓ ばりの短期許容曲げ強度が終局副 ｬ げ強度に対

して有する安全率は、

円
山
一

L

r

J

 

(10) 

ここに、 Ze : 似性断面係数

Zp ・1'l1性断面係数

と定義される形状係数J' こよってあたえられ、その値は断面の構成

状況によ って具なる 。

一方 、圧縮と EHl げを受ける S 柱の短期許容および終局的げ強度は、

作用圧縮力の附加にともなって、単調に減少するが、短期許容強度

の有する安全率は、その圧縮力と陸frf面形状によって左右される。 S

l断面の短期許容強度と終局強度との| 基i係の数例を 図 - 7 (a)、(b)に示

す。図ー 7( a) は通常の H 形鋼の強度を、図ー 7 (b) は、 S R C構造で

よく用いられる H 形鋼を z およびU方向に配した十字形断面の強度を

それぞれ表す。終局強度は、文献2) に示された方法に L たが って、

断面を適当に分割し ( たとえばフランジ部分とウエブ部分 ) 、それぞ

れの部分の終局強度にもとづいて拡張累加強度理論によ って求めた

，N  

s No  

1. 0  

終局強度

ー1. 0

叶1/

ŝ" 

1. 11 

フランジ部の終局強度

ウェブ部の終局強度

一l り

ヂ
図 - 7  ( a )  

白ヰ

。蚕瑚コ1i 静F ト2 4(a)
- 1. 01 、¥ミテ百5 ¥ I  /  

一τ 一

トーH ( c )

終局強度 :...ーv←ー ｾ
短 期 許 容 強 度 ( d )  

図 - 7  ( b)  
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ものである 。縦軸は、圧縮カに比例する無次元量 ( sNんN。、 s N。は

中心圧縮塑性強度) 、横軸は曲げモーメントに比例する無次元量 (，M

/  ，M。、 ，Mοは塑性| 出げ強度) を それぞれ表す。作用圧縮カの大きさ

にかかわらず、二方向に H 形鋼を配した断面の安全率は、一方向の

滋 5

H 形鋼に 比し て、高い値を示して おり 、曲げを受ける主軸に対して

直交して配置された断商は、安全率に対して、著し い彬響を与える

ことが示される 。

4. 4  圧縮と幽げを受ける S R C栓の安全率

前述の図 - 6 に示したように、許容応力度法によ って算定された

dc，'  /) 

，.一一五1エ F，= Ａ 刷 ｉｫｾ ｬ ｴＢｬ ｮ

| iu f c= lM K/ 柵

， ' IU  5" =  Ｂ， ］ ＲＴＰＰｾｾ Ｏ ，Ｎ ｭ＠
I  I  I  p，=，p，+ ，p， 

比三三 ...!J 1_ ]  ρ= sp，/ P， 

dl ，./) d，， = d，， = O. !  

¥ 

¥ 
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一 一 一- S HC泌範式によるI! MI 午容

強度( ρ= 0はHC規準によ

るI! MI守容加重)

一一一一割 腕 ｾＨ鉄骨Ｋ鉄筋Ｉ部骨由経

局強度

ー 一 一 揖 筋 コ ν クリート部骨の終

烏強度
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図 - 8  (  a )  p  t  =  1. 0 %の喝合
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図 - 8  (  b )  P t =  2  % の場合
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※ 5  たとえば. N/ ，No= 0. 4の場合. 十字形断而l では sν = 1. 8.  H 形断 1mでは eν = ｉＮＴｦ ｊｊｾ＠

である .
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R C柱の短期許容強度と、主筋を鉄骨とみなした鉄骨コ ンク リート

住の累1J 日強度式による短期許容強度とでは、著しい差j l i ! が生じてい

る。したがって 、現行の S R C規準では、同じ鋼材訟を用いた場合

ても、鉄筋量と鉄骨量との比率が変動すると、短期許容強度の、終

局強度に対する安全率は変動することになるが、その数例を 図 - 8

Ｈ ｡ Ｉ 、 Ｈ ｢ Ｉ に示す。縦軸は圧縮力に 比例 する畳 ＨｎＯ ｢ Ｎ ｄＩ を、機 ｾｱｨ は、 Ｑ ＱｊＺ ，

げモーメ ン トに比例する 註( M/b . [ ) 2 ) をそれぞれ表す。材料強度と

しては、コンクリートは F c = 180kg/ Cll f 、鉄筋は S R 2 4および鉄骨は

S  S 41の組み合わせを選び、位材のコンクリート 強度は、圧制ii1l11J の

鉄骨 ii i に応じて、

短期J f c =  fc(  1  - 15sPc)  

終局 F e=  F c( 0 . 85- 2.  5sPc)  

ここに、 sPc ; 圧縮傾IJ 鉄骨の鉄骨・比

)

 

-
l

 

(

 

、
1

1

4

、
，
t

1

1

J

とした。なお、参考のために、無筋 コンク リート部分と鋼材 ( 主筋

と鉄骨をともに含む) 部分の終局強度にもとづく累加強度理論によ

る終局強度を示す。図 - 8 は、片側IJ 鋼材置に対して、鉄筋と鉄什の

比率を変数と して示 した もので、 ρ ( = s p，/ 円、 sP，は鉄骨・比、 p，は鋼

材比) に対して 0 、0. 5、および1 . 0の 3 位類について計算したも の

である。

鋼材比の多少によらず ( 本計算例は p，= 1  %と 2 %の場合を示す) 、

圧縮力がきわめて小さい範囲 ( R C 部分は引張破嬢の領域) では、

ρ の1i f，[ のL 、かんにかかわらず、いずれの短期許容強度もほぼ同じ値

/ をとり、かつ、終局強度に対する安全率νはほぼ 1 である。しかし

庄和ii 力の犬き、ぃj範 囲 ( R C部分は圧縮破峻の領域) では、 ρの1u立が l

に近づくほど、許容強度は大きい値をとり、終局強度に対する安全

率は 、小 さい値をとることが示されるが、圧縮カの増加に対しては、

*  6  

いずれのρ の値に対しても、安全率は、 高い{ 直を示してい色 。

なお、参考のため、柱材 の曲げ変形能力を確保のための限界圧紛

応力 j支Ncr / b.Dを、 R C規準および S R C規準にもとづいて示した 。

以上、曲げのみ、あるいは圧納と 1111げを長ける S R C断面の知mJ

許容強度が、終局強度に対して、どの程度の安全率を有しているか

について、その基本的な事項について述べたが、 S R C規準制定当

時に、 曲げのみ 、ある いは圧縮と 曲げ を受ける R C断面の終局強度

8  )  

理論はほぼ限立されていたので、これらの S R C断面の安全率につ

いては検討されていた 。

4  .  5  せん断 を受ける S R C部材の安全率

S R C規準では、はりおよび伎の断面の曲げ強度の算定ばかりで

※ 7  

はなく、せん断に対しでも、原則的に

(12) QA=SQA+ γ QA 

ここに 仏 : S R C部材の許容せん断強度

SQA :  S 部分の許容せん断強度

rQA:  R  C 部分の許容せん断悠度

の累加強さ式を適用しているが、短J 切許容せん断強度が終局せん断

強度に対して有する安全率については、 S R C規準制定当 H寺はもと

より、現在においてもなされていない。その理由のーっとしては、

R C部分のせん断破駿強度そのものが、まだ、十分に解明されてい

ないことがあげられるが、ここでは文献 9) に示された実験結果にも

とづいて若干の点については述べることにする。

※ 6  作用圧縮応力 I立がFd 3に対しては、 p，= ! %および 2 % のいずれのtJ，'j 作でも、

p =  0 では ν = 2. 0、ρ = 1. 0 では ! .4f'，l皮肉他とな っている .

※ 7  なお、 ｲｾ チ形の部付については ｒｃ 式計 算法を認めている . また、民 lUl (Ji 況時のH

村については、充腹形および非充脱形のいずれの場合む、 R C式Jlrl 法を t.i<ffl してい

る.



を、コンクリート部分の短期許容せん断強度が終局せん断強度に対

して有する安全率cν と考えると、その安全率は、コンクリート強度

のみによ って左右されることになり、図 - 9 に示されるように、コ

ンクリート強度が高し、ほどその安全率は低くなることが認められる 。

一方、 (13) 、( 15) 式より、せん断補強的J による効果を考[ 色に入れて 、

R C部分の終局せん断強度に対する安全率 r ν を、 r l Vα = IVf，として

)
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せん断付着破壊を生ずる S R C部材の R C部分の終局せん断強度

r Qoは、せん断まさつ理論にもとづいて、

必0= 6 小 川 rPIV ベ

ここに、 6 : 柱 l隔
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とな }J 、安全率 r l/ は、 6' / 6、F cお よ び rPIV ・叫によ って規定される

ことが示される 。

なお、文献10) に示される笑験で ii!l l定された最大せん断荷重 QMa x

と、それぞれの試験体の短 期許容せん断強度 QA ((12) 、(15) 式 に も と づ

いて算定したもの ) との関係を経理したものを 図ー 10に示 す。縦取h

は、最大せん断荷重を、横刺l は、短期許容せん断強度をそれぞれ表

し、 0 印 は 充 JJ l 1形の、 ・ 印はラチス形の試験体の値を示す 。 この実

験結果によると、充腹形の S R C音1¥材の終局せん断強度に対する安

全 率ν は1 . 1- 1. 3程度であり、ラチス形に S R C部材については、

1. 5- 1. 8fM度とな っている 。

ν=1. 6 

/ ν = 1. 4  

/  

Qma x ( t)  

)

 

4

 

l

 

(

 

(15) 

り: 応力中心間距離

rPW: せ ん 断 補 強 筋 比

Fc: コンクリート強度

rWC恥: せん断補強筋の降伏引張応力 j支

a. 直接せん断応力度係数

β : せ ん断補強筋の引張カにともなうまさつ係数

によ って与えられる 。実験結果よ 1) 、( 13) 式 でβ = 1 として、 Q の値を

求めた結果を、 図 - 9 に示す。縦軸は α を、燃料l は コ ン ク リート強

度 Fc をそれぞれ表し 、実験値として O 印 は 充 JJ 変形の、 . 印は非充版

形 ( ラチス形および格子形を含む ) を表す 。 。の値は0 .12から 0. 29

のl 1i l ! . 囲にわた って、かなりのノ〈ラツキをも っているが、 α と Fc との

相関性を、最小二乗法によ って整理すると、

ロ=0. 289- 0. 00045Fc ( Fc孟321kg/cm' )

という実験式が得られている 。

一方、 S R C規準における、せん断付着破壊に対する短期許容せ

ん断強度γQAは、

ぬ = 6 .  ri (七附仰 ψ)

ここに、 f s: 短期許容せん断応力伎で、
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ν =  1  

かつ

IVf， : せん断補強筋の短期許容引 iJ . 長応力度

とあたえられる 。 したが って、( 13) 、( 15) 式において、左辺の第 l 項は、

それぞれコンクリート部分の終局および短 期のせん断強度を示して

• 
いるので、

。充腹形

- ラチス形

20 

(16) 

0 ・Fc

cν ヲ17

何十市)X  3  )  MIN  

Q.( t )  

F ームーーー-

40 

。

(1目

図ー 10

4. 6 S R C接合部パネルの安全率

1975年改定の規準において、柱はり核合音1¥ノf ネルのせん断強度に

対する検定式が解説に示されたが、その検定式においても、ｾ加強

さ式が適用され、接合音1¥ノぞネルの短期許容強度 SAは、

SA=eV<パ2 f s ' 伊十 PIV' wj ，) +Vs '  sf s  

ここに、必と: コンクリート パ ネルの有効体制

V
s

: 鉄骨ノ f ネルの体制
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実験値 0 充腹形
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rp : 柱はり接合苦1¥の拘束係数

Pω: 柱はり接合音1¥内の帯紛j 比

f s : コンクリートノ吋、 j レの短期許容せん断応力皮

wf ，・新筋の短期許容引張応力皮

ミfs ・鉄骨ノ f ネルの短期許容せん断応力! 支

によってあたえられている 。(18) 式においてコンクリート部分の短期
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M午容強度は、 eVc ' 2  .  1 s  . ψ に 0 .51叫ん

よって示されるが、この値が、

コンクリートパネルの終局強度

に対してどの程度の安全率を有

しているかについて、最近の研

101  

0. 4ト 一一一実験値

一ー_ . 短期荷量待

許容強度

究結果にもとづいて述べること 0. 3 

にする 。

コンク リートパネルの短期許

容強度を規定する主な要素とし

てはコンクリートパネルの拘束

効果に関連する、柱幅 Bc と、は

り幅Bbとの比率と、接合部を含

む骨組の梨構形式の二つが考慮

8 6 /  Bc 

されており、前者については、 。 0. 6  0. 8 1. 0  

(Bb+  Bc )/ 2 によ って 、後者に 図ー 11

ついては拘束係数 ψ( 十字形では 3 、ト字形では 2 、 L 字形で 1 ) に

よって、それぞれ定量化が試みられているが、これらの値が、笑験

結果とどの経度の対応性を示しているかを 図ー 11 に示す。図 - 11の

縦軸はコンクリートパネルの終局強度H寺における平均せん断応力度

に比例する無次元量を、横軸は、 Bb/Bc をそれぞれ表す。 またそれ

ぞれの骨組の架構形式に対する短期荷重時の許容強度を点線で、実

験によって iJIIJ 定された最大強度を笑似て渡す。

コンク リート パネルの有する安全率cνは、それぞれの対応する点

線と笑線の差によ ってあたえら れ、そ の安全率は、骨組の架. f 1'4形式

および柱は りIpiii 比によ って変動しているが、概略的にみれば Bb/Bc 

の値のいかんにかかわらず、十字形およびト字形廿組で、 cνは l. 1

*  8  

- 1.3、 L 字形骨組では 2. 0- 2 .2位皮の値とな っている 。

5  結語

R C音11分および S 部分の短期許容偵l支が終局強度に対して有する

安全率について、若干の問題点について述べたが、 S R C苦11材とし

ての安全率をより合理的に把握するためには、 R C苦11分および S 部

分の安全率を、同程度の精度で、調和] を保 って言平佃iできることが、

肝要なことと思われる 。 R C部分に対して不服定な要素が含まれて

いるかぎり、 S 部分に対して粕度ある計算を実行しても全体として

は意味のないことである 。そのような鋭点にたてば、今後、検討す

べき事項はやはり R C部分にあると考-えられるので、せん断を受け

るR C部分の笑用的な終局強度理論の確立をはじめとした今後の研

究成果を期待したい 。

また、 「累加強さ式j は本来、終局強度の評価に対してのみ適用

できるものであるが 、その 「累加強さ式」が成立するためには、 R

C 昔11分および S 部分のそれぞれの部分に 、応力の両分配が可能な経

度の 、 ねばり ｾＱｬ さを少なくともあたえることが必要である 。

現行の S R C去IU停は、前述したような理由により、便宜的に、そ

れぞれの部分の許容強度を累加する方式を係用しているが、しかし

ながら、その許容強度を発揮できる程度に、それぞれの部分にねば

り強さをあたえるのでは不十分である 。終局強度に対してある安全

率を確保することを第一義的に考えて「許容強度にもとづく累加強

さ式J は採用されているので、したがって、 S R C音11材として指紋

となるべく終局強度が発婦ができるように、それぞれの部分に、ね

ば り強さをあたえることが必要であろう 。

了く 8 ただし、 L 字形fi 組的場合には、と〈に主筋肉配筋状況によって按合部バネルの強

ｬｈ 若しい彬曹を受けるので、そのぷ価に対しては、十分の ｩｴｾＺ［ＯＩ ，必婆であるＮ
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建物の終局強度の検討一 一S 造からみて

許 容 応 力 度 設 計 さ

れ た 鋼 構 造 骨 組 の

終 局 強 度

井 上 一 朗

1  は じ め に

本稿では、地誌荷重に対する鋼構造矩形骨組の終局強度を対象と

する 。骨組の終局強度を求めるためには、骨組構成部材の全塑性モ

ーメントと崩域機構特性、すなわち、各部材の終局強さと骨組のこ

われ方を調べる必要がある。しかしながら、本稿の目的は、いわゆ

る塑性解析の手法を説明することではなく、許容応力! 支設計干j・組の

終局強度および崩壊機構特性の一般的傾 !i'l を概観することにある 。

したがって、多くの仮定を導入して理想化を行っているが、実状と

かけ離れた似定のあることをおそれている 。お公付きの，1，¥があれば、

ごす行橋iいただ きた し、 。

最後に、塑性設計法について若干説明を加えているが、設定され

た骨組の終局強度を目標として附設計。を行う場合、許可手応力! 支設

計骨組の終局強度を求める作業の煩雑さ、無意味さ、さらには、塑

性設計の簡便さをこ担! 解いただければ、筆者の芯: 図は満足される 。

なお、議論の展開上、かなりの数式を用いているが、そ のほとん

どは、単なる力の釣合式であり、こ。容赦即ifi ' 、たい。

2  許 容 応 力 度 設 計 骨 組 の 終 局 強 度

ここでは、まず 1 J百1 スパン門型ラーメンの終局強度を求める手

順を示し、以下、多用多スパンラーメンの終局必肢について検討し

てみよう。ただし、ここで示す許容応力度設計付組の各椛成者11材は、

必要最小の断面を持つとし、具体的な断而形状は与えない 。

2  - 1  1層 1 スパンラーメンの終局強度

図ー 1 に示す門型ラーメンを考え、この骨組を許可等応力 j交設計し

てみよう 。骨組の全重量を むVT とし、図 - 1 に示す鉛i I I 荷.mとW 1

の関係 を、つぎのように設定する。

図ー 1

WT = y叩 1+ 2  P  

P =弓ヱ加 l

)

 

可

E

A

、
1

1

1

1

1

、
f

i

l

-

-

l

'

したがって、

WT = 叫 i (2) 

であり、 7 は、はり上の分布荷量

の大きさを表すノマラメーターで、 0 三y 三 1 の: 範囲の他をとる。

このとき、ベースシャー係数 ( 1 層骨組では iZ毛皮と同じ ) を CIJ と

とすれば、図 - 1 の 水 平 力 ( 地震荷重 ) H は、

H= C8 WT=CBwl  (3) 

ここで、長期および地震荷重時の的げモーメント分布を 図一 2 の

ように想定しよう 。図 - 2 で、 Mo は単純ばりモーメントを表し、

長期および短期の干i'td誕荷重の差異を無視すれば、 Mo は次式で表さ

れる 。

Mo=!..…1

2  

n= ーとー (4) 

8  

図- 2 より、柱およびはりの長期および短期] の設計用 州げモーメン

トは、それぞれ次式で与えられる 。

中主・ ML= 0 .4 M。

(  Mo 1  

M刊 凪 I (0 .4 "1+ 1. 6叫寸

I  Mo I  

I  ＨＰ ＮＲｹ ＫＲ Ｎ ＴｃＸｴ Ｉｾ Ｑ＠ (5) 

はり 目ML = 0 .6 M。

Mo 

M s  =  (  0  .  4  "1+  1. 6ω7-
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長 期 M 図 0. 2M， 地震時 M図

図 - 2

上式で、 t は層高 h とスバン長 l の比 ( t= h/L) であ り、また、地震

荷重H は、 つぎのように変形されている。

Yω [ 2  Mo  

H=  Cnw[ =  8  Cnt ーー一一= 8Cl l t 一一

8  y  y  

さて、 (5) 式による設計用 曲げモーメントを用いて許容応力度設計

される門型ラーメンの終局強度を求めるには、柱およびはり村の終

局強度 ( 全塑性モーメント ) を 知 る必要がある。 H 形鋼や角形鋼管

のように、形状係数( 全塑性モーメ ン トと初期降伏モーメントの比)

が小さい断面 では、全塑性モ ーメ ント Mpc と降伏モーメン トMyc の

( 1)  

関係は、次式で近似される 。

MI ' c=f My  (11 < 0. 123)  (6) 

M町 = 1. 14( Myc = 1. 14  J My  (  1  - 11)  ( 11 :::- 0. 123 )  (7) 

ここで、 f は形状係数、 11は車lh力比 ( 制l力 と降伏軸力 の比) であり 、

l1y l立軸力 Oのときの初期|峰伏モーメントである 。(6) 、(7) 式は、断而

の全塑性モーメントが、紬力が小さい ときは、初期l降伏モーメント

の ｦ 倍、剥 ｬ 力が存花するときには、初 ｊｾｬｬ 降伏モーメントの ＱＮ ＱＴｊ j寄

与なることを表している 。 なお、 ｦ の ＱＱ 立は、 ｈ ｉ 杉鋼 ｉ［ｾｬ 取 ｬ ト坦りや角形

鋼管:では、通常 1. 1- 1. 2である 。

許容応力度設計に当た 1) 、短期許容応力 j交が降伏点応力度σgに等

しいと見倣せば、長 lYl 許容応力 j立は短期許容応力 j支の 1 / 1. 5である

から 、はりおよび柱材の全塑性モーメント B およびC は、それぞれ

次式で、与a えられる。

B= M此 ( 1. 5f ML、f Ms)

C =M位 (1 .5X  1. 14f ML、 1. 14 f Ms)  

)

 
。
。(

 

、
h

E

F

、
F
』

4

，
J

ただし、は 1) 材には (6) 式、t l : 材には (7) 式を適用している 。

図 - 1 に示す門型ラーメンの崩壊機摘は、 (8) 式で与えられる B と

C の大小関係によ って 、図 - 3 および 図 - 4 に示す 4 通り が考えら

れる 。 いずれの崩壊機構が形成されても、そのときの柱のせん断力

和、 すなわち、この骨組の終局 ｾＱｕ 交は、次式で与えられる 。

…
一
h

一
一N

 

H

 

(9) 

ここで、 Mι は崩壊機構が形成されたと きのは リ端モーメントキ日を

表 し 、 図 - 3( a) あるいは図- 4( a)に示すように 、はりの両端に塑 '1'1:

ヒンジが形成される場合 、

Mc =  2  B  または Mc =  2 C  (10) 

図 - 3  8 く C

図 - 4  B > C  

/  
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となり 、図 - 3 、 4 の(b)図のように、はり 中間 に塑性ヒンジが形成

される場合には、 図 - 5 に示すように 、スパン内にヒンジを形成し

(  2 )  

たはりの釣り合いを考えて、次式で与えられる 。

蛇 二 M 1+ 比 二 4 品 (jBZOM2- 1  )  )

 

-

1

 

(

 

上式で、 Mo は(4) 式で与えられる単純ばりモーメント、 M2は}g[l下側

モーメントで、図 - 3 、4 より明らかなように、

M2 = B  または M
2
= C  

である 。 また、( 11)式の適用範囲は 、ヒ ンジがスパン 内にあるという

条件から、

B +M2! 三4 Mo  (12) 

B  + Mz;I; {4 Moより大 きい ときは 、

はりの両端にヒンジが形成され、

Mc  は( 10) 式で与えられる 。

パM，

Mー によ_ /

Mcが求められると、 (9) 式より骨組の終局強度H
CRが計算されるが、

ここでは、終局 強度と設計荷重の比、 すなわち 、終局荷重係数
^ C R

を考 えてみ よ う。 (3) 式およ び(9) 式よ り入CRは、 次式で与えられる 。

λ HCR Mc +  2  C γ  

R = 一一一= 一一一一一一 ・一一一一ー (13) 

H  Mo 8  Cnt  

λ CR は許容応力度設計骨組が、設計地震荷重の何倍の地誌荷重まで

耐えられるかを表すもので、( 13) 式において、 Mc や C はMoを単位と

して表されるから、 λ CR は、ベースシャー係数Cn、層高スパン長比

t、はりの 中間荷重の大きさを表すパラメータ - y、および音11材断面

の形状係数/ を与えれば計算できる 。

図 - 6 はCn
ニ

0 .2 、f = 1. 13 とし、 t とy を変化させた場合の ^ C R

とy の関係を表し、また、 図ー 7 に崩壊機構形式の一例を示してい

る。図 - 6 に見られるよ 7 に、 Yが大きいほど、また、 t が小さいほ

ど ^ CR が大きくなっているが、これは、設計応力に占める鉛直荷量

( 3 )  

による応力の割合が大きくなるほど、 λ CR が大きくなることを表し

ている 。

C . =0. 2 

] = 1. 13 

t= O .5 

y =  0  

t =0. 5  

ACH=  1. 23  

o  0. 2 0. 4 0. 6 0. 8 1. 0  

図 - 6 図 - )

ここで、はりの中間荷重の大きさを表すノ ぞラメータ - y について、

少し検討してみよう 。 1 層 l スノマンラーメンの一般的な床伏図を 図

- 8 に示す。今、この建物の総重量が床上に均等に分布しているも

のとすれば、図 - 8 てリj、梁の品功、 っている@ 、⑮構面の方が、①、

②梢面よりはりの中間荷重はかなり大 きい。もちろん 、図 - 8 に示

す@ 、⑮構面のはりの中間荷量は 3/ f，集 中和'j 1 l ! となるが、これを等

価な等分布荷重に置き換えても、大きな誤差は生じない 。いずれに

せよ、@、⑮構聞のはりの中間! 荷重の大きさが、y で表されるとき、

①、②構商では( 1  - y ) となり、 7 の値は、 小梁の本数や架かる

位置によ って異なるが、 l に近い値となるであろう 。たとえば、@、

⑮構面て- y =0 .8のとき、①、 ②椛面では y=0. 2 とな勺、このとき



⑮ 

F  

⑮ 

ヒ ③ 

① ② 

① 

図 - 8

図 - 6 より両総面にはかなりの強度差が生じる。

図 - 9  

，rz 

ス

② 

つぎに、 図 - 9 に示すように、柱に H 形鋼を用い、柱の弱制l方向

にプレースを配置した場合を考えよう 。図 - 9 で、①、②椛商はプ

レース付骨組となるが、プレース付骨組の終局強度は、終局的にプ

レースが地艮力を負担する訓合( 以下プレースの耐力分担率 s ) や、

F  • R  

プレースの細長比によ って異なり、 λCR、AeRをそれぞれラーメン部

分およびプレースの終局荷重係数とすれば、プレース付骨- 組の終局

荷重係数ACR は、次式て、与えられる 。

λCR=(  1 一β)λ ふ+βλ ふ ( 14)

ラーメン部分の終局荷重係数λら は 、 図 - 8 の場合と同様にして

求められるが、この場合、柱が HI 杉鋼羽中山担りのはtl げを受けるため、

形 状 係 数 が / = 1. 5- 1. 6 とかなり大きな 11(( になり、また、全塑性モ

ーメントも (7) 式では表されない。詳細はすf附して粘* のみを示そう。

プレース構商については、 y = Ｐ とし、十 ｩ の ｉ ｦ ｾ 状 係数を ＱＮＵＵ 、はり

の形状係数を 1. 13とすれば、崩壊機桃は 1';(1- 3(a) にぷす形式となり、

CBおよびuこは無関係に、

AER=1.4- 1. 6 

.  1' .込j支の{直 となる。

プレースについては、引銀側のみを有効として設計すれば、圧街1;

!Hl J プレースの負担分が余剰強度となる 。 しかし、通常、ラーメンに

崩峻機構が形成されるよりかなり早期に、プレースは降伏および座

屈し、座屈した圧縮似IJ プレースは、後述するように、急激にその支

持力が低下する 。 したが って 、ここ では、

入! R= 1  

としよう。このとき、ブ レース中蒋

而の終局荷量係数は、( 14) 式より、

図ー 10に示すように、 β が大きく

なるほど小さくなる傾向が見られ

る。

2  - 2  仮定の検討

Eλ C R  

ａｾ＾＾＠ :  
C R  

。
， s  

図 - 10

前節では、許容応力度設計された l 層 l スパン鋼構造村組の終局

強度を、種々の仮定のもとに検討したが、ここで、これまでに示し

た仮定および暗黙のうちに用いてきた仮定を、以下に整理し、検討

してみよう 。

(1)  長期! および短期応力等定|侍の，h'ト1&1":[ 丞の差を無視する 。

(2) 建物重品は床上に均等に分布する。

(3) 鉛 直荷重および地良荷重に対する rl i J げモーメント分布を図一 2

で与える。

(4) 短期許容 Ifll げ応力 j支および短期許容圧鉛i応力伎をともに降伏点

応力皮と等til する 。

(5) 音11-f 1のモーメントー IUl 率関係は完全知塑性であり、 "' J 品Il にj古jJ"袋

機構が形成されるまで、 l尋問i座刷、横座屈などの不安定説象による

許II.Hlfu.t ブJ の低下はない 。

(6) はりの合成ばり効果は巧'I.&. しない。

(7) 圧縮i則プレースの支持力は無視する。

建物重量のうち、床桁霊の占める割合はかなり大きいので、仮定

(1) 、(2) は余り問題なかろう。また 、仮定(3) はr:l:l l げモーメ ン ト分布に

及ぼすはり柱剛比の彬科を除いているが、現実的なはり柱| 司IJ 比 の 範

囲では 、M図は余り変動しない 。

仮定(4) は. たとえば、図 - 8 、 9 に示す①、 ②構図のはりについ

てとくに問題と弘ろう 。1i' 組が局it産機構を形成する以前に、このよ

うなは りが術座朋し、必l カが低下すれば 、骨'Ml の終局強度は 十iiiti ↑i で

示した値よ り小さ くなる。

仮 定(5) については、松井千秋博士らによ って行われた欽竹ラーメ

( 4 )  

ンの実験結果を引用して検討しよう。実験は、 図ー 11 に示すような

方法で行われ、柱材は組立 H 形断面であり、各試験体は柱 j前段機構

を形成するように作られている 。試験体は 6 体で、柱断面は 表ー 1

に示す中高厚比が設定されている 。一 定鉛直荷重のもとてＧ漸ｾＺ水平力

を受ける各試験体の水平力と水平変位の関係を 図一 12に示す。柱 断

面の板要素の幅・厚比が許容応力度設計法の命111浪f直近くの試験体 ( No

4 、NO. 5 ) の終局強度は 、局部座屈の発生により 塑性解析値にわず

かに達せず、かつ、故大耐力到達後急激な耐力の減少が見られる 。

このように、鋼構造骨組では、座屈現象が塑性解析の理論を適用す

る際の最大の問題点であり、したが って、日本建築学会鍋椛造塑性

設計指針では、板要紫の帽厚比や部材の補剛に関して、許容応力度

設計法より厳しい制限が諜せられている 。

仮定(6) の合成ばりの問題は、骨組の崩壊機構特性を巧ーえる上で重

要であるが、本杭ではシャーコネクターを用いない場令を対象とす

る。

仮 定(7) は、 中程度の細長比 ( 40

- 150)のプレースでも、座屈した

後、急激にその支持カを失うこと

による。 図 - 13に、若林実博士ら

によって行われた一連のプレース

1  1  (  5)  

に関する実験の一例を紹介してお

表 ー 1

試 験 体

Nl l l  - 1  

NU. 2  - I  

Nu. 3  - 1  

NCl 4 - 1  

Nn 5  - I  

No. 6  - I  

IJ / Hpn 

1. 0  

申M JI/- 1七

7 ラ ン ジ ウ エ ブ

8. 4 8  25. 8 1  

8. 115 36. 00 

ｉｉ Ｎ ｬ ｾ＠ 27. 4 1  

15. 1 2  2 8 . 5 1  

15 . 9 1  39. 19  

5. IM 12. 31  

図ー 11

ｩｾ ｩ ￬＠ J ヲ

ψカJl'flLHiJl投E JiPF11〈骨量 ｩ 町中 ｩ ， ｜ｬ Ｍ早比 ｗｴｬ ｬ ｾ ｎＮ で 、 Ｗ ランジのみ
グ〉 もグ) .

ｩｦ ｬＱＧｩＧ ｌ ｬｊｬＺ， ＱＱ 一桁針的恥ｉＱ写比巾 ｾｉｉｉｊｾ に ｩｬｩ ーいものＮ ( 7  

7 ン ジ 、 ウ ェ プ と も )

，11' 谷応ブJ ) 定投 J 十法による申i M亨 比 制 l以 内 向 む の.

，11 苦手応力 l主 設 計 法 的 申1M早1七社il J1IJ - . ¥で、フランジ

の み が限 度 好 くのもの匂

J 干干F 応 力 l丸投，lt 法的申/1¥1京比刊ilJIIHに 近 い も の。

( 7 フ / ジ . ウ ェ ブ と も )

咋』刊 iEt.1十指針 の 申1M平 比 制 限 内 の も の .

N O I - I ・- .  __ 

N 0 2 - 1 ・-ー-
N 0 3 - 1 ・.. .... .  

N 0 4 - 1 ・

N 0 5 - 1 ・-
N 0 6 - I O - O  

一' ・ー ーー・ーーナーーー ー-
. - ← 一 一一ー→ー『ーーー・ーーも

F  

， ｾ Ｎ ＭＭ 一 ー一 Ｍ
，_ ' ー

λ ' f a 、

... .. ... .ー ・一-一 、

:: _.. -... - - .. ;::--
、

、

図 - 12

、
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、、ζ 、
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2  

M'e; 

2  

E  

O. 6M， 

O. 4M， 

0 . 4 M， 

E  鉛直荷量時

0 . 6 M， 

A  = 4 0  

ｾ］ＸＰ＠

A =  120 
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図ー 13

0.5  
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図 - 14
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図 - 15

一一- y =  1  
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9 F  

4 F  

8 F  

7 F  

6 F  

5 F  

3 F  

2 F  

(15) 

、C をJ 層の

( L: スパン長)

4. 0 3. 0 2. 0 

l F  

1. 0  

る地震桁重 I時モーメントから、長期iおよび短期設計用 1111げモーメン

トが得られ、各昔 ｉｉｾｾ の全塑性モーメントは、前節と同様、 ＨＸＩ 式で与

えられる。

骨組全体の終局強度は、塑性解析の種々の方法によって求められ

るが、ここでは、前節と同様に哀の崩域機構を見出し、終局強度を

求める方法、いわゆる仮想仕事法を用いる ? )

さて、 A の崩壊機構を見出すために、まず、 図ー 15に示すように、

柱あるいは、はりにのみ塑性ヒンジが形成される場合の各層の終局

強度を求め、位とはりの強さの関係を調べてみよう。ここで柱の

1I 1l 点高比Yj は、

y ，=0. 6、 y j = 0 .5( j = 2 、 3 、 ・ F - 1 ) 、 YF = 0 .4 

とし、また、はりの中間荷重の大きさを表す Y は、両極端を把催す

る意味て ) ' =0 および ) ' =1 とする。 図ー 16に、 10層骨組の解析

結果を示す。縦軸は 10層骨組の層位置を表し、横一軸は各層の終局祈

己係数 λ CR 、すなわち、図一 15に示すように、柱あるいははりのみ

にヒンジが形成されると考えた場合の各市ごとの終局強度と設計層

せん断力との比を表しており、 AgR
は位に、入品ははりにヒンジが

形成されるときの値を示している。これらの図よりわかることは、

・)' = 0 のとき 、常に λ ふ >λ ふである。

図ー 16(16) 

ここで、仮定(3) より、

Wr=  FSwL ( F  :  J fj数、 S : スパン数)

上式を( 16) 式に代入し、 QWj をMoで表せば、

Q町=十F S CBC( 1 一→Eβ

図一 14に示す地艮荷重H時寺の j J層晋の4住主およびはりのd曲担げモ一メント lは立、

反H山I臼l点悶比をU炉J とすれぱ、層せん断力の釣り合いから、それぞれ次

式で表される 。

2  - 3  多局多スパン均等ラーメンの終局強度

前節までに、許容応力度設計された l 層 1 スパン骨組の終局強度

を調べてきたが、通常の多層多スパン骨組の終局強度からみれば、

l 層 l スパン骨組の場合は一つの特殊ケースであることを指摘して

おきたい。これは、鉛直荷重に対してほとんど応力が生じない内柱

が存在しないことに主に起因する。

ここでは、各層の層高およびスパン長がすべて等しい F J 習S スパ

ン均等骨組を対象 とし、そ の崩壊機梢特性と終局強度について検討

してみよう。なお、前節で用いた仮定のほかに、さらにつぎの仮定

を追加する 。

(1) 各層の重量はすべて等しい。

(2) 地区荷量は設計用地渓荷重の比例』14荷とする。

(3) 鉛直荷重H寺および地震荷重H寺のa. IJげモ ーメント分布を図一 14の

ように仮定する。

図 - 14で、MF は固定端モ ーメントであり、 (4) 式で与えられる単

純ばりモーメント Moで表せば、

1  Yω1

2  

MF= - Moニ一一一

1. 5  12  

さて 、j J替の設計用層せん断力 QWj は、 Wr を全重

層せん断力分布係数とすれば、次式で表される。

)

 

7

 

l

 

(

 

恥 = ω j " Wr( l  - c j ) 乙=デ

)

 

G

O

 

--

、
1

1

1

1

1

1

'

h

、r

i

l

l

-

E

l

J

J

11 ] 一 引

ｍ ｾ］ 一万二 ｨ ニ Ｘ (  1  - Yj )  Ft C，J(  1  - c j ) 一

Y  

Mゐ= 1 1h = 8YJ Ft CB( l - L ) 竺

。 7

ｍ ｾ［Ｋ ｍ ｃｌ［ ＫＱ＠
Mω = ω 2 U刊 = 4  Ft CB[(  1  - yj ) (  1  - c j )  

)

 

9

 

l

 

(

 

' Y川 ( トcj +' ) ]竺

Y  

(j = l 、 2.... ..F)

ただし、( 18) 、( 19) 式て廿、現行の i兵! 立法を ft !定して、

( 注) 仮惣仕事法は明性解析の上界定理に属する万法で、手計算で行う場合に適している .

計算機を用いる場合は、下界定患に属する不等式法が機械的であり便利であろう .

Cj =  1  

としている 。

図 - 14に示す鉛直荷重時モーメント、および( 18) 、( 19) 式で与えられ
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F  
表 - 2

Combi ned Me c h 

k  

5 = 1  5 = 3  5 = 5  

F  t  = 0.5  t  = 1. 0 t  = 0. 5 t  =1. 0  t  = 0. 5 t  = 1. 0  

10 4 ・ 5 ・ 2 ・ 4 ・ 2  4 ・

9  3 ・ 5 ・ 2 ・ 4 ・ 2  3 ・

8  3 ・ 4 ・ 2  3 ・ 2  3 ・

7  3 ・ 4 ・ 2  3 ・ 2  2 ・

6  2 ・ 3 ・ 2  2 ・ 2  2 ・

Col umn Me c h Combi ned Me c h Be a m Me c h.  

5  2 ・ 3 ・ 2  
2 ・ 2  2  

4  2 ・ 2 ・ 2  
2 ・ 2  2  

図- 11 3  2 ・ 2 ・ 2  2  2  2  

2  l  l  l  l  

l  l  l  l  l  

10 F  
10 F  10 F  

8  

• C  ol umn Mech  

o Combi ned Me c h 

x Beam Mech  

8  

. C olumn Me c h 

o Combi ned Me c h  

x Be a m Me c h.  

7  

ら

4  

3  

1.0 

ｾ＠ Beam Me d、

図ー 18 ) = 0  

ĈR 

2.0 
1. 0  2. 0 

図ー 19

一一ー一一$ = 1  

一一ー- $ = 3

- - - - - - $  =  5  

C . =  0 .2  

C，= 1  

t  =  0.5 

3.0 

) = 1， t  = 0.5  

' y = l のとき、 λ ゐ、 λ ふともに上層ほどその値は大きくなり、

下層部を除けば、概して λ ｾｒ > λ ふとなる 。 これは、前述したよう

に、設計応力に占める鉛直荷量時応力の占める割合が大きいほど、

終局強度も大きくなるためであり、建物の層数やスパン数にかかわ

らず同じ傾向を示す。

以上の結果は、許容応力 l支設計ff 組め終局強度を求めるに当たり、

}j ) i . t ; ，担機怖として、 図 ー17に示すれ崩壊型、組合せ崩壊型およびはり

崩峻仰の 3 ｴ ＮＮｲ ｉｾｮ を、 Ｗ の大きさによ っ て考えればよいことを示唆し

ている 。 ( 図 17ては; 、崩撲機椛を形成するのに必要な塑性ヒ ンジ

しか記入されていないことに注立 ) はりの中間荷重が小さければ、

はりￌ￬ ｾｪ 土産機構、大きくなれば、組合せ崩峻機構あるいは柱崩境機構

を形成する 。

図ー 18、19、20はこのようにして求めた許容応力度設計骨組の終

局何重係数 ( 崩壊機柿形成時の終局ベースシャー係数と設計ベース

シャ ー係数の比) を示すもので、縦紬は骨組の層数F 、被軸は終局

桁重係数λ CR を表す。

図 - 18はγ = 0 の場合て¥層数F 、スパン数S 、層高スパン長比 t

にかかわらず、はり崩填機- h ' l t を j形成し、 AC R = 1. 15 - 1 . 22 となる 。

図 一19、20は "'1 = 1 の場合であり、図 - 19は t = 0 . 5、図 - 2 0は

1  =  1 のときの結果である 。図中、 ・印は柱崩壊機構、 0 印は組合

せ崩域機構、× 印ははり崩壊機構が形成されたことを表す。 また 表

- 2 には、柱または組合せ崩壊機榊が形成される層位置 ( 図 17の

k の他) を示す。y = l の場合、ほとんど柱または組合せ崩土産機構

を形成し、鉛直荷重による応力が大きくなるほど、すなわち F 、S

および t が小さくなるほど終局強度は大きくなり、 y = Oの; 場合と

かなり呉なる 。

これらの結果より、終局強度という1 UI.l i，から許容応力度設計骨・組

の特徴を挙げると、

(1) 鉛直事iI 霊時応力が きくなるほど、柱とはりの終局強度のパラ

6  

1. 0  

図 - 2 0

ンスが悪くなる 。

一一一- $ = 1  

一一ー一一$ = 3  

一一ーー- $ = 5  

2. 0 

C. =  0. 2  

Cj =  1  

t  =  1.0 

) =  1 ， t= 1. 0  

λ C R  

3.0 

(2) 小梁が架か っている楠町 ( y : 大) と小梁に平行な椛面 ( y : 小 )

は、通常互いに直交し、骨組全体の終局強度および崩壊機締特性に

方向性がある 。 したがって、許容応力度設計骨組の終局強度は、構

造計画にかなり依存すると 言 えよう 。

もちろん、これらの結論めいたことは、多くの仮定に基づいてお

り、笑|努にはさらに絞雑な問題が絡んでくるであろう 。 いずれにせ

よ、どのような塑性解析の方法を用いても 、許容応力度設計骨組の

終局強度を求める作業は、非常にや っかいである 。 しかし、設定さ

れた終局強度を保有させる設計、すなわち、塑性設計はきわめて簡

単であり、次節i にそれを示そう 。

塑 性設 計 の す す め

まず、 図ー21 に示す l 層 l スパ ンラーメンについて、塑性設計の

手)1頂を説明しよう 。この骨組の設計水平耐力は (a) 図に示すように 20t 、

はりには 2t / mの等分布利重が働くものとする 。 まず、はりの両端

に塑性ヒンジが形成されるとして、 (b) 図のような崩峻機構を仮定す

る。柱およびはりの必要迎性モーメントをそれぞれC およびB とす

ると、 C = B であり、層せん断力の釣り合いから、 C 、B がつぎの

ように求まる 。

4 C  

一一一 = 2 0

300 

一→C = B  =  1500 (  t ・c m)

つぎに、はりの塑性条件が満足されているかどうか、すなわち、は

り中間のモーメントが%I J . 性モーメント B を超えていないかどうかの

検討をしなければならない 。 これは( 12) 式を用いて検討される 。(12) ず

て。M
2
= B と置き、

ｂｾＲｾ＠ ｾ＠

であれば、はり中間にヒンジが形成され、そのときのはり端モーメ

ン ト和は( 11) 式でレM
2
= B と置いて、
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この場合、単純ばりモーメント Moは、

2  x  6
2  

Mo  =  - 4- 酌 m) = 18 0 0  ( t  .  cm)  

したがって、 (20) 式( l ，5 0 0 ;5;; 2  X  1  ，8 0 0 ) が成立し、この骨組では図

- 2 1(c) 図に示すiJ jl J i J 機椛が形成される 。それゆえ、 ( c) 図の機構に対

)

 

ーの
，

u
(

 

して層せん断力の釣合式を作れば、

一一( 2  C  + Mc)  = 20 

300  

この式に( 2 1 ) 式を代入して β = c と泣けば、

(  / 2  C  .  ¥ 

2  C  +  4  Mo  I  ，j 五了一 1 J  =  6 ，0 0 0  Mo= 1，800 

上式を解いて、柱、はり の必要明性モ ー メン トは、

C = B = 1，680 ( l ・ cm)

となり、この迎性モ ー メン トを保持し仰る断面を選べばよい。 もち

ろん、住については、制l力による創性モーメ ン トの低減を考慮する

ことになる 。

多用 多ス パン 什組でも、々え万は全< 1吋じであ り、 Qj をJ 層の設

計J!'1せん断力、んを府ts ， S をスハ ン数とすれば、 J 層のはり、 l勾

柱および外柱の必袋'1'11性モーメ ン 卜島、 c 、c は、J 層の層せん

断ブJ の釣り令いから、 図 - 22 を参!! (¥し て、; ) ( 式で与えられる 。

B J =- L ( Q J hJ + Q J + l hJ + 1)  

4 S  

1  _  1  

C j ニ一一- Qj ん、 C j =- - : - Cj  

2  S  -- - 匂 E ー

)
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はりの中間桁重によ って塑性条件が満たされない場合の必要塑性モ

ーメ ン トの修正は、図 - 22で示した例の場合と 同様に行えばよい。

詳しくは、文献( 1 、 6 ) を参照されたい 。

以上、盟性設計の概略を示したが 、塑性設計では音11材断面の仮定

を必要とせず、鉛直カと水平力を同時に考慮しつつ、単にカの釣合

方程式から必要断面が得られるのである 。 また、ここに示した簡単

な例地ーからも、 「塑性設計をすれば経済的になる J あるいは 「塑性

設計をすれば変形が大きくなる J などの偏見が塑性設計の本質とは

全 < I品j わりのないことがご理解し、ただけよう 。問題は製性設計用地

良和Illi をいかに設定するかであろう 。

10 0年に 1 回総j支の極大地誌 ( i数民) に対し、ベースシ ャー係数

が O.U t U立で許容応力 度設計された骨組が塑性化するのは必然であ

り、また、このような極大地ぷに対する建物の変位応答が、主に処

物の終局強度に依存することなどから 、終局強度を基準とする明性

設計法の合理性は明白であ?れ

最後に、棚僑諒| 噂士の論文の一昔日を引用抜粋して本析の締めくく

りとしよう 。

「鋼の械な塑性縦性 を有する材料で組立てられた不{ J 1iト定架附てーは、

力の釣合さえ満足する機な状況を巧ーえ、之に対して安全な機に椛造

物を設計すれば安全が確保されること 。 設計者は ｾｾＱ 性方位式のね Ｑ 雑

さから解放せられ、任意の仮定のもとに 1特定の場合の如〈力 の状況

を決定することが出来ることである 。只故後に附言 したいことは設

計者は側々 の設計に |努しては、不 ii 予定架椛の弾性方程式からは解j点

されるけれども、不! ' i - ' f f定力 の任意な仮定に当 って最もよき仮定をな

すために、不Mf定架怖の 'jlji 性純間内にある場合の性質が把握されて

居ることが必要であると 青 う'1'; である J
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前川( 司 会) まず最初に簡単に河村先生の原稿に対してアウト

ライ ンだとか、こういうふうなことをとくに 言いたいんだ、といつ

ようなご意向がございましたら、お話しいただけませんでしょうか。

• R C造からみて. . . . .• 

河村 それでは借越ですけれども、順番ということで、私から 簡

単にご説明させていただきます。

一応原稿ということで、ある佐度ページ数がありましたので、 ちょ

っ と構えて書いたところがあ ったかと思われますけれども 、趣旨は

非常に簡単なことでして、結局 R C建物て。はいわゆる終局強度的な

発想で見ていく場合に最も 注意すべき点というんですか、最も特徴

的な点を平易に記述しようと思 ったわけです。

その問題点はどこかと巾しますと 、基本的には、変形特性がいろん

な音IS材によ って変わ ってくるということなんです 。

終局 Ｑｾｈ 交の適用という観点からよく一般に 言 われますのは 、単純 塑

性理論的なアプローチなんですけれども 、それでは塑性変形能がほ

とんと' 無限大にいき得るという前提に立 っているわけですけれども、

残念ながら R C建物ではそういう理想的 な無限大の塑性変形能 を持

っているものというも のが非常に限定されて、非常に少ないわけで

す。一番端的な例は、 短 い住の明 断破壊とか耐震壁の努陸frli 皮駿とい

ったものが挙げられるわけです 。

そうい った事例は、地主主のμ 筈例とかそういうことで割合と 一般 的

に指摘されておりますので、できましたらそれを定量的に記述する

方法はないかと考えた 。

経験的に申しますと、 R C の短柱が 1，000分の 0 .5とかそうい った

オーダーで明断破壊を起こし始める 。 それから lfut ぷ笠で・1，000分の

4 からJ . ， OOO分の 5 ぐらいでやられてしまう 。 それから普通 の ，11，げ

降伏するような牧村ですと、大体 1，000分の 7 ぐらいから降伏し始

める 。 そうい った)l ln序があるんですけれども、そうい ったことをわ

きまえておかないと 、行目的に終局強度的なアプローチ 、それから

単 純1'11性理論的なア プ ローチ を適用するというのは非常に危険じゃ

ないかと思うわけです。

それで経験的に申しました先ほどの数値をもう少し法本的に、まあ

仮定は大胆ですし、モデル化も ;ij リ合と大胆なんですが、非常 にわか

りやすく ・・・・・私が勝手に J 号えてるのかもしれませんけれども、 一 応

飛躍の ないように追 っていただきますと、数字を当てはめたり 、式

の展開を見ていただきますと、なるべく飛んでるところのないよう

にというふうに心がけ て、ず っ と記述してい ったわけです 。

計算 ｦｾｊ を入れますと、も っ とわかりやすい の かもしれませんけれど

も、 ページ数とかいろんなことがあ りまして、それは今回は省きま

したけれども、具体的に、より興味のおあり の ) j は、実際に入れて

みられれば、経験的な iiJ lljt 仔IJ とか、先ほど rjl しました崩壊の臨 界歪

度、そうい ったものが大体出てくるんじゃないかと思 ってお ります。

まあ実際数字を入れるのが非常にめんどくさい作業でいありますけれ

ども、入れれば経験的なものになるということは大体チェ ッ クが終

わ っておりますので、日IJ に入れていただかんでもいいわけですカヘ
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一般的に説明す るためには こうい う形式をとらざるを得なかったと

いうわけです。

趣旨と内容の説明はそういう ことですが、ちょっと 補 足をしておか

なきゃならな い と思うことがございまして、それは主として地譲荷

重ということで水平力 を想定したんですが、がI民的な要素というも

のが対象にな るんですが、そのときに、その耐艮要素と して、柱と

それから耐震壁ー・・・ ・・まあ柱は短 いのと長いのといろいろ分かれるわ

けですが、そういったものしか対象にしなか ったという ことです。

一般に考えられますのは、鉄筋 コンク リート 、ラーメン構造ですと、

フレームということで、はりというものが当然対象に入ってこなけ

ればいけないんですが、現行の設計法でやられている| 浪り、スラブ

が一体として打たれていますと、はり単独の崩壊というのはあまり

生じなくて、そういう意味で、はりが弱点になるという震害例も少

ないということで、ここではそれを除いてあるわけです。井上先生

の原稿 を見させていただいたんですが、鉄骨ですと合性げたという

ことで、 R C スラブというものを 別物扱いにしますと 、割合とジャ

ングノレジム的なスケルトンといったものが表面に 出てきまして、そ

れで計算できるという 利点といいますか、力学的なアプ ローチも可

能なんでしょうけれども、鉄筋コンクリー卜構造物は私どもが実験

室でも笑験をやってますと、スラブのついているはりというのが、

いまの規準ではスラプの引張強度を無視しているんですが、スラブ

筋もございますし 、結局あれは一体にな っているんですね。ですか

らスラブがは りで保護されているといった、そういった 面内的にも

面外的にも非常に 剛で強度もある水平材にな っている 。 それで、そ

ういったものの崩壊性状を 検討することはもちろん必要かもしれま

せんけれども 、いまの大体一般的な建物としてはあまり考えなくて

もいいんじゃないかということで、まあ回りくどい説明になりまし

たが、そういうことで、 R Cのはりの崩壊というものは、ここでは

一切考えなかったんです。ここにもちょっと性きましたが、具体的

に耐謀設計ということになりますと、ここで扱いました一方向の荷

量 ・変形関係だけ、そうい ったものだけを資料にしてはちょっと不

十分なんですが、まあこれが一番基本になるということで、繰り返

しだとか疲労とかいろんな 問題は、これのつぎにくるべき 問題じゃ

ないかというふうに考えまして、一応基本的なことを系統的に記述

するということで、 一方向に限定せざるを得なか ったということで

す。

• S R C造 か ら み て ・ ・ ・・・・

司会 つぎは "S R C造からみて。と いう、南先生のお話を、コ

ピーを見せていただきながら 目・・ ・。

南 S R C のことについて 何かーということで 、 S R C の建物が

丈夫だという話なんですが、宮城沖地良でどんなことになっておっ

たかという例を挙げたらどうかというので、それで、少しは S R C

も問題となることがあるんですよ 、 というような話をまず書きたい

と思っております。

2 番目に、弾性設計法というのがどういう意味を持っておるかとい

うことについて、少し復習というか、鉄骨コンクリートの中心圧縮

を受ける場合の強度の問題について、ちょっとイントロダクション

みたいなことを書きたいと思 って いるわけです。

なぜかといいますと 、もともと S R Cのいまの設計体系というもの

についての理解をむしろしていただくことが一番重要ではないかと

忠、ったわけです。

こういう終局強度とか耐震安全性とかいうのは、 S R C 規準の付録

に大体示してありますし、それから 地震荷重案のところにも出てき

てますから、そういうところを見ていただけばいいんじゃないかと

思ったわけで、むしろ規準ができたころというのは、 S R C の持っ

ておる累加強度の意味というものをかなりよく設計者は理解されて

やってこられたんじゃないかと思つんですけれども、むしろわれわ

れの時代になってきますと、当然のごとく、あまり深〈意味を考え

ずに使われていくというようなことがあるんではないかと思いまし

て、いわゆる S R C の規準体系というのがもともと終局強度に基づ

いた体系であるということをもう一度説明 というか 、その辺を古い

てみたわけです。そんなことが三節にあります。

つぎに 、それぞれの鉄筋 コンクリートの持っている安全率とか鉄骨

の持っている安全率というものがどういう形に大体なるのかという

ような例をとる、たとえば単筋ばり、いわゆる鉄筋コンクリート部

分ですから 、通常の単筋ぱりというようなものを弾性設計で考えた

いわゆる短期許容強度というものと、実際の終局強度というものが、

どういう 関係にな っておるか、というようなことを一つは例を挙げ

る。

それから 曲げの柱については、もともと軸カのオーダーによ ってと

か、入っている鉄骨量のバランスによってと' の程度安全率が変わる

かとか、そういう 相関性みたいなものをお話ししたらどうかという

ことで、一つ例を挙げたわけです。

3 番目は、とくに明断設計なんですが、 1975年に改定されたわけで

すが、それ以前の規準というのは、いわゆる軸力と 1J11げについては、

理論的にも実験的にもかなりは っき りしてまして、いわゆる終局強

度に対する安全性というようなもの、安全率というようなものを; ' i I J

と評価 してや って おったんですけれども、明断についてはあまり終

奇強度という考え方にはなってないわけなんです。なぜかというと、

明断は非情- に理論的な評価ができないというようなことで、まあ明

断については何となく5 } IJ のような扱い方になっておったんですけれ

ども 、この聞の改定で、それをもっ少し曲げと同じくらいに終始-

nするような形で設計式を与えたというところに改定の意味があ っ

たと思いますが、まあそんなことで、明断破壊をする場合の安全率

というようなものはどうかという例を挙げながら、そんなことを担F

けばどうかと思っております。

もう一つは S R C接合部というのがやはり設計式としてかなり取り

上げられてきているわけで、そ ういうものの持って いる安全率とい

うようなものはどうか、というようなことをrm単に示したわけです。

曲げと剥lカを受ける場合については理論的なといいますか、計算を

主にして説明し、明断と接合音11については少し実験資料的なものを
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使って、このくらいになっておるんだというような話をしょうかな

と思っております。

• 5 造 か ら み て ・・・・・・

司会 つぎに井上先生、お願いします。

井上 鉄骨の場合は部材としての安全率といいますか、それ自体

は比較的はっきりしてますんで、要するに、形状係数倍してやれば

いいわけなんですが。ですから架構全体としてどういう強度になる

か、あるいはその強度にどういうものが一体影響してくるかという

ことをいろいろ書いたんですが、まあややこしいとさっきおっしゃ

られましたけれども、そう思っていただければこっちの思うつぼで

して 。 ( 笑声)

要するに終局強度を求めるといつのは 、まあ塑性解析の理論なり使

って求めるということは非常に厄介なんですね。それに 比べると、

ある、たとえばこういう終局強度で設計しなさいという 、その終局

強度を与えられた場合に、塑性設計… ・・その終局強度を持つように

塑性設計するということはきわめて 簡単なわけでして、一番書きた

かったのはその辺のことなんです。 まあ問題は、鉄骨の場合、塑性

解析なり塑性設計ができるための条件というのがいろいろついてく

るんですが、まあ一番大きな問題は不安定問題だろうと，思うのです。ー

いろいろ局部座屈とか横ー座屈の実験が大分なされておられますけれ

ども、大体、ラーメン架械が崩構機構になるときの変形というのは、

大ざっぱに言って 150分の l とか 100分の l ぐらいの範囲にあるわ

けでいすね。で、プレースが降伏するのは大体 400分の l 前後の変形

角で降伏しますんで、ラーメンに比べるとかなり早〈降伏とか座屈

を起こしてしまいますんで、まあ座屈する部材を完全に無視すると

か、あるいは座屈したあとの強度をとるという形に持っていけば、

終局強度というのは比較的簡単に、筋かいが入っても、求まるんで

すけど・・ 。

あと、仕ロとか接合音I1の問題はもちろんありますけれども、それは

部材の強度を十分伝達できるようにしとけばいいわけですから .. . 。

要するに合きたか ったのは、塑性設計というのは非常に簡単で、明

快で、よく言われておるよつな経済性とか、それからあるいは変形

が大きくなるとか、そうい ったものというのは全然その塑性設計の

本質とは何の|謝係もないんだといつことを言いたかったわけであり

ます。

司会 新耐誕の変形制限抜けというご意見はかなり強いですね。

井上 とくに小屋組の工場建家とがですね

司会 一体何の意味を持っているのか 、 というような意向が、学

会としては相当強いですね。建設省は何とか入れようとしているよ

うなんですけれどね。

井上 地誌のエネルギーというのは相当、極大地震というものを

考えても、バランスのいい設計… ・バランスのいい設計というのは、

要するにはりと柱の強度比がバランスのいい設計ということをして

おけば、局者I1的に変形が集中しなければ、建物を倒すようなエネル

ギーは本来ないんです。終局ベースシャーが 0. 3程度あればでレすね。

集中するから、コロコロこけるわけだと思うのです。

まあいろいろ大ざっぱな仮定を泣いておりますんで、むしろ私のほ

うから、こうい った仮定というのは妥当なのかどうかご批判をいた

だきたいと思っているんですが・ -。

建物全体の終局強度を考える場合には、どうい った崩壊機構になる

かということが一番問題なわけです。それは要するに、はりには必

ず中間荷重というものがあるわけですけれども、そういった中間荷

重による応力と、それから水平力による応力の比によって大きく左

右されるんだということですね。これは 40年も前に棚僑先生がすで

に言われていることでございますけれどね。

- 塑 性 率 に つ い て ・・・・・・

司会 いま 3 人の先生からいろいろおもしろいお話を伺 ったんで

すが、それぞれわれわれのほうから対象としてお出ししましたのは、

いわゆる材料別でのいわゆる塑性設計の考え方というテーマでいお願

いをしたわけですが、非常におもしろい、少しずつやはり見方を変

えてお書きにな っていただいておるので、いま非常に相補性といい

ますか・・・ 3 人の先生が同じよ 7 な視点から{ ! } かれますと何ですけ

れど、結局それぞれの持っておる材料の特性を非常にクローズア ッ

プしてお書きいただいておりますので、 3 つの論文ともなかなか特

色のある読みごたえのあるものになろうかと思うのでございます ，

その前に、何か編集委員のほうからご質問する点がございますでし

ょうか、いまのお話にからみまして 。

横井 私も全〈実務レベルのほうから妙なことをご質問するのは

恐縮なんですけれども、一般の設計ーでは、審査などを受けます場合

に、大体塑性率というんですか、まあ問題になって皆いろいろ論じ

ておりますけれども 、いまお話がありましたような部材の変形能か

らで寸ね 、鉄骨にしても崩話題機構が100分の l とか 150分の l という

ような場合もあるわけですけれども、まあ一般に 言われている塑性

率というのはほんとにどれぐらいの意味を持つのかですね。建物全

体としての降伏変形に対する変形比率みたいなもので言われている

わけですが、そういう終局強度的な立場から見られた場合に、ああ

いう評価の仕方には何かご批判はないんでしょうか?

司会 その前に、ちょ っ とそれを補足させていただきますと、地

艮荷重の 中に、 R C の耐震壁の多い壁式のもののダクティリティ

ファクターが多分 2 であ ったと思うのです。 で、ごく標準的な R C

が 3 だったと思うのです。 S とS R Cが 5 というのがちょろちょろ

と書いてありましてね、 「という意見もあるけれども、ここでは定

義するのはやめた j と書いてありますね。おそらくその辺の数値が、

一応どの辺の変形能に対して決められたものか・ ・・・ ・・。

現実に、今度の新耐謀を見ましても、 Ds が0. 35から 0. 45 とかね。

というのは大体夕、クティ リティを 5 前後に見たということに当たる

わけですね。 それについていかがなものでしょうか?

井上 超高層なんかではよくダクティリティ， 1 2 以下におさえる

というような …・・・ おさえられておるようですね。 ダクティリティ、

2 というのは、・鉄骨で言 うと多分まだほとんど崩峻機械は形成して
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ない状態だと思います。

河 村 わたし思うんですけれど、規準・ー・・ ・耐震設計法なんかでも 、

μ を要求されて るんですか ? いわゆる各種分科会がありまして、そ

れに諮問が下って るんですか? ところが明確な答えが得られないん

だそうですね。

結局そのμ というのは 、先ほどおっしゃいました通 り問Ij 性を調盤す

るために 200分の l にす るとか 150 分の l にしろとかというそうい

う要諮と 同 じよう な性質のものじゃないかと 思 うのです。結局天下

り的に決めざるを得 ないようなものなんですね。

それで笑際にわれわれ笑験をやっているものから、そう い うものを 、

と言われても、即答できないわけですね。

もっと大きく言えば、たとえば民度をどうとるかとか 、入力をどう

とるかというのも 、エ イヤッと決まっている要素が非常に多 いんだ

と思いますが、それと 同 じように μ というものも決めなければなら

ないというか 、上か ら要求されて出すというふうな感じのものでし

てね 、必ずしも物性と して、あるいは 力学特性として 明石在なものが

あって出てきた 、下からの積み重ねでできたものではな いような気

がするのです。だから 、どちらを優先させるかの問題だと思うので

す。

司会 先ほど井上先生お っしゃ ってました不安定になる機構です

ね、たとえば耐艮壁ですと 1，000分の 4 ですか、ぐらいいきますと、

もう急、激にガシャツとくずれていきますですね。それでひび割れが

そのパイリニアに考えましてね 0 ・・・・・ いや、パイ リニアじゃ ・ ー少し

の1'11( . f を考えたんですがね。考えてや りましても、ひび湖lれモーメ

ントが起こりますときに、 10分の 1 ( c ぐらいのところであ って、

1，000分の 4 でもう お しまいだとすれば、グクティ リティ ・ファク

ター というのは 1. 8 ぐらいにな りますね。だから惜の大体 2 という

のはええとこゃなと、ぽ〈思うとったんですけれどね 。 ｉｾｪ にちょ っ

と，; l'  i) ーしたことがあるんです、そうしたら 1 . 83か何かそれぐらいな

数寸: になりましてね。だからそのダクティリティというのも、純日空

の場イ干と、フレームが入 っている場合とはちょ っとまた逃いますね。

それから鉄筋の入る共合によりましても、本当にi l ' ii 峻につながる、

つながらんという問題もございますね。あま りよけい入れてもあか

んらしいんですけれど、先生のほうのご研究によると 。 2 % かそれ

以上ぐらい入れてみても 、あまり初j 来はないらしいですね。逃いま

す か ?

河 村 符iI.!i 0 .3% ぐらいでわれわれ実験をや っているんですが、

それを 1 点何% ぐらいに上げても、圧縮クラスでこわれるようなモ

ードの場合ですと、まあ多少はア ップしますけれども、自に比えて、

というようなものじゃないですね。

井上 ただ、崩壊機構ができたら建物が即倒れるとか、ネガティ

ブのスロープが出たら建物がすぐ倒れるというものじゃない。地μ

力というのは持続的にク '/ とかかるものではないですから 。

- 終局強度設計法…・・

司会 話はちょ っ と飛躍しますけれど 、いまから 10数年前に学会

の講習会か何かあ りました ときに、坂i母子雄先生にいわゆる塑性設計

がなぜできないんかということを質問した ことがあ ります。笑は壁

の性状が よ くわからんのが大きな決め手であるという お答えをいた

だい た記憶がいまだにあるんですけれどね。その当時 ・ まあかな

り進んではまい りました けれどね。だから壁が入ってくると、いま

ことに 同 じ壁でも、南先生の仙台のやつでも、窓の形状て‘ ンアスパ

ン比が変わってくるので、奇数の自の柱が結論的に壁が引きつって

しもうて、現断破壊型になってますね。横に出入口 のあるところは、

おそらくあれをプ ロポーションで見ても 2 をこえとるようなやつで

すからね。

ところが、学会規準で、問IJ 域や って計算せいとか何 とかや っており

ますが、いま現実に学校の教科書に出ているような、極端な窓があ

いておるt }:例ですと 、剛域入れて計t } : できん ことは ないんですが、

実際われわれが実用にやって いるようなやつを剛域入れてや ったら、

コンビュータ一、ちょ っとしたものでも、もう入らないんじゃない

んですか。

それで今 日はある 人 とも話したんで-すがね、そうすると 、それがあ

ったらいかんから、そこのところを目 地切れとかね 、 ( 笑し、) ス リ

ッ トを入れろとかね。ほんまにそれ、ええ方向へいくんかなと、話

しと ったんですけれど。

まあいいこといく場合もあるでしょっけれどね、終局にい ったら剥

くな っていくこともあるでしょうね。応力集 中を起こさないような

分布であればね。何でもかんでも |削減計算に入れんといかんとなれ

ば、まあ危ないものについてはそれはやらないかんだろうと足l、いま

すけれどね。だからその辺のところを現笑の建物を終局強度設計法

にも っていくとすると、結局政維なところの局部破壊をどういうふ

うに評価するかという、また新たな 問題もあるような気がするんで

すけれどね。

横井 笑際の建物ではそ 7 いつ問題はものすごく出てきそうには

思うんです。だから柱の紬庄の評fiHiなんかでも仮に間仕切壁がちょ

っと途 中についたら、設計計算だけの l在圧が入っているかどうかと

いうのは疑問に思 う。

司会 その前にぼく思 ったんですけれども、どうもいまの計算の

仕方にちょ っと短絡的なところがあるんじゃないかと思いますね。

なんかフレームか何かをといた応力をすぐに断面決定に結びつけて

しまうでしょう 。 ところがもうちょ っとマクロにいまのものを 一応

組〈解析しましてね、今度はそ の局書11だけまた取り出した解析をし

てそして断面を決めるというふうなやり万をとれば、全フレームに

わた ってコ ンピューターがバン クするような剛域をとるような必要

もないんじゃないかと思うのでhすね。たとえば、これもマクロ的に

比て、ここの部分は要するに現住 ｊｲ 変 ｊ ｦ ｾ が 主 になるから、ここの部分

は剛域巧えまし ょう、と 。ここのところは、大まかに見まして、 現

断変形主にならへんから、まあフレームと巧えましょう、というこ

とで、理11. < 解いてしま って、で一応その応力も分担のメカニ ックを

よL まして、それから今度はそこだけ非常に複雑なものだ ったら、イ守

| 浪要素法で局音11的にや ってみて、それから断面を決めるとかね、も
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う一つク ッションの入れ方をや っていくと、もう少し合理的な設計

ができるので応力解析、つぎ、すぐ断面決定でしょう、あの辺に 何

か… … 。あの手法をや っている限り、終局強度設計法をや ってみて

も、うまくいかんファクターがよーけ出てきよるような気がします

ね 。 いまの ｾ Ａ ｩ ｛ 性設計でもかな り 無理があるわけですからね 。

井上 塑性設計はそういうふうにな っているわけですね。で相互

との釣 り合いで、どんどんつくってい って、そして断面をそれで決

めて いきゃ いいわ けですから 。まあややこし い部分があれば、そこ

だけまず取り 出 してミクロにやればいいわけですから 。

司会 現実にいま笑用計$ ' ) : でやられているのは、そういうやり ) i

はしてませんね。

井上 いや、塑性設計ではいま前川さんが言われたようなやり方

になるんですか。

司会 ええ 。現実にね 、いま弾性設計法ですから 。ですから 、そ

れを 扱 う方の側に習慣的になっている計算方法をや りかえんといか

んということはあるでしょうね。 いまの手法と 閉 じまんまで勝手に

仮定して 、終局強度設計法へもっていくのには、その解析方法もも

う少し変えていかなきゃいかんという点はごぎいますでしょうね。

井上 ええ、塑性設計というのは、要するに解析は要らんわけで

す。

司会 ああ、破壊の機構だけを決めていくわけですからね。

井上 そうです。応力解析というものはもともと存在しないわけ

です。

司会 それにちょ っ と疑問 もあるんですよ ( 笑い )。

- 現 設 計 法 の 反 省 ・ ・ ・ ・

南 ただ、いわゆる、いまの設計法というものを考えてみたとき

に、具体的に、構造計$'):ruトというものを見たときに 、計算苫ー 1ilfr が

どんな比率で構成されてるかということなんですよ 。準備計算があ

りまして、それから、応力解析 ・・・・・・最近はコ ンビューターか何かで

ダ ッと出てきますけど。

あと、断面設計でどれだけ ついているかとい ったら、もう、ちょ っ

とて-すね( 笑し、 )。 当た ったとしても、はりと柱ぐらいの鉄筋の本数

しか 出てない。鉄;l' j -でも、 H }杉か、 O K 、柱 O K 、で終わり、と 。

そ ういうやり Ji が問題ではないかと思 うの です。

もうちょ っと別の言い方をしますと、いわゆる構造力学という体系

が、ものすごくスマートにものすごく進んで、ある意味では来過 日

たという 。それは一つの学間体系でも ってあまりにも進み過ぎてし

まって、具体的に断面設計とか断面解析ということがついていかな

いという、そのギ ャッ プがあり過ぎるんじゃないかと思 っているわ

けです。

たとえば応力解析の話をしますと、いわゆる立体解析 もできますよ 、

軌カ曲げ拘断 も入りますよ、すべて解きますよ、ねじれも入ります

よと、こういう 応力計算を 出すわけです。

そ) . L で具体的には、たとえば、軸力と 二軸 曲げの問題てe具体的に設

計されるんですかということになると 、途端にもうつながっていか

ないわけです。 しかしそこに f直が出てますから、ほっとくわけにい

かなし、。 どうや っていくのかというと 、どこにも具体的に普かれて

いなし、。二輪曲げ明断という 、明断が入 ってきたらどう当た ったら

いいのかという - 一。非常に落差があり過ぎるんではないかと思う

のです。

そういうことがあるもんですから、以前のときには、そういうこ

とをひ っ くるめて 、構造設計とはいかにあるべきかということが常

に念頭にあ ったんではないかと 思 うのです。

いわゆる具体的にず っと最後まで持 ってきたときに、ここのレベル

でこれだけのことしかできないということをよく理解してお って、

では応力解析ではどうやるべきか、荷量はどう拾うべきか、そうい

う全体のシステムというものをとらえて各部を当た っていたという

か、作業というのは進められていたんではないかと思うのです。

具体的に被害が起こりますと、 何が大きいものかというと 、局部の

欠陥なんですよ 。たとえば、ある意味で 、その勢断破墳なんていう

のも 、あれは局音11の破壊だと思うのです。ああ い うことが起こ り得

ないかなんてことは全然わからなか ったわけじゃなくて、知ってた

けれどあま り気にならずには っておいたということではないかと思

いますね。理屈を考えれば、それだけの勢断応力が出てくるという

ことはありますし 、具合が悪いですよということもすでに S R C規

i惨などにはうた ってあるわけですからね。だから短柱化するという

のも、ある意味で局苦11的な 問題を処理しきれないんではないかとい

うように思 って、そういう感じがものすごくしますね。

このことはプラク チカルなことをおやりになる 側 でも 問題かもしれ

ませんし、われわれの研究者のサイドでも、いわゆる 断而向平和? なり

そういうものを具体的に手際よくやっていけば良いかという資料が、

あまりにも少な過ぎるというか、それが非常にいつも 問題とな って

出てくるんじゃないかと，思うのですよ 。

司会 たとえば S R C規準をかなり ・ .. これは南先生もや ってお

られるが、私の勉強不十分なんかもしれませんがね、たとえば柱の

断面設計法に 3 つあるわけですね。・・・ 田・・ ところがあれ、使い } i がま

ずいからかしれませんけれど 、あれ 、H鋼の柱には適用で きるんで

すが、ところが十字の柱にむりますと 、ちょっとあの辺のところの

谷聞 を、これは設計者の判断でどうても ・・ 要するに累加強度式の

もとを心得ておれば、当然使える範囲があるんですけれど 、あれだ

け読んでたら、なんか使えないような規準にな ってます ;/";)' 0

南 全くそうだと思います。本文に上 が っているのは全く基本的

な問題しか上がってませんからね。本来その辺をどの桜j支出lめてい

ただけるかということが、設計の良否じゃないかと思 ってるんです

けれどね。

司会 ですから規準舎というのは薄いほうがいいんで、笑際設計

者の解説はうんとあ ってよろしい、と 。規準は少なくて、後はもう

設計者の判断によればいいんですけれどね。

南 鉄骨構造なんかですと、ジョイントとか柱脚 とか、そう い う

ものをきち っと設計者が計算舎に普くという習慣がも っと出てくれ

ばいいんじ ゃないかと思うんですね。いわゆる構造設計というのは、
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なにかというと 、柱は りのメンバーだけ決めれば設計でき たんだ、

あとはいわゆる鉄骨加工業者がやる こ となんだ、とかね。そのディ

テールはほかの 人が決めるんである 、 と、こういうような こ とがか

な り当た りまえのような格 好になりつつあるんではないか と思い ま

すね。鉄筋 コンク リートだってそうで、はりと柱だけ決めて おけば、

接合音11はもう 適 当にやってくれるでしょう、と 、こういう ようなこ

とで、すね。

司会 硲かに 南先生の おっしゃる通 りで、われわれもや り始めた

ときは 、鉄骨なんてのは 大体接 合昔日の設計だと再々言われてたんで

すけれどね。

南 そういうことが教育のおもなことなんだと思いますよ。それ

がいつの 間にか、計算書を見ても・ ・

谷尾 材料が単純にな ってきたからね。

南 それが非常にまずいんじゃないかと 。

司会 背は トップアングルで リベ ッ トでやりますからね 、結局チ

ェ ックせんと、安全を保証できん 。 もうやるとこがい っぱいあ った

わけです。いま は もうダ.イヤフラムをビーと通しといたら カが伝わ

るという仮定を置 いてしもうてますから、ほんとに 接合部の検討は

非常におキ且末なものですね。

横井 初歩的な話で考えてみましたら、そういう解析の手段なん

かが非常・に答易にな って、安易に f変われるようにな ったために、非

常に複雑な全体の骨組やら形成ても 何 でもできる、というような、

この設計系統全体が一 一デザインから含めてですね一 一それが結局

そういう結果にな っているような気はするんですけれどね。解析さ

えできれば何 とでもなる、と 。

- 局部的変形能… …

南 ぽくの感じでは、もう一つ 、変形性状に対するチェ ックとい

うのはいままであまりなか ったわけですね。たとえば D1直法からで

もいいから、実際の渓度に対してどのくらい相関変位が出てるかと

いうようなことを計算する 人はほとんどないでしょう 。

谷尾 許容応力 j支が決ま っているから、ある程度の数字というの

は出てきてますね。だから 、強いては当た ってませんけれども、鉄

骨の場合、ときどき当たるんですが、それでも許容応力度以下だ っ

たら、ほとんど関係 ないんと違いますか?

南 まあ関係ないというか、いまの考え方とい うのは 、それをひ

とつ飛び越えていこうとしているわけですね。 いわゆる強度設計ば

かりや っていて、その変形についての考え方があまりなかった 。 そ

れが慣習化 されてないのにそれを乗り越えて、さらに今度はもう少

し塑性変形というものまでいこうとしているわけて4 すね。 その辺が

逆に、 何かこうやっておけばいいんだろうということになってくる

のが非常にこわいというか ・・・・・ 。

たとえば、最近聞いた話なんですけれども、要するに純フレームで

あれば非常に 耐震性能がいいというような便法にな っているわけで

すね。鉄筋コ ンク リー トでも、壁をつけたらまずいということにな

ってまして 。 そうすると具体的に 、それが逆用されましてね 、計算

上、 柱とは りのバランスをとるときに、は りをちょっ と弱 くして お

くとか ね。で、これはは りの降伏型ですよ 、 という よ うな こ とで設

計されてく る、 というような話を 聞 きます け れど ね。

むずかしい こ とをや ったからとい って、全く 内容 的に は同 じではな

いかと い う、逆にむずかしい計算をや っている から、 より 安心 だと

いうことが慣用化 されてくることが、図っ た ことでは ない かと思 い

ますね。弾塑性解析 みたいな こ とをやった 、お 金もか けた、だから

安心 です よ、 というようなことに なってく る と、な んか逆行 してる

ことにならないかと い う気は す るんです よ。

話を 前に返しますと 、少 なくともその 断面設計の とこ ろで、その層

としてのダクティリティとか変形はいくらかなんていうことは非常

にむずかしい 問題だとしても、少なくとも局部的に どれだけの変形

能力が期待し得 るかといっ、局音11的なダクティ リテ ィみた いなもの

をきちっと 接合部な り部材のク リテイカルな部分で保 証できるよう

なディテールを考えるべきではないかと 思 っているんです。少なく

ともこれだけはいけるでしょうという、まずその 辺の 目安 を立て る

べきではないかと 思 うのですよ。

いわゆる建物全体としての保有耐力はいくらかということも重要か

もしれませんけれど、その柱まわりではどうか、はりまわりではど

うか、 ということと同じように 、局部的にここでどれだけの変形能

力を持ち得るか、どの辺まで鉄筋も切れずにコンクリートもこわれ

ずに変形し得るかという、そういうことがまずチェ ックできるよう

な体制ができれば、全体の建物がどうかなんていう こ とは別 にして

も、まずは何か保証し得るようなことができていくんではないかと

いう感じがするんですがね。

国 定 義 の 問 題 … …

司会 最後に定義の問題をお聞きしたいが、弾性設計法とはどう

いうことなのか、塑性設計法とはどついうふうに定義したらいいの

か、終局強度設計法とはどういうふうに定義すべきなのかというこ

とについて先生方のご意見を 聞いてみたいと患いますが。

南 アメリカですと、いわゆる 言葉が違いますね、まず。 たとえ

ば欽筋コンクリートだと ul t i mat e str engt h des ign ということにな

ってますでしょう、 A C  1 コードなんかですと 。室i ! J ; : 骨ではプラスチ

ック ・デザイ ン とな ってますね、その辺がどういう意味合いの差が

あるかということがまず…・・ 0 ・。

司会 弾性設計法は割合一般 の読者でも理解しやすいと思う ので

す、使 っておりますからね。 そのいわゆる塑性設計法と終局設計法

と、どの辺をも って一応の定義の差が出てくるかて'すね。

河 村 塑性設計法というのは結局完全 ｾｪｩ￭ 塑性的な復元力特性を持

っていて、で降伏後w _ 性変形が無限大にまでとれるというふうな仮

定が成立するようなものを対象にする設計法じゃないでしょうかね。

井上 それは設計強度との関連もありますからね。

河 村 しかし、理論体系としては 一応 、いくらでも変形し得ると

いうことにな ってますね。現に* ! l ! 材でやるときなんかですと、 l幽Z容

は無限大になるんですね。
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井上 まああれは集中して考えますからね。

河 村 まあ有限の長さを設定すれば有限の曲率になりますけれど

も、しかし単純塑性理論的なものをアプローチとすれば、塑性変形

は無限・…・ まあ無限というと語弊がありますが、半無限、と 。

それから終局強度設計法というのは、変形能がいろんなランクがあ

る、脆性破話題するものもあるというようなね。そういう色とりどり

なものを踏まえた上での ・・・・いわゆる終局というのは、最大と考え

ていいのかもしれませんけれども、そのときの荷重を対象とする設

計法じゃないでしょうかね。

ですから、鉄筋コンクリー卜なんか、塑性設計というのはちょ っと

むずかしいじゃないかと思うのです 。だから終局強度的な、 ul t i mat e

st rengt h というふうなことになるんじゃないでしょうか。

司会 井上先生は … …

井上 そうですね、いま河村さんがお っ しゃ ったようなことだと

思うのですけれど。

終局強度設計というのは、本当はご っつうむずかしいんでしょうね。

終局強度が何ぽかというのは途中でこうなる部材も、落ち込む音11材

もあれば・・・・

司会 だから 一番白政後にお詐きにな っておる倒的先生の一文が非

常に意味があるということですね。

弁上 そうですね。

司会 いや、ぼくはそうじゃないかと思 って読んでたんですけれ

どね。 えらいうまいものをも ってきは ったなと思 って・ ー・・・ 。非常に

あのところは、 古元後にぎく っとクギを刺してはりますのでね、いい

ものをも ってこられたなと思いながら読んでたんですけれどね。

最後に今度は無責任きわまるご質問を申し上げますけれど、大体日

本で終局強度設計法が実用計算として定着するのは、大体いつごろ

ぐらいになるとお与えで舟ございましょうか。

井上 まず基準法が改正にならんと、どうしようもないでしょう

( 笑い )。

司会 そう遠い先であるような気もいたしませんね。

南 さあ、ねえ - 少なくともいわゆる学会のレベルというか、

もともと弾性設計法というものに対しては、直したいという気持ち

は、だれでも持 っておられるのではないかと思います。 それはいわ

ゆるストラクチュアの持っている耐力自身がきち っとした形でt f I J え

られないという、それをいわゆるきち っと評価 したもので設計とい

うものを行いたいという、そういう方向というのはやはりだんだん

出ていくんじゃないかと思うのです。

司会 大分時間 も予定より超過しましたが、これて‘ 終わらせてい

ただきたいと思います。どうも今日はありがとうございました 。

と き 昭 和54年 7 月13 日( 金)
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あらゆる鉄鋼構造物をお届けしています

次々に誕生する起高層ビノレ一一 ここにも、

川崎重工のヒツレ鉄骨カ可史われて、安全性を支

えています。川崎m. 工て、I; J : . 、工場建屋などの

一般鉄' 白からAii tfJ JMピノレ鉄骨まで、あらゆる

欽' 1' 1' を手がけています。

鉄の構造物を通じてゆたかな社会づくりに

貢献したいと願う川崎重工は、欽' 自にかぎら

ず、自IJ 業l 世紀の1mに培っt..:$iIt広L川鉄構技術か

を駆使して、| 時代の要求・に応じたあらゆる

鉄鋼附造物をお届けしています。

ヒツレ欽付や大型橋梁の製作 ・建設、次代の

エヰJ 崎:'- 1 : して期待される LNGやLPGなどを

貯蔵する低iaタンク、ノJ<I"J 可ーや鉄俗、煙突など、

その製品群はｾに幅広いものがあります 。 また、

他事業部門の技術 t 手を結んで、各種プラ

ン卜の建設に参加し、海洋構造物やロケット

のfJ l立発射設備を製作するな E、l時代の一歩

先を見すえたi市動を展開しています。

ri 本般の川重」とまでL、われる優れた基礎技術

を基盤に、これからも、 川崎亙工 I;J:. ¥¥鉄構

技術。にみがきをかけてまいります。

・鋼管矯造 ・一般鉄骨 ・橋梁 ・貯槽( 球形

タンク、貯槽タンク、低温タンク) ・煙突・水圧鉄管

・水門扉 ・ベル トコ ンペヤ・特殊構造物

( 高炉、海洋構造物、ランプウェイ ・ギャングウェイ

コンテナークレーン) ・その他

圃J1110奇重量ヨニ

鉄構営業本部

〒 105 東京都港区浜松田T 2 - 4ー l

世界貿易センターピル

T E L  ( 03) 435 - 2971 ( 大 代 表 )

支 l苫/ 大 阪 T E L (06)  344 - 1271 

営 業 所/ 札 幌 T E し ( 011 ) 28 1- 31 31  

仙 台 T E L (0222)  61- 3611  

名 S 慶 T Eし (052) 201 - 6451 

広 島 T Eし (0822) 22 - 2222 

福 岡 T E L (092)  27 1- 8555  
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. スノ f イラノレ筋を

、筋，日! ! ! りに交差状に巻き 、岐点

を.j".[j lLi 存岐 しています ので、すぐれた梢

造性能が得られます 。 ・- R した品質管理と機械

的な継手、定者法の保用により、構造物の信頼性を高めます 0

・|削性が高〈、鉄骨なみの自立性があります。 ・現場作業を少なくし、配筋

作業を簡略化しますので、、工事の省 力化、 工期の短縮が可能です。

ｾ神声製鋼

IR立鼠筋的使用に 闘し てIl / t 打昭太郎氏より実用新京高 1031647号旭町実施1平時む畳 11ていま す.

神戸本社/ 干651 神戸市葺合区脇浜町 l 丁目 3番 18号 含 ( 07&) 251- 1551 

東京本社/ 干 l ∞東京都千代田区丸の内 l丁目 B番2号{ 第一鉄鋼ビル) f t (03) 218- 7111 

大阪支社/ 干541 大阪市東区備後町5丁目 I ( 御堂筋ビル) 宮 ( 06) 206- 6111
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現代の構造設計に

豊かな可能性をひらいた

G コラム

写真左= 久保田鉄工本社新館

t量計/ 日建股骨十 下は鉄骨架構

基 準 ス パ ン 18 鴨 600 X 18m600 

写真右= 三周囲際ピルヂング

I l t 肘/ 三菱地所下は鉄骨架情

48  

G コラムは、大きな荷重を小さな柱断面で支え

る厚肉の高張力鋳鋼管柱です。柱 ・はり接合部

に強剛なリ ングスチフナーを 一体的に突出した

G コラムは 、節点剛性に最も高い信頼性を有し、

大荷重や大スパンの構造にすぐれたメリ ッ トを

発揮します。 また G コラムは 、はりの取付角度

が自由で、柱に断面方向性がないので、計画へ

の適用範囲が広〈、より自由な構造設計を可能

にしました。

G コラム柱は、いま、低層から高層までのさま

ざまの分野で巾広〈活用されています。

久 保国鉄工稼 式 会 社

本社鋳鋼営業部

大阪市浪速区船出町会22 T E L  648- 2292  

東京本社鋳鏑営業部

東京都中央区 日本橋室町3- 3- 2  T E L  ( 03) 279- 2111 

圏



〈デンカ C S  A } は. コンクリー卜 のT行命(I"J な欠陥とされていたひび主IJ れを川| 卜するとし、て， I・

本必! . 築wに任'i "持をも ってj ! J ! えられました. ては，いったいどうしてひひ'，IIIJ れを |山iI て万る の

C S Aは，イ jJ火・イ i こう・ボーキサイト のがViX，化イ干物であり . セメン卜に泌111jit

イ干して/ ド手11すると. エトリンガイ卜 ( 3 Ca O・AI :ゴ0 "・3 Ca S O ， ＧＳＲｈ ，， Ｐ Ｉ という針 ｾｫ ｴＮＧｩ ，Ｇ， ｉ ， を多 ＱＱＱ

にノ1:成します. この品川11が次第に IJ .比i七して，コンクリートの{ 凶化川に '1:ずる微車111なすきまを

うめていくために， ｊｉ ＡｬＮ舶を ｉ［Ｉｪ ぎ ， ひび Ｇ ， ｉｉｉｊ れをｼ山 ｩｉ する ｦｾ Ｑｉ を米たしている の です Ｎ またエト

リンカ 。 イトの ｩｾｽｊ き ｉ ｊＺ， C  S  ａ のキ Ｑ ｛ＱＦ比中合変えることにより 司 ＺＲ ，Ｑ ｩ ｊｊＮＡＧｴ Ｇ Ｑ ー や ｉｗ ｉ ｾ Ｇ ｉ ，［ ， ［ｲｴＡＧｴ ＧＱ など の Ｑ げ Ｑ Ｚ を

もたせることもできます. エトリンガイ卜 の こ のＧ ド Ｑ Ｚ ＱＧ｛合平 ｉｊ 川 して ｃｓａ フ ァ ミリーを Ｑ Ｑ ト ｊ Ｑｾ ，

他物やプールなど の私体!ψ t<， ，:':j'; !111主ヒューム杭 illji )，:キ昨築物， グ ラウ卜 Ｑ Ｚ ・ ｊｾ ，軟剥 ｊ 也燃の強

化， ヘドロ ・ ，［Ｈ知従来物 ｼ山ｼイヒ ｾ ｦｩｬ Ａ ａＧ Ｑ など Ｎ さまざ ‘ まな分野て Ｇ Ｇ￺Ｇ ｕｊ を ＱｕＧ ， ｰＺ ，

札幌営業所 川見市中央区南一条 西4 干060 T E  L Ol J  - 281- 2301  

長 野 営 業 所 長 野 市 緑町1605- 14 干3ω T E L 0262- 26- 4281

渋川営業所 渋川市八木原町東479- 1 干377 T E L 02792- 2- 1411 

秋田 営業所 秋田市中通3- 2-44 干010 T E LOI 88- 34- 0501 

相土・特殊i良和材営業部

東 京 都 千 代田区有楽町ト4 - - 1 干 100

電話 03- 507- 5368

支l苫・大 阪

大阪市北区得図卜 12- 39 干 530

電話 06- 344- 1301

横浜出張所 横浜市中区梅山通2- 8 干231 T E L 045- 212- 3784 

仙台 出張所 仙台市一番町2- 8- 15 干980 T E L0222ー 78- 2355

広島 出張 所 広 島 市 上 八 丁 雛8- 10 干730 T E L 0822- 28- 1517  

間給出張 所 間総市丸の内10-27 〒7ω T E L0878- 22- 0039 
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杭の水平抵抗

尭 天 義 久

福井 賞

1. はじめに

建築基礎の分里子では、ひと昔前までは、高層ビ

ルといえば事務所ピルであり、地下室を設けるの

が普通であ って、杭基礎の水平抵抗については、

枠別な検討を加えていなか った。政近では高層住

宅のように、地下室のない大規模な建物が多くな

っているが、とくに埋立地なとe の地盤沈下が生じ

る地域では、基礎スラプの底面と地盤との聞には

多かれ少なかれ隊問ができる結果、建物に作用す

る水平力は、すべて杭に伝達され、杭の7 ] < 平抵抗

のみに車員ることになる 。

学会;規準" では f 1. ノ'J <平カをうける杭 について

は、杭の応力がその許容{ 直を超えないよう検討し 、 合い条件により杭の曲げモーメント、杭のノ'J<平抵

かっ杭が全長にわた って回転または繍移動するよ 抗を求めることになる 。 この方法は地盤反カ係数

うな地盤の破綾に対して十分安 全であることを確 の代わりに定義が明確で、 1也盤の強さが用いられ

かめること、 2 水平カをうける杭については、

その変位が上部精道に有害な影響をおよぼさない

こと」にな っている 。

水平力をうける杭の設計については、土木精造

物と建築精造物との If r I にかなりの差がある 。つま

り土木構造物には、高架道路などのように水平変

ている点が特徴である 。

3 . 水平載荷試験の実施例

打込み杭の水平載荷試験の実績は非常に多い; }

無音無振動工法としての埋込み杭、埋立地 におけ

る地中障害物の除去および打撃回数低減を目的と

位が決め手となるものが多いのに対して、建築物 してアースオーガー掘削後の打込みキえ、および先

は平面的にコンパク卜なものが多く、基礎の水平 端部を拡大したがしを打込んだ場合などは、地盤の

変位によ って設計 が左右される場合が少ないとい ゆるみや、杭と地盤の聞に隙間が生じ水平抵抗の

えよう 。

2 . 水平力をうける杭の設計法

杭の水平抵抗に| 刻する研究は、ほとんどが土木

構造物への応用を念頭においたものであるため、

杭の水平変位の予測に重点をおいたものが多い 。

また地震時の地盤の挙動、地盤とがしの相互作用な

どについては十分に解明されていない点もあるが、

現状で、は震度法による静的な水平抵抗の問題とし

て取り扱 っている 。キ1i . の水平抵抗に関して、従来

から多くの解法が提案されているが、

①変位が問題となる場合はチ ャン( Chang) の方法

①変位は問題になるが、比較的大きな変位が許せ

る構造物で‘ はi都汗方式

①変位が余り l問題とならず、がしおよび地盤の破壊

荷重を知りたい場合はブロムス( 8r oms) の方法

などがあ って、使い分けられているのが実状であ

ろう 。

チャン式は、地盤を弾性体と仮定し、梁の鏡み

方程式を適用したものであるが、実際の地盤を取

り扱うには、十分とはいえないが、公式の筒{ 更さ

のため多くの技術者に親しまれている 。チャン式

における β という値は、長さの逆数の次元をもっ

量で、つぎのように定義される 。

β ｾ Ｈ ｫｨ Ｎ＠ B/4E f! y. 

kh : 備方向地盤反力係数

B : 杭幅

E : 杭材のヤング係数

1  : 杭の断面二次モーメント

β は杭の曲げ剛性に対する地盤の相対的な硬さを

示しており、通常0 .2 - 0 .7
m

- ' 程度の値である 。

kh値は固有値ではなく、深さ、変位によ って変化

する数値であり、杭幅によ っても変化するといわ

れている 。

kh の求め方としては 、

①杭の水平載荷試験により求める方法

笹》也盤 の弾性係数から算定する方法

但〉経験により求める方法

などがあるが、実杭の水平叙荷試験を行 って、設

計上着目する変位盆とそれに対応する荷重から kh

を求め、総合的に判断することが必要である 。

プロムスは、水平力をうける枕を長い杭、短い

杭に分け、それぞれの場合の破壊形式にもとづい

て、キ1i . の水平抵抗を計算し、降伏しない範囲では、

チャン式により変位や応力を算定する方法を提案

している 。粘土地盤の場合は土の非排水せん断強

さを、砂地盤の場合は受働土圧を用い、力の釣り

低下が懸念される 。 これらの場合について、筆者

らが行 った水平載荷試験の結果について ζ 紹介す

る。

水平i 1 ¥X 荷試験杭の概要を 表 ー1 にまとめて示す。

T "  T 3、T 3 は打込み後、杭と地盤との隊問に

T ，には現場マサ土を、 T 2、T 3 1こはセメントミルク

を充填し 、充填前後に水平叙荷試験、自由 ・強制

振動試験を行 った。p ，は打込み後、砂を充填した。

S ，は普通のストレート杭で打込み工法によるも

の、 S2 はアースオーガー掘削後打込み工法による

ものである 。 また P2はベントナイト液を用いて掘

削した後、埋込んだ杭である 。図 ー 1 にP 2を除く

各杭の設置状況を示しておいた。

これらの杭の水平載荷試草食の結果、つぎの諸点

が指摘できる 。

(1) *fi. 頭荷重 ~変位曲線 ( 図-2)から、充填材の

効果は大きく、セメントミ Jレクの効果は著しい 。

(2) 変位 ~備方向地盤反カ係数の関係( 図- 3) か

ら、 kh11直はつぎの関係にある 。

S2> T 3> S ，>T 2> P ，> T，> P 2  

(3)  1/β までの範囲の平均N値と khの関係図" ( 図

- 4) から、充墳を行 った場合は、埋込み鋼管杭と

比較しでも、充填材が杭と地銀との隙間を充分お

ぎな っているものと考えられる 。 また設計上、許

容ノk 平変位盆を 1cmとみる場合、打込み杭とほぼ

同等の khilii を採用してもよいと忠、われる 。

(4 ) 振動試験の結果 、聞有周期は充填前後でかわ

り、充板材の効果は認められた。

4 . あとがき

以上、杭の水平抵抗の考え方と試験の概要につ

いて簡単に 記述したが、これらの試験の結果は単

杭でのものであり、群杭の場合の取り扱いや、各

種工法杭の場合、静的i l l X 荷試験と振動実験との相

| 苅性などについては今後の研究によるところが大

きいと考えられる 。神戸ポートアイランドで実施

した試験の一部は、日本住宅公団関西支社 により

行われたものであり、関係者に謝意を表するとと

もに、本稿が何らかのご参考になれば幸いである 。
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建築 と社 会/ 1979年 8nr; - 51 



杭先端は P ，を除き、間端型である

ffi. No.  枕 極 4え の 形 状

ア ー ス オ ー ガ ー

施工場所

または充填材

T ， 
鋼 He 上部直径ω 9 .6m m、下部5ml正直径711 .2m m  現 地 上 充 場

T ， 
鋼 杭

上 伺 じ セメノトミ Jレク
神

戸

ポ

T ， A. C杭( C樋) 上部直後6∞m m、下[ ¥i l 5ml正直径70 0 mm セメントミ Jレク

ト

A. C.t Je( B租) 上郎直径ω Om m、下部6mli 直後60 0 mm 砂 充 t揖

7  
p ， 

イ

ラ

S ， 鋼 #e 直径 812. 8m m ノ

ド

S ， 鋼 杭 直 径 飴O. 4m m

ア ー ス オ ー ガ ー

直径 700m m

P ， P. C杭( A種) 直後 ω Om m

ア ー ス オ ー ガ ー

大 阪 市 内 |  
直径 700m m

鼠験杭の概要表 ー1
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機器の選択 る物体( 壁、床、什器すべて) が放射している赤

外線エネルギー( 温度 ) を常に監視している 。侵

建物の精道や形状、周囲の環境など現場に必も 入者 ( 人rm) が讐戒範囲に入れば、今まで監視し

6 0  

最新の防犯装置

中 井 利 治

適した機器を、信頼性、安全性、経済性、耐久性

などの面から十分検討したうえで選択することが

望ましい。

1 . 信頼性

防犯装置は常時待機体制lにあ って、いざという

ときはじめて動作するものであるので、使用実績

を考t m' するとともに、余裕をも った機種を選ぶこ

とが信頼性につながる 。

2  警戒方法

{a}建物の周囲を管戒する 。

侵入者をいち早 〈キャ ッチし、被害を未然に防止

できる 。 { 赤外線式、 'i l.t i.皮式 )

(b)出入口 ・通路 ・:容を讐戒する 。

( 赤外線式、各種スイ ッチ)

(c) 金庫室など重要な部屋全体を警戒する 。

( 赤外線( 受 [QJ 型) 式、超音波式 )

以上 3 点の警戒方法が4号えられる 。 これら 3 点

の警戒を設定すれば万全な軍事戒体制といえる 。た

だし、建物の構造や形状、あるいは周囲の環境に

より、すべてこれら 3 点の答戒が設定できるとは

限らないので、 1兄助に適した合理的な方法をとる

ことになる 。

本稿では、宇宙開発や医学そして軍事面でその

応用技術が目ざましく進んでいる赤外線技術( パ

ッシプ ・インフラレ ッ ド方式 ) を応用した最新の

防犯装置「スペース ・センサー」について紹介する 。

多重立体警戒防犯器 “パル二 y クス 1 0 W"

この装置は、宇宙工苧技術 (衛星ロケ y 卜に搭

載されているサーモメー夕、サーモカメラなど) 、

計測技術( 放射温度計など) 、医学分野 ( サーモグ

ラフ イ、サーモピ ジョンなど) にも使われている

高度な赤外線技術を防犯装置に適用した、最新の

ものである 。 (写真 1)  

この方式 ( パ ッシ プ ・インフラレ ッ ド方式と 言

う) の防犯装置は、現存する各方式( 超音波式 ・

写真 1

防犯装置は、近年エレクトロニクスの技術進歩 電波式など) の防犯器をはるかに超える多くの有

とともに、性能が飛脇的に向上してきた。 平IJ 性をも っている 。

エレクトロニクスの技術を利用した防犯センサ ( 1 腹入者が傍受することは不可能である 。

ーには、赤外線式、超音波式そして電波式があり、 (2制確な妨害方法を工夫することが困難。

その需婆は年々 I首加しており、防犯対策上有効な (3) f 也方式の防犯穏に共通する陣害( 空気の動き、

方法として機器の認識が深ま ってきている 。 しか 音、ノイズなど) に影響されない。

し、機絡の選択や取り扱いを誤ると、機総はうま 1  動作原理

〈動作せずに、不信感が高まり、防犯という目的

が透せられないことになってしまう 。

この装置はセンサーと受信機によ って構成され

る。センサーは箸成範囲 { 50m
2

以下の部屋 ) にあ

ていた物体の温度と著しく異な った温度をセンサ

ーが感じとり、 信号を受信機へ送り出す。受信機

はこの信号 を警報として処理し、威かく周のベル

・ブザー ランプなどを動作させる 。

2. 特長

(1) 1 台で約50 m
2

の部屋 を監視する 。(図 1)  

図 1

(2 )西日線はセンサーだけで、光線などはい っさい投

射していないので、光軸合わせが不要。

(3)警報i時!日l は30秒間 ・5 秒間選択式。

(4)受信機にセンサーが 4 - 9 台I目設できる 。

(5) l 1 X り付け、自己線も容易。

(6)火災答報にも役立つ、 。 ( 火災発生時の;急激な温

度上昇をキャ γ チ)

3. 仕様

答戒範囲. 約50m
2

までの部屋

警報・泡チブザー( 約80ホン ) ランプ、無氾圧綾

点出力

警報時間・ 30秒間 ・5 秒間の選択式

入力屯圧 : A C100V 50/60Hz 共用

出力屯圧: DC 12V. 300 mA  

消V ( 1tJ:力・ 4 W

停' ，，[ i保隊専用のバッテリー( 月IJ 7e) で 1- 4 時間

{ 史FI l i i T能周囲温度 : - 10"C - + 50'C 

型式認可番号 : マ91- 13983

4  システムア ップ

答成地区数の多い場合、つまり使用するセンサ

ーが数台~数十台になる場合は、多チャンネル豆J

の受信機の採用をお勧めする 。(写真 2 )

霊童

三三

民 . .  ・x

. . . . .  鴎

写真 2

5. 設置場所

デパート ・スーパー ・銀行 ・信用金庫 ・庖舗 ・

"f; 校 ・美術館 ・博物館 ・画廊 ・研究所 ・病院 ・倉

庫・事務所 ・ホテル ・そして住宅などに設誼でき

る。

( なかい としはる 竹中エン ジニ7 リング工業kk版先促進主任)
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フォームポリスチレン断熱材はその製法によ っ

て 2 つのタイプに大別される 。一つは金主l 内にビ

ーズを充填し蒸気加熱した融着 l求型ボードで、他

の一つは抑止l機で溶融発泡した押出成型ボードで

ある 。前者のピーズ融着ボードにエスレンボード

が属し、後者の押出ボードにスタイロフォーム、

カネライトがある 。

エスレンボードと押出ボードの物性を較べると、

同じポリスチレンの発泡体であるので、ほとんど

変わらないが、エスレンボードは粘りがあり折損

しにくく、i l . 及水性がより少ないのが特 jえである 。

またモルタルやコンクリートの付者性を良くする

ために、打ち込み用のエスレンボードは F め工場

で祖国f J f J 工を施している 。

建材用としてエスレンボードのグレードは JI S 2  

号品が専ら HI いられている 。 E なる物性を表 1 に

示す。

表 1 エス レンボードの物性 3 . 床 の ネ ダ マ ッ ト の 施 工

施工材料の頁

6 0  

フォームポリスチレンを

用いた施工例

中 野 英 治

1. エスレンボードについて

! f i 日 lli f立 l 号 2  f }  321 FB 

W; IJt kg/ m'  30 25 20 27 

圧 紛 強 度

( 5 %歪)

2. 3 1. 6  1. 1  2. 2 
kg/cm'  

曲 げ 強 さ kg/ cm'  5 .7  4 .6  3. 5 5. 1 

耐 熱 性 ℃ 80 80 80 80 

熱{孟司事 事事

( 0  'C)  

0 .027 0. 028 0. 030 0. 028 
Kc .  Q/ mh 'C 

ホ蒸気透過率 g/mhmmHg 。∞12 O. ∞16 O.∞20 O. ∞14  

日 且 水 彩 g/ 1∞cm'  0. 13  0 .14  0. 16  0. 14 

写真 1 内断然の打ち込み工事現場

2.2  貼付工法

エスレンパネルをコンクリート打ち上げ後、壁

面に接着する 工法である 。不陸を調査をし平滑に仕

上がったコンクリートの内壁面に接着剤を格子模

織に塗り付け、 一 方ベニヤとエスレンボードを貼

り合わせた被合板のエスレンパネルにも同様に接

着剤を塗付し、十分に気乾11寺JII lをおいてから上下

左右に隙r : aがあかないよう突き合わせて貼り付け

る。内装はクロス仕上などが行われる 。 なおエス

レンパネルにはベニヤ、木毛板、石fi' ボードおよ

びアスベストとの貼り合わせがある 。

床断熱材としてフォームポリスチレンの成型品

で和室用およひ' 洋J l IIJTI のネダマ y 卜がある 。 コン

クリートスラプのィ、陸をモルタルのダンゴで制盤

し、レベルを出しながら敷き並べる 。

2 .  R C構 造 の 内 断 熱 施 工

2.1  打込み工法 4 . 屋 上 断 熱 施 工

ｾｴ［ｴＮ住宅供給公社および民間企業で建設されてい 近年 US D工法すなわち屋上断熱工法が盛んに

る住宅、ピルに多くの実績を .{.i している 。 その施 行われており、エスレンボードは F B グレードで

工のほとんどは内断熱の同時打ち込み工法である 。 31鳴訴が日本住宅公団で採用されている 。サイズ

すなわち室内IJ!l J のコンクリート型枠にエスレンボ

ードを F め隙J i aなく敷きつめ、釘付けをしてから

型枠を組み，' 1 . て、コンクリートを流し込んで直接

コンクリー卜と圧去させてしまう工法である 。仕

上げの一例として、予めコンクリート内に埋め込

んだ木レンガに校本を打ちつけ化粧合板を取りつ

ける 。

54 旭僚 と社会 / 1979年 8 月号

は 910' %. X  910 引である 。 この工法は最上階のス

ラフ ・ の防ノ ｊｾ 層の上に、アスフ ア ルトを流しながら

エスレンボードを貼り詰める 。 そして、その上に

コンクリー卜保護層を設ける工法で、外断熱工法

である 。 もちろん、従来通りスラプと同時打ちす

るスラフ下の内断熱工法にも多くの実績を有して

いる 。

写真 4 屋上外断然の工事

5 . R C構 造 の 壁 画 の 外 断 熱 の 施 工

壁面の屋タト側にエスレンボードを、コンクリー

トと同時打ち込みの方法と後で接着剤入りモルタ

ルで貼りつける方法とがある 。 いずれもエスレン

ボードは片面にアリ滋加工を施している 。外装仕

上げは綾目織りをした耐アルカリ性ガラスクロス

をモルタルで塗りこめながら施工する 。 2 - 3 週

間lの養生期間i をおいてアクリルゴム系塗料または

リシンで塗装を施す。

事工

幽

閉断

A

外
引

酬

写

の
宅+ヱ

4

1

 

4

Z

沼木

戸
。

エスレンボードにより家の外周りをスッポリ包ん

でしまう工法である 。すなわち屋椴は里子地板の上

に、壁は軸組のタトイf!l J に、床は恨太の| 自1にエスレン

ボードを隙1mなく貼り付けていく工法である 。 ラ

ス下地板は不要であり、壁内は充填断熱工法と紫ー

なって中空に保たれて乾燥状態におかれており、

エスレンボード肉体も吸水位、日及j益性がきわめて

低いので断熱性能の低下および木材の腐食などが

ない。

7. その他

エスレンボードをサンドイツチにしたエスレン

化学位および木造住宅の洋間床下用断熱材として

アンダーマ γ 卜があり、普及している 。

( ♀かのえいじ 積水化成品工業 K K技術部参事)



- 中国を訪ねてく 6 ) 一一王相群
京 市 代 lAにも選ばれている 。 ルが ー ｾｾ日剥落したとのこと 。 ＱＹ ＵＹ 年に峻工し、

・故 符 . ＮＺ［ｾＭ山 総 京 が ns Mn の 案 内 を 申 し 、'il 侍の卜大建築の 一 つ に 数 え ら れ た こ の 雄 物

北京回想

出てくれる 。 王 府 弁 大 通 り を 二 人 で 歩 い て い も 年 々 尚 ま る 時 代 の 要 求 に は 追 い つ け ず、 も

ると問、j 1 . 駐大阪総領恨 に ば った り 出 会 い 、 お う一 つ 近 代 的 設 fliif を1.' f つ大波紋美術館の建設

互 い に び っ くりする 。 許 税 の 払 に 、 間 後 並 み が 必 要 と 陳 さ ん は 活 る 。折 り し も ア マ チ ュ ア

2 週 川 の北京討lFィ宝も夢 の ご と く 過 ぎ 、 い よ

いよ 8 月2211 午 前10時の中間] J ' ; 航機で- 上海へ

向 かうことにきま りま した 。

の と 外 公 。 ( 祖父、父 } J の 祖 父 以 外 への敬称) 彫 塑 展 と 家 具 や 円 川 品 の デ ザ イ ン j長 を 開 催 中

と 挨 拶 す る よ う 幼 い お 孫 さ ん i主に教えられた の館 内 は ｩＨＧ ｾｕ の強況だ っ た 。

の に は 恐 縮。 近 い 11 の 再 会 を 約 束 し お ))11れ す ・歴 史 博 物 館 一 一ホ テ ル が 渦 室 で 神 戸 か ら の

旧知1や 新 し い 知 己 と と も に 過 ご し た 北 J;r で

の ' 1:. ;，[ ; や古I l ll の 街 並 み が 、 懐 か し く 脳 裏 に 去

米 し ま す。 すでにレポートした事柄を除き、

旅 行 メ モ を た ど り な が ら 振 り 返 って見ること

にします 。

る。 二 人 の お 孫 さ ん の F をリ |か れ た 総 領 事 に 客を 一 人本11部 屋 に ど う か と Illl かれ 、 名前 を尋

は ミ 好 々 爺 " と い う 言 葉 が 全 く ぴ ったりする 。 ね る と 従 弟 の 問 j童生君 。 今 fnl の旅行で、は川口1

1¥1 続的でなく、京阪神の格( 高速から慈父のよ せ ぬ 出 会 い が 多 く 、 令 〈 不 思J殺なくらいだ 。

うに慕われている総領 Ｇ ｊｾ で弘もお ｵ 土品にな っ し ば ら く し て 大 き な 荷 物 と 太 鼓 を 一 つ他えて、

た 一 人 だ が 、 路 上 で の 母 巡 は 全 く 夢 の よ う だ 。 陽 焼 け し た 顔 の 彼 が 入 ってきた 。係 族 や 恰 尼

・天 庖 交 易 会 参 加 の た め 友 滋 賓 館 滞 (1: rl' 新華 ｉＧｾ ｲＮ占などで建築規範Ｈ基準法Ｉその他 族( 雲南省の少数民族) を訪ねての帰途で、太

のや1' 1' の 文 啓 財 君 が ひ ょ っ こ り ホ テ ル へ。 の ｉｉｾ 符を購入 。 帰行はその目立い包みをどうし 鼓 は 千 里 の 民 族 学 博 物 館 へ 寄 贈 す る と 言 う 。

絡 に Ｇｉｬ で天庖へ行く 。 木 ｩｩｅ 架椛の ｾｉｉ ，ｾＧらしさ、

内人の禿れた干11恐 に 改 め て JJ 見中日。 ちょうど大

f'l!. 寸i のィi 11 を 広 範 聞 に 補 修 中 だ った が 、 か け

が え の な い 遺 11'(，: の 保護 も若' A に進んでいるよ

うだ 。

て も 下 げ て く れ る と 芦 う o ｉＧｾ＠ Ｑ［Ｑｾ で大分時川を 2  11 後 の 円 附 日 に 彼 と と も に 天 安 門 前 の 歴 史

とった が 、 天 安 I"J を通 って欣 日 へ 人 り 広 大 な 博 物 館 へ行く 。駆けl E に近い参観だったが、

敷 地 を 北 へ一 直 線 に 通 り 抜 け る こ と に す る 。 西暦 132 年 、 東 漢の i時代 に汚' 袋された 地 震 計

じっ くり参観する 11院がなか ったが、玉座や300 の 様 型 の 前 で し ば ら く 立 ち 止 ま る 。 飽 の 11 か

年 前 の 大 時 計 な ど を 見 た 。 裏 I"J を出るとすぐ ら娃の 11へ務ちる玉の' 尽きと落下点から人体

・友 お 賓 館 一 一天 恩 兄 学 後 文 君 の ホ テ ル へ 行

く。 民 族 形 式 の 立 派 な 建 物 で 環 境 も よ い 。 た

正 而 に 炭 山 が 姿 を 覗 か せ る 。 元 仰 の 頃 に は 小 に感じぬ微弱地＼ｉ ｾｊ とその Ｉｊ 向を察知したと言

さな丘だ ったが、その後幾星霜にわたり! こを う。 全体をじ っ く り 見 る た め に は 少 な く と も

だ し 郊外 な の で タ ク シ 一 代 は 嵩 む そ う だ 。 ofI ね、樹を結え、 1兄(E の 姿 に 変 貌。 人工の山

こ こ で 文 君 と 同 級 ( 神 戸 中華同文' 予校) の である 。 夕食後、 20l: k年 前 日 本 か ら 1. ' f ち帰 っ

武 Iltl リ! 君らに会えた 。 第 一 線 級 の 通 訳 と し て たという ( 1伝 '11 に 乗 り 州 路 に つ く 紛 君 を 見 送

円本 で も お な じ み の 賛 君 は 、 ( 1妥 がt( 1 えたと る。

は ､ え幼￮ｊ三ｈｬ ｊ の Ｑ Ｑ￮￮Ｉｾｾがそのまま伐 っ ていた 。 数 日 後 に 彼 か ら つ ぎ の 11 附 11 の 案 内 もとい

校友ばかり ｾｉＧ 5 名 で北 京 飯 lJf へ li' j か い 夕 食。 う' .' 0 : ぷをもらう 。 外 科 医 と し て 述 円 i ?Hi 5の身

政おがここのノ'1<紋 子 と ア イ ス ク リ ー ム が 美 l味 と李先' J : : から 1mいていたので、その友↑ Jtには

し い と 胃 う の で 料 想 は 程 h に し 水 紋 子 の 大 厳 令く感激したが、 J'l- .i : ! : に深謝し休獲を勧めた 。

りを注文。 一 同 懐 旧 談 に 花 を 咲 か せ る 。 ・北海公園・ f方腕飯山 思 い も か け ぬ HI 、11.

・阪和l国 一 一午 前 中 の 見 下 を 終 え 昼 食 中 、 た さんとの j盤遁後、早速外交古11より r印有年国外

またま同席した東京著書偽の洪縦成氏から匝(i 平[1 基 本 建 設 処 処 jえと領事I n l の子炉月佳交史がホテ

図 ま で 歩 こ う と 誘 わ れ る o *、F 凡 先 乍 宅 へ 招 ルへ兄え、大阪総領 Ｇ ｊｾ 館建設への協力にあ ｦ し

侍 さ れ て い る が 5 時、ドまでならと、念のため 鄭ｾｅＺな謝砕を述べられたのには全く恐紛した 。

カウンターへI l i] い合わ す。歩 い て な ど と ん で J)II えて川、| 正大使( すでに大使としてアフリ

もない、と言う 。 一応タクシーで、 山 姥 し 、 帰 カ 赴 任 が 決 定 ) 失 Z と の 任 食 会 へ 紹 待 し て い

りはあ; f I rを) t i . ることにした 。 近は延々と続き、 ただく 。 お IU' 訴にな った の に ま こ と に 巾 し わ

北 京 大 宇 前 を 通 過 し て や っ と到. j " J 。北 広 市 丙 けない次第だが、 S官庁夫人にもぜひお会いし

北 端 の 凶 直 門 か ら で も 約12キ ロ は あ る と の こ たいので、ごf l . 芯: に甘えイi 難 く お 受 け し た 。

と。 健 脚 家 の 洪 さ ん も さ す が に 諭 め 、 タ ク シ 北 海 公 園 内 の 山 絡 あ る 料 亭 ミf方牒飯庄々で

ーを待たせる 。 お元気そうな 111 半ご失 E と久し振りにくつろ

Irリ廊は j是々と万寿山重量まであt き、数えりj れ いでお，iR しができ 、JRに 少 中 で 次 々 に 述 ば れ

ぬ ほ ど の 欄 11日の絵を眺めながら歩く 。 万 s I IJ た、zi 尽な料開の ) J は よ く 党 え て い な い が 、 丙

山頂 で 昆 lリ! i / ; ) ] を望む絶景を 卜分 に 地fiE してタ 太后が好んだ、 ミ小 筒m-- ( 小さな粟のパン) 、

クシーへ反ると、若い運転予さんは教 科 ｉＧ ｾ を メ ロ ン に 似 た 昧 の と l伶街瓜今 が 印 象 に 残 る 。

/l fl いて勉強中 。 待 ち 時1m約 111寺Il IJ 平 を 含 む 往 健 康 に 儲 怠 す る よ う に と の 温 い お 言 必 と 身 に

復 35キ ロ ほ ど の 'I i 代21元 ( 約2400円 ) は洪さ 余 る 款 待 に 感 謝 し て 赴 任 IIIJ の 多 忙 な ご 夫 妻 と

んと折、ド。 お訟で予定通り J府 者 で き た 。 お 別 れ し た 後 、 山 処 i止 ら の 案 内 で 公 園 内 を 散

・紅 綬 ・鼓 峻 ・鎚 竣 パ ス で子炉先乍宅へ陥I 歩 。 長 ｈ ｦＯＯｬＱｊの閉鎖からや っ とＯｬ ｾＱ 放されたばか

かう途中紅撲の ｩ 請を通る 。 旧北京大学図，Ｇｾｦｩ￭Ｇｩ り の 北 海 公 園 は 欣 7さのすぐ袋似IJ に位置し、そ

で、 Jf 年 時 代 の 毛 主 席 が 勤 務 さ れ た 1I1緒 あ る の先生を速く ＹＱ 吐紀に遡る 。 山上の ￭ｬｾ 答が湖

木造J i l l 築物。 大 規 模 な 補 修 中 だ っ た。 パスを l而 に 美 し く 映 え る つtwv- で は 、 清 い カ ッ プ

降りると主主桜や鐘楼が見える 。 ホ テ ル の パ ル ルがポートを浮かべ、湖岸に点化する亭、 fi

コ ニ ー か ら も 遠 望 で き る こ の 古 百11の風物詩は、 殿、 l矧には多くの 市Lt i 主の延l い の 姿 を 見 る 。

さ す が に 歴 史 の 主 み を ず っ しりと感じさせる 。 ・美 術 館 翌中iJJ 、 李 !Kv.:. および王旭、 fnJ 錦

銭 峻 に 近 い ヲド先生宅では校友の紛同1変13 と I，!ij Ｇ～ｾとともにホテルとすぐ目と 鼻 の先の美

20政 年 振 り に 再 会。 1li: にも少年WI の l而j拶がそ 術 館 を 訪 ね た 。館内を限なく' 袋内して下さ つ

の ま ま 残 っている 。 外 科 医 と し て 人 躍 がJ' I- く、 た隙松タ氏の ［ｾｬ￭ では、光年の ｉ 也援では大した

その謙虚で誠実ーな人柄から政治協尚会J設の北 被立.: = はなか った が エ キ ス パ ン ショ ン昔日のタイ

1 週 間 は か か る だ ろ う 。

・国 際 倶 楽 部 ・斉家 図 公 寓 ・大 使 館 街 外

交ｾｾｾ国外基本建設処に勤務する粁い建築家楊

存 11)/ 氏 の 案 内 で 、 ま ず 国 際 倶 楽 ml を訪ねる。

20000 即を 趨 す 広 い 敷地 内 に (E伺 外 同 人 の た

め の 初 々 の 施 設 が 設 け ら れ で あ る 。 近 年 外 国

人の激 ｴＨＱ とともに ｉｾ ｉｉ 均 等の収容ＩＩが 川凶 とＡ日 ｩ

く。 つ ぎ の 斉 家 図 公 寓 は 15階 挫 の 外 交 I¥・7 ン

シ ョ ン。 エ レ ベ ー タ ー の 扉 が 正 耐 と 11' rtu にあ

り、) J 持予口の方へも出入りできる 。 こ こ で 外

交行施設の符J l ll 者 張 予 後 氏 に お 会 い し 、 一 緒

に三 宝屯の大使館街へ向かう 。 い ろ い ろ な デ

ザ イ ン の 外国 公 邸 が 並 ぶ 閑 静 な 環 境 を 一 巡し、

ちょうど空家だ った 大 使 公 邸 を 見 学 。敷 地 は

2000余 坪 、 延 べ l面積2200即 で 、 さ す が に ゆ っ

た り し て い る 。 外壁の豆砂平Ili 先 い 出 し に つ い

て 錫 さ ん に 尋 ね る と 、 解 放 Ji iJ に 日 本 か ら 教 わ

った 技 術 だ と い う 答 え 。

旅 行 メ モ に は ま だ ま だ い ろ い ろ な 思 い 出 が

， ｉｾ き止められています 。 北京の路地 り ｬ 、相同作

を 歩 い た と き の こ と 、 王 府 井 や 友 諸 Il'fi /g 、 前

川 Il' fi 防 衛 な ど で の 買 物 、 久 し 振 り に 数 J"j 囲 碁

の T' 合わせをした阪大同窓貰ー弘 11) 1［ｪＧｾとの出会

い な ど ・ 。

11 本へ反り、ある友人から万 'I!. の 長 城 へ 行 け

ず 残 念 だ ったでし ょ う と 君 わ れ ま し た 。 しか

し払は、市民 j主の lりl るいぷ' t . ' i lこ篠し、 (.J 倒せ

ぬほど多くの人々と胸僚を/ l Hいて，1ft り合えた

今 InJ の 北 京 滞tt は、 la良の機会に恋、まれ、全

く幸j ' ! I f だ った と し み じ み 思 う の で す。

ある商底の入口一一前門高庖衡にて

控需 と社会 / 1979
1刊 川 口 55 



日 影 図 ・ 日 影 時 間 図 の 描 き 方 と そ の チ ェ ッ ク 方 法 ・ そ の 2

検討点( 格子点) における日影時間の求め方

今回は日影 l侍1m図作成の第 l 過程である 、日 ! ! 官図必による 日影図

問の求め方について述べることにする 。

ここでは、 日影 時1m図の作成に焦点を合わせ、建物周辺に設定し

た格子点での 日影時間を求めることを目的とした i寅習としているが、

任意の地点での 日影時間を正確にしかも簡単に求めることができる

この方法は、規制線上 での日影H寺聞のチェックや 、完成した日影時

IM1図が正しいかどうかのチ ェッ ク等、日影規; / l IJ に対処する 2主務の随

所でそのまま利用できる日影検討方法の基本とも 言 う べ きものであ

る。

ここに述べる方法そのものは 、以近広く普及しており 、実際に試

みた経験をもっ読者も多いことと忠われるが、本方法が日影検討に

欠くことのできない重要なものであることを再認識した上で、本演

習をぜひ試みていただきたい 。

演 習 2 ・検討点 (格 子 点) における日影

時 間 の 求 め 方

〔問〕 北緯35度の住居地域に建つ図 1に示す建築

物 (演習 1 と同ーのもの) により、建築物の周辺

の日照検討面上に設定した 4 m角の各格子支点が、

冬至の日に日影となる時間帯並びに、 1 日の日影

時間数を求めよ 。 ただし、 ＸｾＱＶ 時を検討対象の

時間帯とする 。

jl 可
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図 1 日彫検肘の対象建物と格子点

演習の準備とヒント

〔準 備〕 まず、前回問機 B 4 サイズ程度のトレシングペーパーに縮

尺 1/400 で、図 l に示す問題の建築物の半面図を方位とともに描き、

それに日影の検討を行う 4 m角の裕子 "，'，i . を記入し、さらに前回の演

56 挫築 と社会/ 1例 年 8/1 月

検討点の 日影時間待と日影時間

格子点

イ 口 ノ、 ス
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図 2 格子点における日影時間帯と日影時間の記録紙の例

習で得た 0 時間の等時間日影線を写しとっておく。それとは別に、

各格子点について求めた日影時間帯と日影時間数を記入する 図 2 に

示すような表を作成する 。最後に前回の演習で使用した日照図ぷ (7

月号 P72掲 載 ) 並びに筆記用具を同志すれば、準 (li i I は完了す.る。

〔ヒント 〕 住居地域における日影の検討而は G. L + 4 mであるので、

建 物 A BC D，D' E FGの検討面上の高さがそれぞれ24- 4  = 20 m、20

- 4  ］ Ｑ Ｖ ｭ となることを汚慮した上で、日 ｮｾ 図炎を用いて各絡子ｽ，Ｇｾ，

が日影となる時間帯を求めればよい 。す なわち、縮尺が 1/400 の場

合、日照図ぷの O点から 20木目および16. f . : 自の曲線ゐ。とんとがそれ

ぞれ検討面上20mおよひi16mの向さの目ざし錐面の等高線であるの

で、この 2 本の曲線を利用して 、各格子点が日影となる H寺山帯を求

めればよい。なお、検討は演習 l で求めた 011寺1m日影線の内部の格

子点についてのみ行えばよい。

解説と解答例

前回にも簡単に述べたが、まず、日照図ぷによる日影検討の基本

的なな日未内容を少し詳しく説明しておこう。

図 3 に示す検討点 O が日影となるのは、太陽光線が図の建築物 A

B C D により遮られるときである。 lおさ h = 4 である図の建築物 A

B C D の屋恨面と目ざし錐[ 白との交線は 、 円ざし錐面のおさ h = 4

の等高線の一部 G Hであり、また、各壁而と目ざし錐I商との交線は 、

図示のような曲線 H E、E F、F G となる 。 したがって、建築物と日ざ

図 3 日ざし錐面による日 影検討の鋭明



図4 日照図表による日影の検討例

し錐面との交わりは、 E F GH であり、 この部分を時刻線( 太陽光

線) が通過する 時間帯において O点は日影となる 。図 3 に示す日ざ

し錐面と建築物 とを鉛直に射影した 図 4 により、この日影時間帯を

求めるのが日照図表による 日影の険討である 。 目ざし錐面の等高線

と時刻線の射影が日照図表であるので、建築物と 目ざし錐面との交

わり E F G Hの曲線 G H は、 h = 4 の等高線の一部 G Hとして図 4 の

日照図表上に表れる 。 しかし、図 4 には、 A とE 、B とF がそれぞ

れ重な って射影されるため、本来曲線である墜面と目ざし錐面との

交線 H E 、E F 、F G がそれぞれ H A、A B、B Gの直線とな って図 4

に表れる 。すなわち、図 3 の交わり E F G H が図 4 においては A BGH

となる 。 この図形 A BG H は、建物の高さがわかれば、その高さの日

照図表の等高線と建物の平面図とから簡単に求めることができるの

で、その図形 内を通過する時刻線の時 IHI 待を読みとれば、 日影時間

が簡単に求まる 。図に示した建物の場合、険討点 O が日最長となるの

は、 9 1時30分から 11時30分の 2 時間である 。このように、直方体の

建築物と日ざし錐面との交わりの図形が簡単に求まるのが、日 ft 自図

表による日影検討の利点である 。

以上のことが理解できれば、問題の格子点における日影時間を日

照図ぷにより求めることは、いた って簡単である 。以下、数点の格

子点を例にとり、各格子点の日影時1mを求める具体的な手 )1闘を示す

ことにする 。

〔格子点 p (ネ， m) の日影時間 ) (図 5 参照)

① トレシングペーパーに描いた絡子線ネと裕子線 m との交点で、あ

る格子点 P (ネ ， m) を日照図表の原点 O に重ね、両図の方位を

正確に一致させる 。

図5 格子点 P (ネ， m) における日彫の検討

②. 建物の平面図とその屋恨面の検討商からの高さに等しい日照図

表の交点、すなわち、建物 A B CD と. e
20 との交点 U とV 、並びに

建物 D E F G と. e16 との交点 X とY を求める 。 この曲線 uv と曲線

X Y とがそれぞれの建物の屋恨面と目ざし錐面との交線である 。

③ ② の 交 線 よ り 点 P (ネ， m) 側にあるそれぞれの建物の平面図

の部分、すなわち、図形 c uv および図形 F G X Y にハ ッチを施す。

これらの図形が、それぞれの建物と目ざし錐面との交わりの平面

図である 。

④.  日ft 買図表の原点 o ( 検討点 P (ネ， m)) を通り、③で求めた各

図形を包絡する直線 O Uとov並びに O F とOY とをヲ|く 。この直

線 ouとovはそれぞれ建物 A B CD により O( P )点が日影となる

時間帯の最初と必後の時刻を表す時刻線であり、また、直線 O F

とO Y もそれぞれ建物 D E F Gにより o ( P ) 点が日影となる時間

帯の最初と最後の時刻を友す時刻線である 。 このとき、 o ( P ) 点

が日影となりはじめる時刻を表すのは、直線 OXではなくて 、 ハ

ッチ部分を包絡する直線 O F であるので、間違えないよう 十分 注

ZZ されたい。

⑤. ④で求めた各直線の時刻を読み取り、用意した記録用紙( 図 2

参照) の該当欄に 、各建物による日影時間帯を記入する 。 この格

子点 P (ネ ，m) の場合は、建物 A BC D による日影時間帯は、 10時

58分- 11時17分であり、建物 D E F G によるそれは 8 時30分 - 9 時

50分である 。

@ . 各建物による日影時 IHI数を計算し、その合計を記録用紙に記入

する 。 この場合、建物 A BC D 、D E F G による日影時間数はそれ

ぞれ19分間と 1 時/ 11/ 20分とであるので、建物全体による日影時間

数は計 1 時間J39分となる 。

以上の手) 1 頂を繰り返すことによ って、 f也の格子点での日影時間帯

と日影時間を求めることができるが、若干の注意を必要とする場合

があるので、 その代表的な格子点についての検討図と注意事項を以

下に述べることにする 。

〔格子点 p ( ネ， j ) の日 影時間 ) ( 図 6 参照)

①~⑤の手順により iJ t られる建物 A B C D、D E F G それぞれによ

る P (ネ ， j  ) 点の日員三時間帯は 10時58分 - 12時46分と 7 時40分 ~

11時18分である 。 しかし、この時間帯から各建物による日影時間数

を別個に求め、それを合計するとこの場合は誤りである 。 まず、日

影規制の対象時間帯は 81時- 161時であるので、 8 時以前の日影は検

討の対象外としなければならない。つぎに、 10時58分 - 11時四分の

間は、各建物による日影時間帯が重複しているので、その重複分を

除外 して合計の日影時間数を求めなければならない。 したがって 、

図6 格子点 P (ネ， j  ) における 日影の検討
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以上の 2 点を巧慮、し、この P ( ネ， j  ) 点が 11 影となるのは、 8 時

00分 - 121待46分の 4 時間46分であるとしなければならない 。

対象建物のおさの異なる部分の数が多くなるほど、この日影の重

複を ｾｉＺ じる可能性が高くなるので、十分な注芯Ｚを払っていただきたい。

〔格子点 p ( ネ， ¥1) の日影時間 ) ( 図 7 参照)

この場合は、建物の平面図と円照図点の当該 ｾｲＺ ［ｪＪ泉と交わらない

ため、子 )1頂②で求めるべき交 lJ. が存在しない。しかし、各建物の平

面が当該等高線の O( P ) .. 引P. IJ に位置しているので、建物と日ざし錐

面との交わりは、図示のように予而全体となる。したがって、先に

述べた日影の重複等を巧Iをすれば、この P (ネ， g)  Ｂ，ｾ￯，が日影とな

るのは、 8 時00分 - 14時25分の 6 時間25分である 。

図 7 格子点 P (ネ， 9 ) におけ る日影の検討

〔格子点 p ( ネ ， n) の日 影時間 ) ( 図 8 参照)

この場合、予 )1阪②による交，I，'，I，は、建物 D E F C については求まるが、

建 物 A B C D については存従しない。ところが、この湯合は、建物A

ｂｃｄ が 、 Ｇ￭ 該等尚線 ＱＱＲＰ に対して検討ＢＺ ， ｩ ， ｏ Ｈ ｐ Ｉ ，，， Ｇ ， ｩ ，と反対ＡＡＡｾに位置してい

いる。このことは、建物 A B C D令体が口ざし錐面の下方に位置する

ことをな昧しており、この場合は検討ＮｴｾＮｩＮが建物 ａｂｃｄ によって日影

となることはないのである。したがって、建物全体による日影は、

泌 物 D E F C による 81時39分 - 9 時30分の日分I / IJ だけである。

以ヒの 2 つの例からわかるように、建物の予而図と、当該等 l前線と

がうどわらない場合には、 2 つのケースがあり、吋該! { : ｲｾｊ 線にあ ｉ する

検討} ，' ，i . と予而図との位置関係によって、全く逆の結果となる。この

迷いをよく問解した上で、 I也の格 r..: ，(、における円影時 1/11 を求めてい

ただきたい。

011キ1/ 11 の写時r:n i I 影線内の科絡 r.. ，' ，i ，における 11 ｦＪｾＱ 時ＱＯ ＱＱ を上述の方

法により求めた結果は紙而の仰合で、次回の i貨問 3 で示すことにす

る。子作業によるものであるため、その結果には数分程度の誤差が

合まれるが、この程度の誤差は実川上問題にする必袋はない。

ここでは、個々の絡 fι ，点における口影i時1侍寺剖1/間i川日の求め方とその留 1立ει .. 

にi終員 J点，I. i ，、を絞り角解平; 説見を行つたが、 この方法によれば、 ＨＱ 志の険討 ＮｉＮｾｾ 、で

の日影時I / IJ が求められるので、これを応用すれば、幅広い日影の検

討が行える。たとえば、検討} ，' ，i ，を規制線上に多数 ili べば、規制l線 上

での 11 影のチェックが行えるし、また、検討，I，'，I，を完成した時間日影

関のづ;;11キI/lJ n影 線 k に選べば、それが正しいかどうかのチェックを

h うことも nTtiE となる。

なお、 lill 物の高さに端数があり、それに等しい曲線が日! ! 自図友に

ない j J; j 介、たとえば、本例で、検討 l面からの建物の必さが19，7 mとい

った均合には、図 中の 19mと2 0 mとの曲線の間に 19，7 mにfll ちする

曲線を Mil/ II し、これを用いることにすればよい。
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昭和 54年度・第 1 回若い会員の集い

建築家のための “ みどり " 学習会

(第7 回)

奈良万葉植物園と

春日奥山原始林を歩く

レポート

今 ｲｾＱ は、在日原始林がどのような殺を形成している

のか、また究極純' 主をくり返すイi 機体の現』棋を証! I . 療す

るため、奈良万築地物園と春日奥111民TMi 林を !j よくこと

になりました。吋日は、近鉄奈良駅、日氏本 Ilir にm介。

11，) . 天にめぐまれ、集会時/ Ul近くになると、 1也の人々の

うずの ，'， にまぎれこむような混雑になった。参加I-I:l'は

ill 築協会の会棋を口綴に mまり、' t l : 家主j t が71-tI1孝 之

先1 : ( 奈良 !J.: r- 大乍助教授埋. . ; : : 博士) をおi 介し、。日大

f上万. ! J S 純物園へ出発。

他 物l却は、万葉mにゆかり深い奈良春 11 の社の，" 央

に、 Ｑ Ｑｉｩ必を ｲｾￎＺＧ 刊に相対した位置にある。本 ｬ 廻は Ｙ ， Ｙ ∞

ｭ Ｇ の長 Ｉｪ Ｏｦ￟ の敷地で、廻遊式にｾｾ討され池の中央には

イチイガシの巨樹が備たわったぬがあり、西先、 1軒先、

ｷＺ必、 ｾｴ 苑に分けられ西苑は閲内の人 Ｑｉ で ｾＧｉ ￲ 、 縞物

が、 Iv. i必には、 LI 陰を好む植物が結えられ、点先はツ

バキ、スギの ［Ｇｪ｜Ｇｕ 広葉樹や針ｾ樹があり、 Ｑｲ ;;t" の在日

ＱＱＱ 、 ＮｻＧ，ＧＱ， ｴｬｬｬ の，ｩＮｬＮ｜ Ｑ 布 ｬ をはかり、 ｾｴ 苑には ｮ ・ Ｇ￭ たりがよい

ため防樹が陥えられている。四周は、春 11 神城の杉の

巳桔 ｦ にかこまれ、 Ｑｾ い主カどらも ｉ 児科が ＱＱ 立た Ｍｲ 、 ｉ Ｇｊ ＿Ａ［

のr' ，に幽すいを保ちながら図が形成されている。 l羽内

には ) j 必 mにうたわれた組物 300till を選び、この納物

が現代の 1"1 という植物にサi たるかを説明している。制

物と耳) ; ，! ，;J との関係を 1111 らかにするため板に ー首あるい

は、 ｬｾＺｊＩ［ の寸部分を ｾｊｩ ，［Ｏｉｉ万［ｩｩ ｭ によって ｉ ｉｾ いてある。

たとえば、

，ｻｾが Ｑ ＱＧ 111毛くなりぬ 山たづの迎へか 11' かむ Il つに

は待たし

「やまたづ」が迎え合うという枕，11iJ rやまたず」

はニワトコのことで、スイカズラ科である。

事 務 所 に 協 }J をいただいた 。シイノキの 花の香りの中、

春 せ' みの声が'浮き、初五t を思い H' ，され、間i心' j ミili と迷

った感じがした 新薬師寺の ) j (o'1 には、 tf:; さ、 3 Mも

あるアセビ字本があり、また、アセピのトンネ Jレf.f.は、

ささやきの小 jli をみきだしている 進 行 ) j 向には、ナ

ギの原始林があり、低木から尚本で形成されている。

その中にナンキ ンハゼが l 本fi っていた。もともと 結

えたものではなく、 H または台風[ などにより，! I ! ばれて

きたと忠われる。 T'lt' Jl II 神社の背後の台地には、イチ

イガシの残イｈＮｦＮが兄られ奈良公園紛争 Ｚｾ［ｭＺ のナギ、 アセ

ビ林は芝イチイガシ林であったと忠われる。なぜ、変

化したかは春日 IIrに シカが入ったためであると 存えら

れている 。ナギ、アセビ林はイ1m他 物 7 レロパ シィー

を含み、また、{ 也，1ill の緬 f の発拝、サニ肢を抑制し、と

くに恨の発育を阻: ! : = するためイチイガン林が少主くな

り、現住の樹林が形h止されたと忠われる 。ナギはシロ

7 ' ) が寄りつかなく、殺虫剤などに 111¥、られ、手'f' ，白神

社哀のナギ林は、天然 Je念物に指定されている 。

御蓋 ＱｉＱ とお円 ＱＱＱ を見おろしながら、旧柳生街道をｾｪＮｾ

〈。谷筋道のためぷし衿〈げばんだ IVl 、ひたいから汗

がポタリ、ポタリ ....I r; m沿いにモミの木の茂りを

' n' . ながら、コ ジイ、ウラジロガシ 林 内 へ 入 っていく。

途中、線識があり直進すると今歩いて来た旧柳生街道

であり、在は、妙見堂人 I1であった。

参加者は、緑陰樹の Fで休恕し、今から; n のJ史L 、妙

見堂に進むが、林件l にはとヒルミがいるため、足元に

薬を散布して出姥。 ・列に寄りひやひやしながら歩き 、

先生が目に付〈純物( ツプラジイ、イヌガシ、スダジイ、

イチイガシ、カゴノキ el C) のお rii1 と特徴を説明された。

春円スギが谷沿いに 1'1' 1，していたが、滅亡の一 途 をた

エゴノキ・タニウツギ・コデ7 リの木が赤 (1の花を どっている。山を登りつめると妙見堂の入 II であり、

つけ参加l- I i の心をやわらげてくれる。光 '1，が、他物の また春日奥111 ドライブウェイに rl'，合う。参道のイ7段に

，iltllll( 特徴、性質) をされるたびに、メモをとり耳を傾 て休恕し、参辺に治って川が流れ、サクラ並木があり、

けていた。 さわやかな風がl l X いて くる。ドライプウェイは、公良

ゴ75良公I叫にでi : I : 食し、春日 奥山原始林へ足を進める 。 県が許可している '，tml 観光パスおよび林内の監視，，( の

45良市の‘ l' l t ! : ) j ; は気候帯ーでいうと i波帯域にあたり、摘 み j並行可能とし、 出ＡＮＩＺ， ｪｴ は樹林を ｉｾｾ 設するため進入を

物 社 会"(:(I'.) にはヤプツバキクラス域と呼ばれている。 祭止している。

この地域はもっとも住みやすい地域であるため 、古〈 初夏の陥を 1f に受けて IB発。 御 lilll と春日 111の中腹

から人々が定住してきた。このー併は Ｇｉｾ くからＯｬ ｦｬ 発さ を歩〈、上の勾いや、新非の勾いがただよってくる紛

れ、原始林と呼ばれていたこのJ也I或本米の制 '1ニは I U古 林の木陰の下で先生の，1，f; を111J < 。必総点をもっ組物は

納 '1: におきかえられてしま った。 h; i紡' 1: を知l ることは 太陽エネ ｊ レギーをｾけて火災， Ｇ， の ｪ え般ガス、上中のホ

I也減 Ilfl ｾｴ の ＱＺ で ｉＨｾＨ なことであるが、すでにＯｬ ｦｬｾｴ によ が無機養分を[ 史って光合成を 1l ' う。純物の務誕生どの

ってなくなっていることが，t ¥、。 蒜 11111));( 始林のよう 枯死体、動物の排討せ物や死体は微生物の例きによ って

に、郎会にごく後近していながら、しかも占くからJ i H 1，おる。イi 機物は分併され 1，延機物に i立J 亡される、分解さ

けた J:J 也に、よい状態で保存されていることは珍 L ¥、。 れて生じた炭駿ガスは大気中に、その{ 也の無機養分は

人山については、一般書は入れなく、奈良公同1)-JI P' 上中にもどり、ふたたひ' 光合成に手11川される。春日大

近鉄奈良

一ーベコ

春日奥山

原始林

社の ＡＡＨＡｾｬ ｬｈ林は ｈ ト作をＨＱ［Ｚ . & する鮒林である ｊＡＨｻｾ 附十本

を伐「には、措付4の1(1日狐が必要に寺る !JH林1)..1 に、 jtl

鈎を ｉ［ｾ［ ｩＧ ｬ するには、造成、機ｾ、排水守［が必要で、そ

れに作って地形の形態、地下4くて平が変化し、樹木およ

び被( . 納物にバランスをくずす。作 11 大 社 の ド ラ イ ブ

ウェイは、 ｉ 也形を ＯＡ［ｲＦ して ， Ｚｬｾｬ されているが、活路沿

いの林叫日制物はいまだにむちついていない刷所も作所

に兄られ、所々にイミを紛i他 V d-1>の'1:1&1を剥mしてい

る。術本のみｾらず、シダ ｮｩ などの林床納物の傾 ｕｩ も

非常に伎町で、刷物相! についてもんーミ λ シシミ、- ¥.

Ｗ トニシキなどのィ、述あ ｴ 分布をもっ、めずらしい ＱＢｊｾｭ

や、ヤマピ Jレ、カスミサンショウウオ 、モ ト ア オ ガ エ

ルのよ Ｗ な ｩｾ 山性の動物もｾＡ告である こ れ ら の 小 動

物がその佐伯ｾの太郎分を通じて ｉｊ［Ｈ I t i 林内の環境を必

要としてきた ｮ ｩＧ￭ ｘ のような生 ｩ ， ｾｾｉｉｉｊ のひろいメ， Ｑｍ 却

にとっても ＱＩ［Ｈ 始林は主要であり、 Ｑ［ ｾ￺ 公開のシカが人

ＱＯＯＱ によるＨｾｾ滋のとだえた ＱＱ キ ｭｬ にも耐えて今日まで生き

のびてきたのは、奥山の原始林のイf ( 1ーをはなしではイ4

ｵｲｴ￬ｾ でＧあったと也われる。かなりの ｉＨｕ 般の ｉｬ［Ｈ Ａｬｴ ￬ｦ ＮｦＮをダＧｬＱ

すことは、印刷 ｈ 却を ｦｾ 泌するためにも必要である。

i Uoの，ltri も車寄わり、あとは、行市山と御必 111の/ 111 を

F るだけである。術林を' n ' . ながら )111 然までくると、

ナギ、 7 セピ林に出合い、登り II のアセビのトンネ J レ、

ナギの lポ始林がなつかしげに思い、下wの 悦Jf が Jょ が

る ( 全 1i位 約 4 k mを歩き解散)

森 林 は lit なる樹林の mまりでな く、その， ' ，に. t くの

縞物、. t くの動物が1]: み、それぞれ制圧/ 1 : 1 と、それら

をとりまく環境が関係し合ってちみつな社会榊遣をつ

くりあげている。進行する白拙般} 賞、拡大する公: 守、

それに伴う環境Ｚｉｦ｜化の中、 ｊＺｩ しい ＨＱ 然、ｾかな森林を

もっと. ' T ( 悦し保泌することが必要である。

今企 l' l! jに際し、お↑ 亡しい中案件l にlI.fIi /1 を'，'111¥、てドさ

った、 '('¥= ｾＨｻ先生に Ｑ ・ Ｑ くお礼申し上げます。

レポＭｾ ・岩本 一 良 Ｈ 日本 住宅公団関 西 支 社 Ｉ

奈 良 万 葉 植 物 園 と 春 日 奥 山

原始林を歩く

山 本 耕 一 郎

H白羽154 11・S )11911( 上) 附 午前 Ｑ ＰＱ ＱＮｾＭ午後 Ｔ lI .f'F 

ｪ Ａｦ欽［Ｎｾ . Q! J {点，' 1¥11 を出ると、丘 )1附 れ の 光 の 中 に Pft

Aくがあった。週ボを楽しむ人々が. t <  !l.とま っていまし

た。午前 10時、・'i 会の F 定 説11)1 および本 11 の必附の也-

i({ 孝之奈良立 子大助教授の紹介後出廷しました。 ti 分

歩くと、似の， " に鹿が' n' . られ、 tE良の印I i t を 1! l ，くしま

した。 ｉＡｉｾ しながら、本立ちの 中を ＱＰ 分ほど歩 くと、 ｊｪ

ｾ純物閣にＱＧＨきました。

約 3，000 坪の図内に人ると、 10数傾の納物が、て在網

H監の，' ，にありました 。 動物のそれとは民なり、人I l l J と

1J 1 i から滋るためです。本来奈良にはなかった舶tmも、

ｉｾＭ 労して ｪ ＮＺ￭Ｇ ｭ し、育成しているとのことでした 。 瓜が

人るのを防ぐ本μ を/i Hけると、数百個の舶物がありま

す。 )J 必 mに，'Uてくる植物に一つ一つ n事な説明のお

除で、刷物をより良〈知ることができたばかりではな

く、プ百良 ｈ 射にの人々の草木に 付する愛情の深さがＡｾじ

られました。むぐら、花日蒲、ｾＱｩｊＧ ｈｾ 、ヂ戸環、ゆずり

袋、と、様、竹、麦、稲、等々を歌に川いた人々の他

物に }.t する観桜nMと白然との接触の深さが処々に' n ' . ら

れました。点必は、若葉時にはそれぞれの伎が個々に

成長し、秋には校同志互いに絡み合うゆえに、日'1 れて

再会するな味に ｦ 士い、 ｩ 生坂 ＱＱＱ を枕 ｬｾｰｊ に ＱＱＱ｜ 、たこと、若

ｾが上に ｬｂ ると、その下の古楽が議ちて、あたかも、

抗策に次代を，ill るように見えるからその名があるゆず

り袋、. i ' Hl を縫って静御 lii1が歌った、官事や粉、仰のよ戸

m繰返し 云々のと戸I層、恨の昨日分が赤い州、等々のごと

しです。閣の Ill .f 'I' 央の数百年のイ立I ' ! l の大本が、用j

Ｑｭ に ｩｊ［ｩ し ｌ 、総ｾ査を作 って いました 。

4上食を、J J 1 i と児らの遊ふ市議陰で、採凪[ をうけながら

終えて、 卜分な f本泡! の後、県の人の先導で、同{ 始林へ

注第と社会/ 1979i J' . 811}; 59 



と向かいました 。春日大社を左に兄て曲がると、ささ

やきの小選があります。鹿の食べない馬酔木がトンネ

Jレ状に在っている小道です 。 この春日一帯は、鹿が食

べるか否かにより植物の盛衰が決まるとのことでした 。

大社の夜道沿いに、ナギが沢山有りました 。天然記念

物のナギは、その葉脈が、笹のそれと似ていて縦に流

れているのです 。先述の馬酔木も、このナギも、とも

に有毒物質アルカロイドを含み、 f也の組物の生育を妨

げる 7 レロパシイ効果があることを、絶好の臼然の中

で学び、この会の有意殺さを! 惑じました 。

数分歩いて、裏道をｾけると、告ｉ￬道に出て徒歩数分

で、再び臼然 ill に入りました 。直進すると柳生街道、

左手は、御遊山と春日山との1 l i 1i 1 i という地点で、山姪

が出るとのことで、防虫スプレーを全日足元に散布し

左手に向かいました 。講師の言では、姪よりも人 1mの

方が怖いのだそうですが、暫 ｈ 寺、枝をｾ上げるよりも

足元の方に気をとられがちでした 。 これが蛭です、と

減師の指さす， ｉ ， ｉｊＮｉ こ、土中から半身出して￭ｉ ｾｊ いている虫

がいました 。 その姪i 1 i を過ぎたところの広道の角に、

妙見冶ーがありました 。 この道は、以前は! ) i j且で今は閉

鎖され紅紫がill 沿いに植わっていました 。 巾が巡ると

否とで、随物の繁栄に大差あるとのおでした。 この沿

道に、益に絡まれた小維があり、やがて小維が枯れる

と、! f も倒れる由。 どこかの家庭に似た現象です。小

休止時に講師は r J J [ 保存の奈良では、縞物の構成、{ 託

子 ｆ 上の各 ｉ 面で、 ｊￆ との関わりがあり、この原始林 ｦｾ 存

上たとえ木 一本でも除去すると、現状が変化すること、

そのために、J J [ も、姪、蛇、 量E鼠もいて現状維仰がで

きる」と J占され、自然を深〈愛する学者の姿が兄られ

ました 。

この美しい臼然 jil も日月苧: で切れ、入 11i のj且る道と

なります。1 I J 1 らかに自然道と否との差が判り、改めて

白州のよさを感じました 。 それでも緑ｾい周囲を眺め

ながら、駅へ向かいました 。初夏の日射しがようやく

弱まる午後 4 時半、今しばらく踏み留まりたい気持ち

ながら、総の春日を離れました 。

この会を企 l曲された方々、ご協力いただいた奈良県

庁の ) J 、々 ;IEぴに議師として半日中案内指滋下された

菅沼博士に、 一言感謝の :cr: を表して、この文を終えま

す。

初めて“ みどり " 学 習 会 に 参 加

して

宮 崎 良 彦

「あをによし王寺良の自11は咲 く花のにほふが似l く今盛

りなり」という万業歌が、思わず浮かんで くるよ う主

- [1 であ った。昨年の 10月に建築協会の会 u にな って

以来、初めての見学会参加 ｬ で、普段、窓を ｬｩｾ けること

もできないピルの中で一 日を過ごしている弘にと って

は、自然に接する絶好の機会であ った。

今回の学習会は、奈良1 ; . : イ・大. . ; : : の菅沼孝之先生が講

師であ ったが、植物の生態等について分かりやすく説

lリl していただけで大変、感謝しております 。

ri'*植物凶までの、春日大社参道の尚{ J ! l 1には 1i しい

芝生が広がり、その中で艇と戯れるｻＭｦｊ ｜ｪ 主をｾている

と、間1心の9 : ' に広ぴろとした“ みどり " をH つ奈良が

ｾｉ 宇治に ｴ Ｇｴｩましく忠われた 。

万業植物闘は、し っとりと孫ち '<':1¥、た杉木也ちに困

まれ、樹木に添えられた万葉歌を読むうちに、ふと古

えの奈良の仰 Iニ立ち入 ったかのような錯覚に陥 った。

この他物園は、 てr - 城、平安の j1t 1調子 i. t を参丹にしてお

り、池の中央にイチイガシの巨樹を浮か べたIAがあり

春、秋の年 2 川、この. 臼の舞台の上で鋒梨がj応じられ

るそうだが、 l 本の倒れた巨樹を 一つの対極J / . として取

り入れた手法は、単に既存樹木の 1祉作のみならず納極

的和l川を，ft る上で、非常に参考になるものであ った。

ささやきの小道でイl 名な 7 七ピ林や、 天然記念物の

ナギ林は、J J [ が食べ ♀いという f里l却のほかに、{ 也の舶

60 

物の種子の発芽、生長を抑制するという 7 レロパシイ

を待つことから持巽な繁鎚を続けているそうだが、ナ

ギはもともとこの地域には生育しておらず、奈良時代

に献植されたそうで、そのことを考えると人間により

ナギ林が作られたとも言えるわけで、自然植生の遷移

にも人為的影響が少なからず加わっているのではない

かと忠われた 。 また、ナギ林の周辺にナンキンハゼが

点在していたが、これももともとは奈良県庁前の街路

樹として植えられたものが、 種子が1もなどによって; l I !

l i れ、その旺盛な繁鎚力により I抑えたものであり、こ

のことを考えると不十分な，Ull ' i ' l ' による術種選択が、あ

る地域における自拙組生の破綾をも引き起こす可能性

があることを術! 容させられた 。

春日奥山原始林の中では、姪が出ると鴛かされて足

元ばかりが気になり、余り務ち :(f いて先生の説明を 1111

け寺かったのが残念であ った。 それでも、原始林なら

ではの巨木やさまざまな樹木の性質や生態系の説明を

実物を見ながら! 日l けたのは非常に有意義であった 。

春日奥山原始林を取り巻くように、高円山、奈良奥

山ドライブウェイが通 っていたが、奈良交通の観光パ

スのみが;ffi i T を認められているということで〉あった 。

現夜、全国各地で観光道路建設による自然破綴が! 日i嵯j

と主っているが、自然保護と観光との両立を図る方法

のーっとして、特定の車両のみの辿過を認めるなどの

最低限度の対策を実施してもらいたいものである 。

今日の学習会で感じたことだが、 ILJ 道が狭いために

どうしても列状にな って進まなければならず、列の後

方にいた私i主には先生の説 IIJI が!日l き取れなか ったので

今後の予習会ではスピーカーの音抵を大きく等のこと

を考慮していただければと思う 。千年段の j車出j イ、足のせ

いか、少々疲れたが、帰りに飲んだビールの l味は絡 ))11

のものであ った。 (大阪市公園局)

リレー感想

美

子

代

弘

裕

静

山

村

西

亀

西

大

511 19[1 、土日111 1J 。建築'宇のための「みどり」γー習会

は、平、哀を， ｉｾｉＮ わせる太陽の下で行われた 。 協会の催

しに参加するのは初めてなので、奈良に，j ' f くまではE岩

波していたが、 - I l 中、たいへん殺しく過ごせた 。万

葉柏物図は、 - I J I : 紛が美しい季節だけに、気持ちよか

ったが、 :lx と組物の結びつきがピンとこない上に、花

が少ないので、少し退問した 。 そんな中で、おだまき

の気品市い花が印説的だ った。小さな草花を愛しみな

がら、昔の人々は臼然の' 1 = ' でひ っそりと生きていたの

だ。 日本人にと って、自然は、いつもよい友人であ っ

たことを改めて思 っ た 。 組物閣ｾ学 ｩ まは、公園でのお

弁、'i 。奈良に来ていつも思うのは、奈良公園のすばら

しさのこと 。あれだけの広い公闘が、衡の其中にある

のは、日本ではめずらし L 、。緑に包まれ、大木も多い 。

大きないちいがしを! n ! . ! j : がら食も進んだ 。エネルギー

をJ l i ' えて、午後からは、いよいよ、春日山原始林へ、

rl
l

， 発 υ

Ja，:';j の天気で、もみじゃなぎ、いちいがしの緑の中

を、陽射 し が透 っ て、気分は絶好品 ｾｉ 。 ささやきの小 ｭ

を覗いたら、同脇のアセビ林が、「神秘的だろう 」っ て

吸いてるみたいで、原始林とか、う っそうとした森と

かいう、イメー ジではなか った。 巾のあまり) ! 自らない

アスフアルトの追を、しばらく汗をかきかき行〈 。 こ

のあたりは春日大社、その他の神社の寮がｾ＼、その

中でも、柳生街道との分岐点付近では、切ｾ総 Ｒ 階で、

両ヨJ{ J!l 1に下屈の延びた寮が、 2 .  3 棟つづいていた 。

全くの左右対称形で( 神社仏| 制が、そうであるように)

バランスがとれているような、いないような感じが、

おもしろか った。 111に登ると、 f.:!!.! もしなか ったヒ j レ

との遭遇。菅沼先生に、だいぶんおどかされたので、

一 問、 ｾ￱ 上の樹より、足元の枯葉の下ばかりを観察し

ながら進む。や っとの思いでたどり Jf いた休憩均所( 妙

兄堂) で、制事1'(1'" 疲労がどっとでた 。野生のミツバに、

心理よめられて、出発 H

右に左に曲がる砂手11mを、 ぶ らぶら下る 。パスが巡

ると、もうもうたる砂煙。少々慌てたが、それも郎会

っ 子の払には、珍しい 。 5 月の若葉に透けた空が美し

い、i 1 i 端の斜1mで、午後の日射しをうけて光 っている

rna紫樹林』の説明を 1111 < 。格や織のま産がつるつるして

いるのは主11 っていたが、汚れない楽が、これほど神々

しく向くのかと、感動した 。砂利 i丘と分かれて、 F高架

の狭い Ill j包を登る 。 III 止めにな ったjil だそ うで、人に

はま ったく会わな L、。少し 1111 けた小 1日い所で再び休恕。

1" 1  然を守るということが、どれだけ難しいか、などの

却を f百l う。州途、 il 然から生まれ、 干上られ、与えられ

ている人 1111の身勝子さを思い、ひ ょっ とすると、私i主

建築家が- I J I : の思い t がり者 ( o 蹴破J 1! . f j ?  ) かも知れ

なしト ーなどと、ヤプ蚊に喰われた予を ポ リポリかい

て、柄にもｾ < 、反 '( 1 しきり 。 川 11手近 くの道端にそ

っと咲いた 一 人的、 二人静に見送られ、春日原始林を

Iまにしたのでした 。

(ナス股計事務所)

日 時 昭 和54年 5 月19日(土) 集合10 :∞『解散 17 :00 

m 師 菅 沼 孝 之 氏 (奈良女子大学助教綬)

参加者 3 4 名

行 程 10 :  15 近鉄奈良駅前出発

10 :  40→ 11 :  40 万葉植物園見学

11 :  40- 12 :  30 昼食・休憩

12 ・30→ 16 :  40 春日原始林現地見学・解散



日本建築協会

月間の動き

昭和54年 6 月 分

通 常 総

.d. .  

. " .  

28日 4 後半 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 会 長 足 立 、 福 田 両 副 会 長 小 西 、

小松、 111岸各理事、杉村監察ほか 10名

議事 (1) 昭和53年度事業報告承認の件

(2) 昭和53年度決算報告承認の件

(3) 昭和54年度収支予算承認の件

定 時 評 議 員 会

28日 4  r侍- 411寺半 於会館集会室

出席者 野々村、高橋正副議長ほか 6 名

委任1犬37名 、 計45名

塚本会長、足 立副会長、小西、小松、川

岸各政事、杉村監事

議事 (  1い昭和53年度事業報告承認の件

(2)  ｉｉｾ 和 ＵＳ 年度決算報 告承認のｻ斗

理 事

.d. .  

. " .  

20日 411寺 - 5  H寺 於 会 館 集 会 室

出席者 塚本、足立正副会長ほか 12名

訴事 ( 1 ) 建築設備士法案に閲する件

(2) 会勢委員会委員委嘱の fヰ

(3) 昭和53年度事業報告承認の「十

(4) 11訴日53年度決算報告承認の件

(5) 事務局職員上期賞与支給の件

(6) 人退会者承認の件

(7) 報告事項

.6‘  

Z 玄

A 企』

玄文勢 委 員

6 日 311寺 - 511寺 於 会 館 集 会 室

出席者 市川委員長ほか 6 名

議事 (1) 会誌 「建築と社会」の内容充実

(2) 会員倍加の方法と収入I切について

(3) 会勢委員会のメンバーについて

(4 ) そのf也

事 業 委 員

d 企h

. " .  

若い会員の集い第 5 回企画分科会

5 日 6 時半 - 9 時半 於会館 3 階会J荘重

出席者 湯山主査ほか 5 名

議事 (1)  ｾ＠ 5 因企画についての選定

(2) その他

若い会員の集い第 3 回 「建築材料を見る 」企 画

分科会

8 日 6  I時半 - 9f f 寺 於 会 館ts会室

出席者 八木惣( 閥、斎藤主査ほか 3 名

議事 ( 1 ) 兄ザ: 先の選定ならびに開催日日寺について

(2) スケジュールについて

(3) その他

若い会員の集い 「第 4 回ディスカバー大阪(5)J

企画分科会

12日 6 時半 - 911寺半 於会館 3 階会議室

出席者 石古主査ほか 3 名

議事 (1) 見学先について

(2) 船のチャーターについての報告事項の検

2す

(8) 各小委J l 会報告

(9) 収支状況そのほか

( 1 日その他

第 2 回計画分科会

8 日 61時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 宮僅幹事、片倉高IJ 委只長ほか 5 名

議事 (1)  9 月号「庄内のまちづくり J ( 仮称) 編集幹

(3) その他 |  事会報告 ・そのほか

広 報 P R分科会 I  (2) 1 月号計画特集の企画

18日 6 時 - 7 時45分 於会館 3 階会議室 (3) 3 月号以降の計画特集について ・そのほか

出席者 西村副委員長、奥村 ・片岡両幹事ほか2名 I 9 月号特集編集幹事会

議事 ( 1) 第44回展示写真について

(2) 第45回以降の展示写真について

若い会員の集い 大阪ヨータイ岡山工場下調査

18日 9 時~ 午 後8 時

出席者 八木重和氏及びlli 喜氏( 八木惣附 ) 、事務

局 ・三木

企画スケジュールについて下記兄学先を訪ねて依

頼及び時間調査を行 った。

( 大阪ヨータイ日 生 吉 永 工 場 関谷学 校 師d)

前焼窯元並びに陶芸会館 /  

若い会員の集い第 3 因企画打合せ

26日 llff 寺- 111寺40分 於 事 業 認

出席者 八木重手口氏( 八木惣KK ) 、石古主査ほか1名

殺事 (1) 第 3 因企画についての会告原稿の検討な

らびにスケジュールの調整

(2) 会伐について、その他

若い会員の集い第 5 回企画分科会

26日 6 時 - 10時 於 会 館 3 階会議室

出席者 ゲスト 石田忠範氏( ヴォーリズ事務所)

山形政昭氏( 大阪芸術大学)

別所主主主ほか 2 名

議事 ( 1 ) 建築家ウe ォーリズの作品についての見学

とシリーズ化としての企画について

(2) その他

若い会員の集い第 5 回企画打合せ

30日 211寺- 5 時 於 大 阪 芸 大

出席者 ゲスト 高級官光一氏( 大阪芸術大学教授 ・

第一工房代表)

llr7fJ Ｎ安 原問委 Ｑｾ

大阪芸大キャンパス児学についての依頼ならびに

兄学打合せ及び兄学( 下調査)

編 集 委 員

.d. .  

M 

正副委員長会議

8 日 6H寺- 711寺 於 編 集 室

出席者 前川委員長( 選衡委員長兼任) 、木村 ・片

倉各別委日長、河津選術委員

議事 青年技術者応募規定文修正について

委 員 会

8 日 411寺- 6 1侍 於 会 館 $ 会 室

出席者 前川委員長、木村 ・渡辺 片倉各副委員

長ほか 2 名

殺事 (1) 6 月号= ホテル建築と情報システム特集

経過報告

(2) 7月号= 必村施設の変貌特集経過報告

(3)  8 月号= 建物の経局強度の検討( 仮称) 特

$ 企画報告

(4 )  9 月号= 庄内のまちづくり( 仮称) 特集企

画報告

(5) 9 月号= インテリア特集企画報告

(6) 10月号= 施工材料特集企画報告

(7)  11 月号= 第26回青年技術者特集について

13日 11時 - 211寺於会館u ，会室

出席者 富懐幹事、片方信也( 京都大学) 氏ほか3名

議事 9 月号「庄内のまちづくり」特集のための

幸1¥11王者共同討議

作品作風小委員会

13日 411寺 - 61侍 於 会 館 集 会 室

出席者 寺井副委員長ほか 3 名

議事 (1)  7 月号の P R状況について

(2) 5 月 9 日の作品未選定分について

(3) その他

インテリア特集編集幹事会

13日 6 時 - 9  B寺 於 会 館 集 会 室

出席者 岩紙委只ほか 6 名

議事 “80年代のインテリアを考える" を統一 テ

- 7 に特集企画について協議

広告企画小委員会

14日 411寺- 5f f 寺半 於会館集会室

出席者 前川委日長、渡辺副委J l 長ほか 7 名

議事 (1) 6 月号 = r ホテル建築と m報システム」持

$ 広告収入報告

(2) 7 月号 = r 農村施設の変貌」特集広告経

過報告

(3) 8 月号 = r建物の終局強度の検討」持集

広告企画

(4)  9 月号 = r インテリア」持集広告企画

(5) 作品作風関係報告

第 2 団施工材料分科会

15日 611寺- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 高木幹事ほか 3 名

J晶!JJ 10月号施工材料特集の企画

10月号 「建設業の労務事情と省力化」特集編集幹事

aι 

. " .  

29日 311寺- 411寺15分 於 会 館 集 会 室

出席者 高木幹事、広瀬崎之( 竹中工務底) 氏ほか

7 名

議事 10月号「建設業の労務事情と省力化」特集企

画

教 育 委貝

.6‘  

M 

工高生教育小委員会

20日 411寺 半 - 6  H寺 於会館 3 階会議室

出席者 斎藤副委日長、植田・上野幹事ほか l 名

J諸事 者1;25回工高生デザインコンクール募集規定

( 案) についての再検討

第25回工高生デザイ ンコンクール募集規定作成の会

20日 611キ- 811寺半 於会館集会室

出席者 嶋田審査委ぬ長ほか帯主 ＱＧ ｾｴｾ Ｑ Ｓ 名

委fl 会、多古月 ・斎藤正副委員長ほか 4 名

，殺事 (1) ｾ［ＲＵ 図工高生デザインコンクール募集規

定の検討

(2) 今後の職務作業予定について

(3) その他

油業 と社会/ 1979年 81P; 61 



25日 10時15分 - l l ll l'半 於会館集会室

出席者 '1] ' J ! f 委只ほか 1 名

J荘'JI ;[i 25回工高生デザインコンクール募 l U規定

( ポスター) のレイアウト、その他について

建 材 委 貝

委 員 会

21 日 411寺- 711寺 於 会 館 集 会 室

，企‘

=  

出席者 山田、牧田正副委日長ほか 9 f-，

ｊｾｾｾｾ＠ (1) rマーピフレックス」の，; 見 11)1 、長令木シャ ツ

ター( 附

(2) 今後のメインテーマ及び新iillH紹介コー

ナー

法 規 委 貝

委 員 会

22日 311キ- 511キ 於 会 館 集 会 室

出席者 間本委員長ほか10名

議事 ( 1) 委μ 交代/ r . 認の ('1:

. 6.  

. ".  

(2) il ，令アンケー卜文集について

(3) 法令アンケート依頼先名簿について

(4) その他

出 版 委 員

小委員会

26日 3 時 - 51時 於 会 館 集 会 室

. 6.  

. " .  

出席者小林委員長、佐々木・ 111 8] . 須賀委r . t 、

ρ戸芸出版社

ｊｾｲｊｽ＠ ＨＱＩ建築技術選 ｾｦ 発行決定の報告

(2) 印税計算の ('1・

(3) 新規依頼および執筆打診の ('1

(4) その他

建 築 技 術 選 書 講 座 シ リ ー ズ ( 第 3 回)

一構造計画とやさしい力学 1-

19日 1  ＱＱ 寺、 ｉｾＭ 4 時' 1" 於薬業年金会館

受講者 20f， 

講 師 i[[ 餓大' ( : 月! r. 下町; 助教校須賀 !l f 富氏

若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える (3)

ー コーポラティブハウスの問題点と展望

中 筋 修 氏 に 聞 く

23日 1 11寺、1' - 511寺

参加l占 30名

スケジュール

111寺、i主 →211キ 半 伺i住創¥: i ¥1 号線! n! . ?

3 時 → 5 11寺 法演とスライド、質疑応答

( 於大阪 j仔江労働センター)

講師安田! 中筋ill 築研究所 中筋 修氏

ゲスト 大阪府建築 Ｚｗ 建築 ＱＱＱＮ 車ｾｾ I: ti 近 賢 正男氏

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

12日 8 11寺- 91待、ド 於大阪グランドホテル

，'1'，)，市{3 96f， 

当日 I! 元大阪城天守閣主任 l河本良 氏より「大阪

城あれこれ」について 3721R を伺った 。

役 員 会

12日 911寺、|三 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 塚本代表、高級委員長ほか 5 名

議事 (1) 7 月以降の講師について

(2) その他

6 月の入会者 ( 敬称略)

〔個人会員 16名〕

赤井r . r ，弘 汗木 1i: 純

金沢 敏 木 下 賢 司

住 友 降 志 。O，j ミ 護

花房 除 ii . f >: 正弘

安藤政美

久 憎 大 弘

中村 ft 

本 宏 監 彦

) 1 . 山正 ー 神 HUi 古二 森 川 光IIJI

森安 研

‘  建築士事務所の開設者がその業務に関

して請求できる報酬の基準一一添付資料

建築士法; ; f ; 25条の縦〉幻ー基づき、総築士事務所の l削"宣

告がその来初に ｉｾｬ してが ｪ 求することのできる報酬の悲

t絡が建設大臣により定められ、 7 )  1  10  11 付け主主治行告

示;;f; 1206;:;- で告示されましたので、住宅局長より得制l

'fi あての通知i と合せて、この; ヰ示の内容を )J' J i 恭の付録

資料として会11の皆さんにおr . l I lt ¥ 、たします。ご; ，filll

いただければ幸いて' す。なむ、この )J リ添の資料は、全

国建築士，ｾ務所協会 ｪ 型合会のご ｈＮ なにより、同会誌「建

築士事政所J 1979年 8) 1 jc}ーより転載させていただいた

ものです。

訂 正 と お わ び

Ｗ 月号暑中見舞広告 ＳＲ ページ右段諌早 ｦｾ 夫氏の御 ｩ 宣戦

「宇土長」とあるのを「相駁役」に、同35ページ在段梶本秀

尾氏の御住所「東区森之宮東之町392J とあるのを「東

区森ノ宮中央 1ー1- 38J に、同95ページ真柄建設株式

会社大似支 1，t ; の御住所と 1・I.i:，話番 η 「大阪市阿区 J;( 田I覇軍

3 丁 LI 12111=.t也、 'i l.i: ，!io(06 )443-064l( I¥J J とあるのを「大阪

市淀川区宮原 4 - 4  - 50、電話 (06)393- 1171 (代)J に

それぞれ訂正し、謹しんでおわびします 。

|  建 築 技 術 選 書 @ 日本建築協会60問 念 出 版 |  
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[ ] ]  エレベータ・工スカレータ・立体駐車場
木村利雄

設 備 計 画 か ら 実 施 設 計 ・ 施 工 ・ 保 守 ・ 管 理 ま で 全 工 程 の 要 点 を ず ば り 示 す .

〈目次) l. エレベ - 7 の概要 2. エレベータの設備計画 3. エレベータ設備の実路設計 4. エレベータの発注 ・施工

・保守 5.  エスカレータ・動く歩道 6. 立体U' .!I.t易 索引 ・用語集 A  5 判 / 144頁 / 1000円

圃構造計画とやさしい力学2黙言語 須賀好富

デ ザ イ ナ ー の た め に 構 造 計 画 を こ れ ほ ど や さ し く ， 興 味 深 く 説 い た 本 は な い .

〈目狗 レ 造12のJt 画 A 5 2 3f乙'150円 3

目建築と設備の接点信義一日建設計監理部「接点」研究会

建 築 技 術 の 多 様 化 ， 専 門 分 化 に よ り 生 じ る 接 点 問 題 の 解 決 の 方 向 を 明 快 に 示 す .

直 ソーラーハウス叩
内山武夫

住 宅 関 係 者 と ユ ー ザ ー の た め の す ぐ に 役 立 つ 実 践 的 資 料 ， 省 エ ネ 時 代 必 携 の 書 .

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入干 600 f t  075- 343一0811 ，学芸出版社

上記建築技術選. は、日本建築飽会事務局 (06- 23ト9648) に買いにこられた方には定価の 11割引の￥ 900で頒布いたします。( 送付希望の場合送料負担下さい)



地玉三，芝

II，JTS; 色' こコ
総合天井システム侶滋 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法¥¥¥¥ALTS工法、は当社担自の

照明灯ユニットおよび戸j レミ製T J i ーを建物のモジュールlこ配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さら| こ

間仕切、ブラインド BOXなどの取り柑けも可能にした多機能を諮っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社日

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号 〒530 電 信 (06) 312-4131( ' 仰

東 京 都 港 区 新 情4丁 目2番 第29森 ピ ル 干105 電 信 (03) 437 - 3361(<仰

福 岡市 糟多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 干812 電 信 (092)291 - 0459(1知

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 T田 守番 6 号 干 451 電 信 (052)522- 543邸側

仙 台 市 本 町2丁 目T番 8号 第1広 瀬 ピ ル 干980 電 話(0222) 65- 6568(<仰

沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 守 オ 9 番 地 干900 宮町舌( 0988) 53- 685α 仰沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ピ Jレ5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市主主合区八幡通 1 一 5 ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 似i 水 作 業 の 研 究 ー経験か句' T . i L たすくない資源的パーフェクトな防水J併です.

この防水層は Ｈ一層防水Ｉ 地 Ｑ ・するだけで、 ｾＩｪ 水は完慢です。

品 ｉｕｾ 変化に ｻ ＧＱ Ｇ びがなく、柔軟性に山み、耐両量、画 ｴｾ 集品性に優れ、腐蝕しませんＮ

力 。 ft..L_ ..帯 コーパータイト 新 ヱ 法

ツJ 、 一 防 水 帯

ノ t'/ J  / J 、' m' オ ク ロ ン 防 水 帯 プ レ ノ テ ク 卜 吹 付 工 法

祭器

奥山化工業株式舎社
本 社W: J ? : 御中央区銀座8- 4- 9 7世話 03 ( 571) 2703 

k 阪 '11務所 大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電品 06 (391 )  1081 - 2  

崎五骨量所崎f . . 県尚川 "i )1(1 - 6- 10  電請 0487(74)2845- 6

1草木山地所 神五時川県厚木 .Ii金凹' 1' 也知259 電話 0462 (21)  6092 

名古凶111岐所名t ! ibi 市南区若市町33 電話 052 (811 )  3660 

九 州 出 版 所 佐 賀 県 初 日 町 電話 0952 (47)  2945 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 : 大 阪 市 東区両 符 町1- 12 日生 ビル 宮 ( 943) 6571代 表

東京 ・俄j兵・盛岡・郡山 ・水戸 ・浜松 ・岡崎 ・名古屋 ・富山・大法・ 京柿・場l ・神戸 ・広鳥 ・福岡他全国主要都市
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空 関 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 聞 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 練 武 吉 田 口T 醤陸軍全

会 私 事n ｌｊ ＮｊＭ ｾｊｉＧｾ＠

本 社東京都港区浜松田J I - 25- 7 電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1 - 58・59 電話 (302) 2 2  7 1( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・償 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

空 調 ・衛 生

防災 ・汚 水 処 理 設 計地工

委 〈 知 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 従 話 大 阪372局7151 ( 代 )

京都市東山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944 ( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神戸 341局 5 8  9  2  

電気・空間・衛生・防災・建築廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市丙｛ん仁戸綴 ｬγ 日 ＱＰ 番 ＱＷｾ Ｇ 〒 Ｕ ＵＰ 7It ，!市(441 )8231 

本 社 東点都中央区銀座 2 了1' 1 2 按 17号 〒104 屯訴 ( 535) 5251

支 社 大阪・東京・名古座

支 底 札 制 仙 台 全 沢 広 島 ・ 縮 問

営業所新 潮スＺｾ里岡山高校・熊本

出張所 帯広 ) 1' 森・秋田・盛 1M] 前編・千議 ，1，白浜・仰岡

郡山 初 井 盟 問 ・ 京 荷u・神戸 . t昔、 til 鹿児島 那事古

海外支底 シンガポー ル

空 気 調 和 設 備 Y  環 境 衛 生 施 G
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給 排 水 ・衛生 水 道 ｾ＠ 荷 役 運 織 機 械

電 気設備 ｌ］｟ｾ
' "  . ，田園田園圃守 化 学 鉱 山 機 械

厨 房 ， 、

三機工策室芸大阪支庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目 2 2 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 F吉 東京・日比谷・ 三僧ビル

支 唐 名 古 屋 、 価 問 、 札 悦. 広 島 ‘ 仙 台 、 北 陸

出 松 戸斤 相官浜 ‘ 田町 際 、 静 岡 、 質 問 、 岡 山 、 金 沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気鯛和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑫ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町会6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー741H灼

大 阪 支 社 大 阪 市北区中之島4- 2- 38 電結 06- (443)  504H1的

支 底 札 幌 ・ 岡 山

営集所仙台・千葉・名古屋・金沢・高松・広島・福岡

出 強 所 領 弁 ・ 倉 愈 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株家畜社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 田J 3  i昨 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京都中央区日本橋蝋殻町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 様 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。棒式会社

-ー

--・・ 発 空 調

東京本宿 東京在日新宿区西新宿 新宿住友ビル 電話 03- 344 - 1911

大 阪 本 広 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 'i!e;lli 06- 363- 1371 

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 屯，;丹052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 ?なぷ0822- 47 - 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761 - 3795

出 張 所 仙台・償浜 福 弁 ・京初日 ・神戸 ・松江 ・沖縄

偏3 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

ｾ＠ よりよき環境へ技術で挑む一 一

す 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市南区瓦屋町 31書丁681昨地(オートセンターピル2階)

郵便需号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 帝

京 京 支 l苫東京都千代田灰九段南 2丁目 2 番 5号( 九段ピJレ8階)

郵便i需号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4  ifI: 

舎 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号 ( 新大 ピJレ)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東京統中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二号IJjii)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 悦 ・ 東 海 村 北 陸 ・ 大 分

cl eanai r  

ｏｾＡ 室主 ｪ 善啓 ｅｅ 舎 ｦ さ



商昂は字気ですo v  r-
a・1. 熱と空気の エンジニァーーーーー

主ー〈ノ J5意思

空 気 調 和 ノ〆........... 搬送機設備

給排水衛生 『て7 設 計 施 工

第ーエ索株式会社

大阪支庖

大 阪 支 底 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 汚

mJ舌 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

屯 ;11; 0  3  - 2  1  1  - 8  5  1  1  ( 代表)

rmoo側惜コ
空 気 調 和 設 備 設 計 施 工

換 気 ・除 塵 設 備

東 洋 熊 工 靖 信 機 式 会 祉 大 阪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2 7 T E し (443) 8  0  7  1  

本 社 東京都中 央区京僑 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11 - 12 電話 06 - 313 - 1846

Z 孟蚕 125f 大阪市北区西天満 5 - 11- 12  電話 06 - 313 - 1846 

Z Z 蚕12 祭 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 - 2128 

設 備 部 大阪市北区西天満 5 - 11 - 12 電話 06 - 313 - 1846

禁嗣IE ‘ 21 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49 - 2128

l媛 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回高

設 計

fi!!! 

施 工

垂11
ふ 凶

ーφ ー

大阪支 !苫 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駁 河 台 4 丁 目 2 番 地

給 ・排水・衛生 ・消火・暖冷 房 設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 湾 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支 底 ・ 営 業 所 福 岡 ・京都・広島 ・天理・川西

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

ヰヰ土及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 I也 の 1

包 括 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間l専 用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満ト5- 20 ｾ控訴 Ｈ 06 )352- 35 0 H¥j 

四 日 市 支 庖 四 日 市 市 西 末 広 田I 屯 話(0593)53ー 743HI:J

津 営 難 所 湾 市 栄 町 2 ー 111 屯 お (0592 Ｉ ＲＶ ーＺｊＶ Ｑ Ｐｾ ｜ｪ

溢 賀 蛍 黛 所 大 海 市 打 出 浜 13 - 15 ; ' 官話 (0775 Ｉ ＲＲＭＹＷＳＸ ｾ［ＺＩ＠

名古屋営難所 名古屋市中川区百船町 屯話 Ｈ ＰＵＲ Ｉ ＳＶＳＭＰＶＸ Ｑ ｾ［ＺＩ

o，U' "  i 舎町震居嗣S

ー・ｾＮ電曹司ＮＮ，Ｎ

J J I l J  

③H途端量掃さ32

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸経卜22- 7 T E L (441 )附 1994 ・(443)刊 0331

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

⑫ 山 田 工 諸 積 書 倉 紅

本社説菅工事事童部 太阪市西区 J;r IIIT 堀 1 - 6  - 8  司lJ806(443)8161(太代表)

珊境袋説明量削大阪 rl - i 淀川区三津屋市 1- 1  - 3  5  1IlJf; 06(308)  1491 ( 代表)

点 J;r 支 出 点 J;( /i1S江東区fs戸 1- 8- 4  ( 由国ピル) 電，1[; ＰＳ Ｈ ＶＸＳ Ｉ ＸＴＲ Ｑ Ｈ Ｈｾ＠ J A)  

名古/ j J 支広 1' ，古/. i l市中区 栄 2- 16- 13(J ;，桜ピル) 電，IM52(202)0077(代; & )

桐 附 支 応 問問，li I博多区間t 駅東2-4-30(いわきピル) 電泊092(451  )3456 

ｈ ｾ 税所柑ＯＭ［ 松 ILI
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⑤ 

I1B  . .  邑 必 - ムa・ ー 」 晶

陽 電 文L 株 式

代表耳Z締役 山 本 博 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  刷 日 ビ

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 京 極 高 野 町 2 1  

ｔｅｌ 京 高ｾ 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代: )

緬 岡 市 中 央 区 義 民 1 - 1 4 - 8

T E L  悩 岡 ω 2 ( 7 7 1 ) 6 1 6 8

電 気 股備 ・ 建 材 そ の 他 の 頁

社

ｾ＠
' zt  

設 計 施 工
電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電気・言十装 工 事

ー逮

回4次

本

事命士官町銭高軒

京書官官官銭高時

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビル T E L 0 6- 313- I I OI  

支 j苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 踊 ・京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

梱間出強月時

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男
常 務 取 締 役 支 社長

大阪市東区高蝿僑五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 似 ・ 仙 台 丸 ノ 内 償 浜 ・名古屋 ・綴1M)

営 業 所 ・出猿所 全国主要都市 21ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

昆
，、ー

代表取締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 金ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 籾 筏 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一一-
株 式 会 社

キ土

唐

ヨド

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

A  

電 気 ・暖 冷 房 ・笠 岡 エ 司E股 置十鎗エ

S注 �ｾ ト圃気工Ｚ，［三 ｊ 二戸 ｊ レヲ職式 Ｘｕ

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京・ 神戸・広島 ・岡山

名古屋・ 岡山 ・札幌・ 苫 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都 ・高砂 ・三原 ・徳山・松山 ・新居浜・福 岡・沖縄

，&  

J C  氷
取締役社長

宇土

支 底

事業所

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュ一新僑ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5 1 3 1  ( 代)

・ 堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮

社

社

底

底

本

支

支

熊 本神 戸営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

総合段備工事〈般富十・鈍行〉

電 気 ・ア ン テ ナ ・送 電 線 ・プラント ・断 装 ・空 欄 ・土木・建祭

⑧ 太陽工藤工事室主

中 実

大 阪市西 区北 堀 江上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田
取 締 役 社 長

社本

'

3

 

f

H

μ

 

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T EL ( 侃 ) 452- 1151(大代)

東 京 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・福岡

pq 中本

、
l

 

r

 

取締役社長

本土本

営業所事業所

J レ}

ドア( 金属収納扉) ｾ製造販売元

キャスタル製品 (カーテンオール) }  

ドン/ ¥ アド

ト

用

ク口セッ

築建

T E L  06 (532)  3731 (代)大阪市西区南堀江 2丁目 13番22号本社

ユニオン
株式会社

良B

名古屋

野

吉

小

-'国

J L  

東

取締役社長
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪ 淀 川 芳 窯 零 歳 月S

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 l ー 13- 33( 靭本1 S T '" . . ス{事前 )

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 <<I!> 550 

. 段省既定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3 骨

エ パ ウ オ ー ル 基 材 岡 噂 o0  0  3号

エパーサンドｾ材同等 ｯ 0  0  4 骨

社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (06 )702 - 7814- 7  

東 京 事 換 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支l吉

大阪市東区高純僑 2 丁目 9 野 村 ビ ル 5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

ｅｾｾ 唱・ｾ［ＧｆＮ重属高司雇Ｎｾ

E 3.-1.'1・E 詞・・・・理・・・・8・
E ヨヨヨE 司E 姐置司園田・・

(壁 用 ・ 床 用)

(ボード類直貼り嬢着材)

(土質安定用石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社 〒 530 大 阪 市 北 区 堂 向 2 f [ 1 4 - 1 7  

関 西 営 業 所 T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

Standard 

@明

Board &Slate 

京開

フ タ パ 罵 3阪

活字のない印刷

⑧日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 _ 06 (606) 1111代

日本写樋セ ン7 ー 干892 鹿児島市名山田J 4 -7 三宝ピル _ 0992 (26)  4371 

津山写植セ ン7 ー 〒708 津山市大手町8番5号 Il i eJ 6会舘 官 ω682 (4)  1771 

沖縄写値セ ンヲー 〒筑泊商風原村嫌城 沖縄 印 刷 団 地 雷ω88 (55)  61∞ 

建 材 ・ そ の 他 の 頁

i)・
日 J [ I  ::J!ごペヲ

脳会事士J l l 川 商 庖

大 阪 省 機 所 干 5 3 1 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 南 1 ー 1 - 1  6  

T E L  0 6 - 4 5 8 - 1 8 7 2 - 6  

本 社 干 1 0 5 東 京 都 港 区 西 新 情 2 - 0  - 1  

T E L  0 3 - 5 0 3 - 5 3 0 1 f - ¥:  

東 京 営 難 所 〒 1 5 0 東 京 都 渋 谷 区 松 潟 2 - 1 8 - 2

T E L  0 3 - 4 6 5 - 8 6 1  l f-¥: 

札 幌 出 張 所 〒0 6 4 札幌市中央区南十四条西6 行啓グラ y トハイツ 905号

T E L  0 1 1 - 5 1 2 - 7 6 8 9  

割《サンケークロス

J II 島 株 式 舎 粍

本 社 ' *ボI i fS'I' 央区，-， 本 備 小 f云同 町 1- 4 0 T E  L ( 03) 663- 3371 

大 阪 支 庖 大 阪 市 平 野 区 背 戸 「 寸 2 - 14 - 14  T  E  L  ( 06) 702- 8102 

支 唐 名 古 凶 ( 052) 932 目 1381 札 帆 ( 011 ) 74 1- 3721

広 島 ( 0822) 93- 4676

きらった( 誕生トレト感覚

【アースウェイブカーテン】1

; ラグジュアリーカーペット】1

回 日本フェアトーン似会社

干540・大阪市東区鍾屋町1丁目封書地 ・ヤ リヤマチピル

T  E  L 侃 (943) 6 4 8  1  (代)

更 に 充 実 の

$ 寵 』 勿a X 1 5集 新発売.グ

見 本 帳 御 入 用 の 節 は 御一 報 下 さ い

守主主回都S富田喜佳大阪支庖

悶ヨコ

干 564 I吹 凶 市 1ぶ A ｾｔ＠ 13  - 31  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代 )

本 社 ・ 壁 装 館 〒 160 JI[ J;f /jf S  1Ji Ａｾｩｬ Ｑｲ新ｬＷ￭ Ｒ ＭＸ ー ｬ

T  E  L 03 ( 354)  2  6  4  1  ( 代)

特殊壁装材製造販売

回一口: ! ?)練)副 l! J : J ! J D:2

別 注 壁 紙 ( クロス ) 御相談は

シマクロスで

司令 L マクロス株式会社

〒 550 大 阪 市 西 区 本 田 3 丁目 2 - 1 8

T  E  L .  ( 0 6 )  5  8  1  - 7 4 6  1  ｾ＠ 5  
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最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i憎た芯; ヨ- t t守

- クラックが入らない

・工期の短縮化

- 年 中 快 適

・耐火パネル 。

三朝関重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

プラスター (PA )

モ ル タ ル (MA )

コンクリート (E A )

モノコ ー ト(MK )

ソノライト

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

) ( 法定防火材 ・建設省認定・基材同等第0003号)

⑧ 

明石市西新町 2- 12- 14 =078(922) 0007(代)

高槻市宮田町 2- 1  - 29 公 0726(96) 2889

柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

=08202(2)  5211 

明 石 支 庖 〒673

高槻営業所 〒569

中 国 営 業 所 〒 742

練) 新興建材工業所

〔特集号案内〕

- 躯体生産技術の向上を

めざして 特価￥

( 54年 10月号) (9月18日全国警広発売)

・最近の石張り工事

780 

特価 ￥1，300

- 工事環境と技術対策

特価 ￥1，000

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 干IJ

建築技術

年間購読料 ￥8，含4む00)  

( 送料

定価 ￥700 

- 住宅部品システムの普及

特価￥ 1，400

- 建築 と接合

. PCパイルをイ吏用し たラ ーメンプレハブ工法

. PC構法による街区開発の記録

・虎ノ門三井ピル別館の構造設計

・住宅火災の実態

・消防法と建築防災

・マンションの建替問題

特価 ￥1，000- 住宅の遮音そのほか連載企画
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設備合理化に貢献する

ミG O Uーユトヨ山コ。

S K- l 00S標 準 型

S K型 I層 式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・実 用 新 案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 分 は 配 管 設 備 を 著 し く 演 傷

します 。 し た が っ て 煩 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 く 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・ ス ラ イ ド 板 ・拶ド水管( フレキシブルジョイン

ト ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 介 間

に 合 い ま す 。 文 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ースト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 透 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お j苫の大き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 です。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リースト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 織 の 需 要 に お 答 え し ております。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入実 績〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー ト / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ピ ル / 地 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リープ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ J レ/ 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル / 阪 急 グ ラ ン ド ビ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ョ ン ビ ル/ 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品 目〉

S K式グリーストラップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・製 作 ・販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 ヤ さ い 。一 一 一 一 一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大 阪 営 業 所/ 〒 532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) n  06 (304)  5481ff也

本 社 / 〒 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9(和 幸 ピ J レ)
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左421宮よ1 I IJ I :J 9  Jl- J 9J l  

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・オリエンタルス- / ' ¥ーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

'  、

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小 波 ・S 大 波 . V i，皮・ボ ッ ク ス 波 . W ジ ャ ンポ波・ V デッ キ

S V ジャンボ波 ・其 の他

用 途 平 桓 ・波 板 ・棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・軒 樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレーター ・ムーパー ・エキゾスター( 強制) J  

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 調 求 下 さ い

議議 市I J I !J 9J l J 9J l 製造株式会糧

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 i精通り 3 - 2 6 松 本 ピ ル '4I ，1，l i "大阪 ( 06) 412 - 5131( 代)

営 業 本 部 干660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 '，'0:，11; 大 阪 ( 06) 488- 1081( 代)

支 1苫 及 工 場 大 阪 ・九州| ・ 名 古 屋 ・広 ぬ ・東 条 . XIJ 谷

娘 路 <.*i 羊 越 材 工 業ー 株 )

東 京本 社 及 工 場 〒 335 厳 市 塚 是 正 5 丁 目 6 番 32 F} γ l i  .11; 助長 ( 0484) 42- 3115 ( { O

支 J苫及 工 場 点..I t

現場 の信頼 に応え る 司 ｾｉＢｉＮ 告I j ロ

ヨ定口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 J東 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

］担、・ｾＭＭＣﾭ
守 ｾＹ［Ｇ

' 17- 9' : -

セメンド起泡 ・軽量 ・裏込用 Z 2: : 1-#-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i"..ニ7 - 16，

一一 セ メン 卜混和剤 ・助材綜合メー カ一 一

仙台仙株式ｾ . . .  冒 a a:::: 1.... ・唱F 咽ιι

句奇廷 勺会社 ￬ ｬｄＮ司自宅 ｌ｟ｾ ＮＮｌ

亙亘" . 京書官品川区二葉1一18- 8 f t東京 (787) 1131代 表

東 北 支 庖 福島市下型f 寺字述 !点3- 2 合 0245(91) 1131(1¥':) 

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  ft 0298(23)  1131問

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3 - 39 含 0196(45) 1331聞

大 阪 大阪市東成区*'や本2- 17- 26 ft 06 (974) 1131  



• • 
水に、スキをみせるな。

0. 01 ミリのスキ問でも、水は遠慮、しません 。

く日アス 〉は 、防水工事ひとすじに 50余年 。

この 小 さなスキ問と の 、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん 、O シグマー卜によ

るウエルドシステムO 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トライフ。工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年限保証が私 たち

の強 力な武器。 全国90 ヵ所にも

およ ぶく 日アス 〉 ネ ッ トワークの 、水も モ ラ

さぬたたかいぶリに、ぜひご注目ください 。

地 区 会 社 名

北海道 日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

大和防水工業株式会社

東 北 日 新 建 工 ( 株 ) 仙 台 支 庖

北原建材工業( 株) 仙台出張所

協和建材工業( 株) 仙台支庖

関 東 葵 工 業 株 式 会 社

伊藤建材緯式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金問工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

三和工業株式会社

( 株) 大ニ商会東京支庖

大東スレート株式会社

東京涯膏株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

詩書図工業株式会社

富士エ材株式会社

蔵渥育興業株式会社

フタ パ興業( 株) 東京営業所

古川株式会社

北条;. ! . ! 膏工業株式会社

7 サル;. ! . ! 育工禦株式会社

大和工業株式会社

;. ! . ! 膏建材株式会社

有限会社神守建材社

会港;. ! . ! 青株式会社

不ニ防水工業株式会社

石図建材工業株式会社

石田建材工業(株) 大宮支庖

石田建材工業(株) 宇都宮出張所

;. ! . ! 膏建材(株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

信 主主 鹿 住 防 水 工 業 株 式 会 社

同和建築株式会社

同和建業(株) 長野営業所

株式会社仙嶺

北 陸 株 式 会 社 折 橋 政 治 郎 商 庖

有限会社小島工業所

? ) レセ化建株式会社

石橋建材株式会社

互

区

区

区

区

区

灰

区

区

区

区

区

区

区

川

区

区

区

区

区

区

区

間

点

点

野

川

術

谷

間

区

区

ぷ

川

川

谷

谷

代

点

野

市

東

京

点

川

代

山

江

ム

日

中

荒

新

渋

川
明

浴

浴

日

比

武

氏

渋

渋

T

川

小

新

ム

H

江

ム

v
h下

山

山

山

地

山

山

山

市

牧

市

山

山

山

m

m

m

m

m

m

m

m

川

市

抑

制

抑

制

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

釘

山

市

山

山

山

山

市

川

町

山

市

市

山

市

山

市

在

脱

川

路

峡

小

帆

h

h

城

市

川

点

京

京

京

点

点

点

如

来

ぶ

恥

京

京

点

点

以

京

以

ボ

京

点

点

京

・

早

川

引

浜

浜

崎

野

m

m

戸

山

向

山

向

町

本

附

問

沢

川

所

札

胞

釧

礼

町

内

札

仙

仙

H

H

点

東

京

点

点

点

京

市

胤

千

点

点

点

点

点

点

点

点

点

京

市

胤

点

京

市

胤

来

航

慣

陥

山

リ

山

「

下

水

新

新

民

松

向

山

川

令

一仙

t

4

6

5

8

7

t

1

6

t

t

6

t

t

t

t

5

t

t

t

t

t

t

t

t

7

t

6

t

t

t

8

8

2

1

3

9

剖

7

代

2

代

8

7

9

l

!

日

目

i

h
目

1

1

1

1

8

1

1

1

3

1

i

f

d
1

4

1

関

i

5

1

1

1

1

8

5

1

5

1

1

2

3

5

l

山

W

I

l

l

-

以

3

7

l

~

l

i

l

-

-

川

6

川

3

l

l

-

8

-

6

-

~

以

3

1

0

1

9

8

9

9

5

m

w

1

0

8

3

匝

7

4

4

2

・

5

0

3

1

1

7

3

6

6

旺

5

・

6

I

5

6

1

1

5

4

4

5

0

0

0

3

7

4

1

3

i

3

7

0

2

2

4

0

2

臼

7

1

4

2

2

1

9

3

1

5

(

8

3

3

8
「

M

I

O

-
-

8

4

1

5

8

1

(

2

川

9

3

E

f

7

5

3

2

7

 

7

0

2

5

3

1

4

0

1

3

l

m

3

4

5

0

m

5

9

3

3

2

0

3

4

0

w

o

叶

3

6

4

2

4

6

4

3

1

川

9

5

3

2

0

3

0

0

5

U

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

1

8

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

E

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

目

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

m

n

n

m

M
仙

臼

臼

6

印

脱

制

抑

制

峨

印

叩

幻

叫

脱

船

側

側

州

抑

制

捌

抑

制

同

開

脳

細

n
山

m

n
日

制

辺

引

M

G
幻

日

n

n
位

幻

自

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

1

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

{

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

 

電

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

 

地 区 会 社 名

東 海 協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

三井工業株式会社

三信建材工業株式会社

(合) ;膏谷商底沼津支底

大池建エ株式会社

重薯防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産練式会社

日本建材鋼業練式会社

宮崎建材株式会社

近 銭 池 田 渥 膏 工 業 株 式 会 社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建エ( 株) 大阪出張所

日本綜合防水 (株) 大阪支庖

フタ パ興業株式会社

? ) レヱス工業株式会社

有限会社丸蔵商庖

大島応用化学工業株式会社

久下商底

東洋建材株式会社

中村運育ヱ業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

中 国 束 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社

株式会社三洋技建

三和防水工喋株式会社

豊永建材株式会社

大和工灘( 株) 広島出積所

株式会社巴商会

和光工業練式会社

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社

大三工業 (株) ;高知支底

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス河野商庖

株式会社山本商会

九 州 安蔵工業株式会社

加茂装備株式会社

日建エ材株式会社

株式会社工材社

安蔵工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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- 建設省府| 第2附 認 可L他 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

、h・， 東 京 都 足 立 区 千 f主 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 エ 禦 株 式 会社 内 含 ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2  3  - 4  f t  ( 870 ) 5051 代

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2 19( 岐 阜 正 ビ J レ) 日 新 エ 襲 名 古 屋 出 張 所 内 包 ( 741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日 新 工 集 大 阪 支 庖 内 包 ("3

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州支 部 福 岡 市 1尊多区↑ 尊 多 駅 前 1 - 2  4  1  0  日 新 工 撲 九 州 出 張 所 内 包 ( 451 ) 1095 代
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ビニ→レ系タイルの約 10倍ですW42) 。

三弓 ｡ｃｾ 日 ｐ

2 5 m 

パランシングシー ト コロ・司 ｾｉＢＧＧＧ 1  2，Omm 1  1--"' 1  1  

〈叫4特幸彼〉床f槍街'酎I司隼s音 連 断 性 . 周途は、お bに 学 枝 病 院 f宿E祉 施I段世〈な証ど公共施2設量

団衝i耳掌z吸 収 性 断 鼎 性 耐厚 附主 . A C 7ロア 5臼5<α2層禍 造〉は体育館専用. コンマJルレテ

耐軍襲i品 性 施 工 安 定 性 {は1手術室専朗です . A C 7ロアGT はスル一チ y ブi 'i:守申己ゆ? 一ン

vマ?τγ三ヨ 到 吋』社肝ι日Pタ州イ 司一 三丑中畳肘…i " : : J 珂ヨ叩…E 詞
田 阜 「 一 註伺l凍--L.o一ム干伺 忌j 束. 凶休1通

東京営業所 干 101 東京都千代田区岩本町3- 1卜 13H ( 03) 866- 610 I(代)

札 悦宮 ( 011 )231 - 8261 検 浜宮 ( 045)68卜 4835 岡 山宮 ( 0862)26- 0619

仙 古宮 ( 0222) 22・6413 帥 岡宮 ( 0542) 8 1- 8931 広 島n ( 0822) 46- 9436

• <  ｨ ｌ＼ は 資 料Ｂお［位の ＼ｉＺｾｾ 、 加ＧＢＧ比ｬＧ制 f t¥C フロ アt 新 渇n ( 0252)65- 0261 名 古 屋n (日52)57卜 6361 高 倍晋 ( 日878) 62- 5285

t1i 詑対策」なE 情 fit 桝阻止 ，': ; 施 l 附 ... ｉｕｾ＠ A Cフロ7 による体 行 町 北関東宮 ( 0刊 2)85- 1421 北 陸宮 ( 0762)31 - 5741 福 岡宮 ( 092) 712- 9141

ＧＮｩｩ ｨｬｬ ｗ 桝 ￲ｾ ＮＧＺ Ｇ ' k! 自制介リj ' ，止 なE をお送り します. 軍関東宮 ( 0472) 56- 8801 大 阪宮 ( 06) 叫 ト 5951 鹿 児 島n ( 日目2) 29- 6160

A Cフロアは ホ温まりゃすしげ床材一一一一温度応答速度は、

品川正対策で、 案外凡 j九t されがちなのが、

村仰止例1，1土判州'1叫l川州11，¥や1内L勺I J!T臥;.¥11午に Jみ与ら れる i以以lL;y司叩t?t l比1品れ:，ず1J川l

l岐佼力か. い令: 主れL力が:、 ￬ｾ ￌＧ＠ x_ t、千( 11、lの1: ，r.，k. JI ・! みに

触れて起こります 。 こ の 引象 ｉ ｊＮ、ぷ ＱＨｬｩ が ｩｾ は

るまであi きますか句、 jぶのが，kkb、ば的jiI に

組み込んだ断熱材だけでは| 幼まされません。

そこで、決め手は、 jili まりやすい (i :"U幻必衿;

ｾｊｩ の ｾｬ 、 Ｉｊￂ､ｬ ｾ I 材を使うことです。

ACフロア IJ .、独¥t 干の J'μ 、1U包! 付そら つ!; Iι ヒ♂

系彼{ ' i - H:J ¥.J ぶ材 。この桃 j主力 f もたらす対J 米

ilHl 反応衿. A単位 IJ . 、ビニーノレ系タイノレの約 10似

( 3. 5ミリ J't の場介入 R の紡践を大川に粁 iJ;x

し、 "1二1: :1 をとおし て} ) 全の品川区対策を "rtit に

します。
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